
―  　　―35

第
1
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

第2章

学修について

２ ．１ 　はじめに………………………………………… ３６
２ ．２ 　授業時間………………………………………… ３７
２ ．３ 　履修計画と履修手続き………………………… ３７
２ ．４ 　出席・欠席……………………………………… ３８
２ ．５ 　試験……………………………………………… ３８
２ ．６ 　成績発表………………………………………… ３８
２ ．７ 　目標単位数……………………………………… ３９
２ ．８ 　進級要件………………………………………… ３９
２ ．９ 　卒業……………………………………………… ４０
２ ．１０　ＧＰＡ…………………………………………… ４１
２ ．１１　八戸工業大学の教育…………………………… ４２
　 ２ ．１１.１　八戸工業大学の人材育成像と教育の質保証… ４2
　 ２ ．１１.２　20の修得因子……………………………… 42
　 ２ ．１１.３　ラーニング・ポートフォリオⅠ（LP Ⅰ）・システム…… 42
２ ．１２　工学部の教育目標・教育課程………………… 43
　 ２ ．１２.１　機械工学科の学習・教育到達目標と教育課程…… 44
　 ２ ．１２.2　電気電子工学科の学習・教育到達目標と教育課程…… 68
　 ２ ．１２.3　システム情報工学科の学習・教育到達目標と教育課程…… 92
　 ２ ．１２.4　生命環境科学科の学習・教育到達目標と教育課程…… 118
　 ２ ．１２.5　土木建築工学科の学習・教育到達目標と教育課程…… 142
２ ．１3　感性デザイン学部の教育目標・教育課程…… １72
　 ２ ．１3.１　創生デザイン学科の学習・教育到達目標と教育課程…… １73



―  　　―36

この章では、本学でどのようにして学びたい

授業を受け、進級し、そして卒業できるかにつ

いて述べています。

■履修から単位修得まで

授業を受けることを履修するといいます。そ

れぞれの授業科目には、授業時間数に応じて単

位数が定められています。履修登録をして、授

業を受け、試験に合格することを単位を修得し

たといいます。修得した単位数の合計を修得単

位数といいます。（第 ７章学則参照）

■必修科目と選択科目

授業科目には、必ず修得しなければならない

必修科目と選んで履修できる選択科目がありま

す。選択科目には、各学科課程表に示された範

2 ．１  はじめに 囲から一定以上の単位数を修得しなければなら

ない条件付きの選択必修と呼ばれる科目があり

ます。

■学期と開講時期

本学の学期は、 ４月１日から ９月15日までの

前期と、 ９月16日から ３月31日までの後期に分

かれています。

それぞれの授業科目は、前期開講、後期開

講、 １年間を通しての通年開講と ３ 種類の期間

で授業が行われます。また、特定の期間に集中

して授業を行う集中講義と呼ばれるものがあり

ます。

▼
 

担任 

担任 
授業担当教員 

学　　　生 

ガイダンス出席 

履修計画の立案 
（1年分） 

履修計画の決定 
 

履修登録 

履修登録完了 

履修登録内容確認 
 

授　　業 

履修登録していない科目の単位は認定されない 

▼
 

▼
 

▼
 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼
 

▼ 

学業成績通知書配付 
履修計画等説明 

履修登録関係書類配付 
履修登録方法説明 

 

疑問があれば 

 

間違いのある場合修正 

学務部教務担当
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授業時間は次の通りです。

第 １校時　 8 ：50 ‐ 10：20

第 ２ 校時　10：30 ‐ 12：00

第 ３ 校時　12：50 ‐ 14：20

第 ４ 校時　14：30 ‐ 16：00

第 ５ 校時　16：10 ‐ 17：40

■履修計画

学年はじめに、この １年間どのような授業科

目を履修するかを授業時間割表をもとに、カリ

キュラム・ツリー、カリキュラム・マップ、シラバ

ス、学生要覧等を参照し、自分で計画をたてる

必要があります。これを履修計画といいます。

履修計画の相談には担任があたっていますの

で、気軽に相談してください。なお、前年度ま

での修得単位数が ２．７ で示す目標単位数に達

していないときは、担任の指導を受けなければ

なりません。

■履修手続き

履修計画ができたら、その計画を所定の期

日に履修登録を行うことが必要です。履修登録

は、あらかじめ履修計画表に記入した科目をユ

ニバーサルパスポートにより登録をしてもらいま

す。履修登録された結果は、「受講者名簿」と

なって各科目担当教員に周知されます。つまり、

この名簿に記載された者だけがその科目を履修

できることになりますので、履修手続きには十

分な注意を要します。

2 ．2  授業時間

2 ．3  履修計画と履修手続き

■他学部・他学科科目の履修

所属学科以外の科目（講義科目）を20単位を

限度として進級要件・卒業要件の選択科目の単

位として修得することができます。受講を希望す

るときは、所属学科長、担任、科目担当教員の

承認を受ける必要があります。学務部教務担当

まで申し出てください。

■単位互換科目の履修

八戸学院大学の科目を進級要件・卒業要件の

選択科目の単位として修得することができます。

受講を希望するときは、所定の手続きをとる必

要があります。ただし、 １学年は履修できませ

ん。

■実験、実習、製図および体育科目

これらの科目は、開講されている学年で履修

することを原則としていますので、その年に単位

を修得できない場合には以後の履修科目に制限

を受けることがあります。

■リメディアル科目

＜英語基礎Ⅰ・Ⅱ＞＜数学基礎Ⅰ・Ⅱ＞

リメディアル科目は、大学での学習を進める

うえで、身につけておきたい知識の基礎となる

科目です。進級・卒業単位には含まれませんが、

履修することで、英語や数学だけではなく関連

する科目の学習がスムーズにできるようになり

ます。

■再履修

一度履修し不合格となった科目をもう一度履

修することを再履修といいます。再履修の方法

は基本的には最初に履修したときと同じ方法で

履修しなければなりませんが、科目によって履

修方法に違いがありますから担当教員の指導に

従って履修してください。
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出席時数が授業時数の ３ 分の ２ に満たない

場合は、試験を受けられません。なお、体育科

目はその性質上 ５ 分の ４以上の出席時数がなけ

ればなりません。続けて ３日以上欠席する場合

は学務部教務担当に欠席届を提出しなければな

りません。忌引きによる欠席は、忌引届を学務

部教務担当に、部活動などによる欠席は特別欠

席願を学務部学生支援担当にそれぞれ提出して

ください。また、 ３ カ月以上の欠席をするとき

は休学願を学務部教務担当に提出し、休学する

ことができます。休学などについては第 ６ 章を

参照してください。

単位を修得するためには、試験を受け合格し

なければなりません。実験、実習、演習および

実技の科目では平常の成績で評価されることが

あります。評価は S、A、B、C、Dで行われ、S、

A、B、Cは合格、Dは不合格です。

試験には、定期試験、追試験および再試験

があります。（第 ７章 ７．５を参照）

■定期試験

前期および後期の決められた期間に行われます。

■追試験

病気・けがなどやむを得ない理由により定期

試験が受けられなかった学生が受けるものです。

担当教員に申し出てください。受験手続きは自

動発行機を利用してください。

■再試験

定期試験や追試験に合格できなかった学生に

対して実施します。自動発行機で受験手続きを

してください。

2 ．4  出席・欠席

2 ．5  試験

■受験資格

定期試験を受けるためには次の受験資格が必

要です。

①�学年はじめに履修登録をしている。

②�出席時数が授業時数の3分の2以上である。

ただし、考慮すべき事情のある学生につい

ては出席時数がこれを満足しなくとも担当

教員への届出により認める場合がある。

③�教授会において特に失格条件がないことを

認めている。

■受験上の注意

試験は成績評価の一手段として行われるもの

です。不正があると、正しい評価ができません。

このため不正行為を行った学生は学則第57条に

よって懲戒処分が行われ、その学期に受験した

科目はすべて零点となってしまいます。

受験の際は次の注意を守ってください。

①�学生証を机上に提示してください。学生証

を忘れた場合は、学務部学生支援担当に申

し出て受験票の交付を受け机上に提示して

ください。

②�追試験、再試験の場合には、それぞれの受

験票を机上に提示してください。

③�特別な事情がない限り試験開始から20分後

の入場、試験開始から30分間は退場できま

せん。

④筆記用具などを共有してはいけません。

⑤答案用紙を持ち帰ってはいけません。

⑥�受験中は監督者の指示に従ってください。

不正があったと認めた場合は、監督者は直

ちに退場を命じることがあります。

履修登録した科目の成績は、指定日にユニ

バーサルパスポートで開示します。また、前期、

後期のそれぞれの終了後に担任を通し全科目の

2 ．6  成績発表
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成績が学業成績通知書として通知されます。学

業成績通知書を受けとったら内容を確認してく

ださい。

順調に単位修得が行われているかの目標値と

して、つぎの目標単位数が定められています。こ

の単位数が修得できなかった学生は、担任から

履修上の指導を受けなければなりません。なお、

各学年に開講されている必修科目は全て修得し

ていなければなりません。

（数字は単位数）

工　学　部 1学年 2学年 3学年

機 械 工 学 科 35 75 115

電 気 電 子 工 学 科 38 78 118

システム情報工学科 35 70 110

生 命 環 境 科 学 科 35 75 115

土 木 建 築 工 学 科 35 75 115

感性デザイン学部 1学年 2学年 3学年

創生デザイン学科 38 78 118

本学では、履修を円滑にすすめてもらうため

に、各学年に次のような進級要件を定めていま

す。この進級要件を満足しないような場合は、

同じ学年に留年となり、卒業までにもう一年要

することになってしまいます。なお、学科や履修

のコースによっては表に示した以上の要件を設

けている場合があるので、履修規程とあわせて

各学科の教育目標・教育課程も確認して下さい。

2 ．7  目標単位数

2 ．8  進級要件

工学部

学科 学年 修得
単位数

必修
単位数 その他要件

機械工学
科

1学年 25 7 

2 学年 60 22

３ 学年 95 40

電気電子
工学科

1学年 28 12

2 学年 60 34

３ 学年 97 50

・電気電子工学入
門と電気電子工学
概論を修得のこと
・物理学実験と化
学実験のいずれか
を修得のこと
・基幹科目16単
位中12単位以上
修得のこと

基幹科目

電磁気学Ⅰ、Ⅱ
電磁気学演習Ⅰ、Ⅱ
電気回路Ⅰ、Ⅱ
電気回路演習Ⅰ、Ⅱ

・創造工学実験と
電気電子基礎実験
を修得のこと

システム
情報工学
科

1学年 25 10 

2 学年 60 25 

３ 学年 100 35 
・情報工学基礎実
験Ⅰ・Ⅱを修得の
こと

生命環境
科学科

1学年 25 12 

2 学年 60 30 

３ 学年 100 47 

・生命環境科学基
礎実験、生命環境
科学実験Ⅰ・Ⅱを
修得のこと

土木建築
工学科

1学年 25 10 

2 学年 60 20 

３ 学年 100 30 

感性デザイン学部

学科 学年 修得
単位数

必修
単位数 その他要件

創生デザ
イン学科

1学年 28 12 

2 学年 60 12 

３ 学年 98 14 
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工学部の卒業のための要件は、次の通りです。

①�４ 年以上修業する（休学した期間は含まな

い）。

②�各学科教育課程表の導入転換科目、総合

教養科目、工学基礎科目、専門科目の各区

分から、次に定める単位数以上を修得する。

③総計124単位以上修得する。

以上の単位修得条件を、各学科についてまとめ

たのが次の表です。

（数字は単位数）

学　　科 導入転換科目 総合教養科目 工学基礎科目 専門科目 区分なし 卒業要件

機 械 工 学 科 3 24 14 70 13 124 

電 気 電 子 工 学 科 4 20 14 70 16 124 

システム情報工学科 6 20 16 70 12 124 

生 命 環境科学科 4 20 4 70 26 124 

土木建築工学科 4 26 22 72 0 124 

注 １ �　学科や履修のコースによっては上記の

区分以外の卒業要件を設けている場合

もあるので、各学科の教育目標・教育課

程や第 ７章諸規程に掲載されている教育

課程表などを参考に確認すること。

注 ２ �　区分なしの単位は、次の科目からも修

得できます。

・導入転換科目

・総合教養科目

・工学基礎科目

・専門科目

・特別専攻科目（特別養成コース学生のみ）

・他学部・他学科科目

・単位互換科目

注 ３ �　次の科目は卒業に要する単位数には加

算されません。

・�教育職員免許状取得に関する科目や、資格

取得に関する科目など、各学科教育課程表

（学則別表第 １）に含まれていない科目

2 ．9  卒業 感性デザイン学部の卒業のための要件は、次

の通りです。

①�４ 年以上修業する（休学した期間は含まな

い）。

②�学科の教育課程表の導入転換科目、総合教

養科目、専門科目の各区分から、次に定め

る単位数以上を修得する。

③総計124単位以上修得する。

※次表参照のこと

（数字は単位数）

学　　科 導入転換科目・総合教養科目 専門科目 区分なし 卒業要件

創生デザイン学科 32 80 12 124 

注 １ �　区分なしの単位は、次の科目からも修

得できます。

・導入転換科目

・総合教養科目

・専門科目

・特別専攻科目（特別養成コース学生のみ）

・他学部・他学科科目

・単位互換科目

注 ２ �　次の科目は卒業に要する単位数には加

算されません。

・�教育職員免許状取得に関する科目や資格取

得に関する科目、リメディアル科目などの、

各学科教育課程表（学則別表第 1）に含ま

れていない科目
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本学では、平成23年度入学生からを対象

に、学修成果を計る基準としてGPA制度を

導入しています。GPAとは、「Grade Point 

Average」の略称で、履修した１単位当たりの

評価平均値を求めたものです。GPAを算出する

ことにより学修の到達度が明確になることから、

皆さんの学修意欲向上につながることをねらい

の一つとしています。

GPAは学期ごとに学業成績通知書に記載し

て配布しますので、自分自身の学修状況を確認

するとともに、GPAがより高い値となるように

学修されることを期待します。なお、GPAの詳

細については、第 ７章諸規程の「八戸工業大学

GPA取り扱い要項」を参照してください。

■成績評価とグレードポイント（GP）

評価毎のグレードポイント（GP）は下記の通

りで、評価がＮ（認定）の科目、卒業要件に含

まれない科目および八戸学院大学・八戸学院大

学短期大学部との単位互換科目は、GPA算出

の対象外とします。

合　否 評　価 評価基準 ＧＰ

合格

S 90～100 4

A 80～89 3

B 70～79 2

C 60～69 1

N 認定 －

不合格 D 59以下 0

■ GPA の計算方法

本学では、右記の通り「学期GPA」、「年度

GPA」、「累積GPA」の ３ 種類のGPAを計算

します。（小数点第 ２ 位まで表示し、小数点第

３ 位以下は切り捨て）

2 ．10 GPA 学期GPA=
当該学期における（修得した科目の単位数×GP）の計

当該学期における評価を受けた科目の単位数の計

年度GPA=
当該年度における（修得した科目の単位数×GP）の計

当該年度における評価を受けた科目の単位数の計

累積GPA=
入学以降に（修得した科目の単位数×GP）の計

入学以降に評価を受けた科目の単位数の計

GPAの計算で特に注意すべき点は、不合格

科目（Ｄ評価：GP＝ 0）も評価を受けた科目と

して単位数に算入されることです。GPの計は増

えずに分母が大きくなるということですから、不

合格科目が増えるとGPAの値が低くなることと

なります。なお、不合格科目には文字通り試験

等に不合格だった場合以外にも、授業を途中か

らあきらめたりした場合（通称「放棄」といいま

す）も含めます。充分に注意してください。

履修計画を立てる際には、進級要件や卒業要

件を充足することはもちろんですが、履修登録

した科目は途中であきらめることなく確実に単

位を修得すること、また、全てを高い評価で合

格するよう努力することが重要です。
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本学では、ディプロマ・ポリシー （卒業認定・

学位授与の方針）、カリキュラム・ポリシー （教

育課程編成・実施の方針）、アドミッション・ポ

リシー （入学者受入れの方針）の ３ ポリシーを

掲げ、人材育成像とその教育の実施方法等を明

確にしています。

また、大学のディプロマ・ポリシーに掲げる教

育到達目標を2.11.2で示す「20の修得因子」とし

て細分化し、これを全学共通の人材育成指標と

して掲げています。その教育の質保証を実現す

る手段の一つとして、教員側と学生側の教育・

学修改善サイクル（PDCAサイクル）を回してい

ます。学生側のPDCAサイクルの要となるのが

ラーニング・ポートフォリオⅠ（LP Ⅰ）・システム

です。学生はこのシステムを利用し、学修活動・

学修成果に関する自己省察（リフレクション）を

通じて、自己の成長を自ら作り出す姿勢を身に

つけることができます。変化の激しい実社会に

おいても、「自立して生き抜く力」を身につける

ことが大切です。

「20の修得因子」は、①寛容な心、②感動す

る心、③主体性、④人間環境の理解力、⑤自己

管理力・ストレスコントロール力、⑥倫理観・規

律性、⑦日本語コミュニケーション・スキル、⑧

外国語コミュニケーション・スキル、⑨チーム

ワーク力、⑩リーダーシップ力、⑪総合的学習

経験・創造的思考力・創造力、⑫数量的スキル、

⑬情報リテラシー力、⑭論理的思考力、⑮問

題解決力、⑯専門基礎原理の理解力、⑰専門

基礎原理の高度応用展開力、⑱継続的学習力、

⑲市民としての社会的責任感、⑳異文化理解力、

2 ．11 八戸工業大学の教育

2 ．11．1 八戸工業大学の人材育成像と教育の質保証

2 ．11．2 20の修得因子

で成り立っています。

これは「学士力（文部科学省）」、「社会人基

礎力（経済産業省）」、「JABEE共通基準（日本

技術者教育認定機構）」などの実社会で求めら

れる力、並びに高校までの教育で育成されてき

た「生きる力（文部科学省）」と強く結びついた

指標となっています。つまり汎用性が高い知識・

能力・態度を学修成果の指標として用いていま

す。これらの指標の達成度は、各学年の前期、

後期終了時のアンケート形式による達成度評価

などにより実施します。次の表は、大学のディ

プロマ・ポリシーと20の修得因子との関係を並

べて示したものです。

■本学のラーニング・ポートフォリオⅠ・システム

は、学生自らが成長を実感するとともに、具体

的な学修目標設定に基づく学修の実施と自己省

察（リフレクション）により、学修時間の向上、

計画的学習能力及び自己管理力を向上させるこ

と、並びに、将来の進路設計を具体化する際の

自己アピール基礎資料として利用できることな

どを目的としています。つまり、自律的な学修

の促進支援機能、教員との情報交換機能、自

2 ．11．3 ラーニング・ポートフォリオⅠ（LP Ⅰ）・システム
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己の活動記録機能を持っています。

■ �LP Ⅰ・システムにおける PDCA 学修改善

サイクル

◇�学修計画の検討・立案（Plan）：学修計画を

検討・立案し、ユニバーサルパスポート内に

あるLPⅠ・システムにおいて、将来の進路や

夢、生活（課外活動、趣味、特技他）、学修

目標等を記述します。この記述に対して、教

員から適宜にコメント、アドバイス等の書き

込みがあります。

◇�学修（Do）：計画に基づいて学修活動を実施

します。

◇�学修成果の確認（Check）：学修の到達状況

の確認、生活や学修スタイルの点検、キャリ

アプランの検討など、定期的に自己省察を行

います。

◇�学修行動の改善（Act）：次学期に向けて取り

組むべき課題をみつけるなど、自らの学修行

動を改善し、ステップアップを図っていきま

す。この一連のサイクルを回すことで自己の成

長に繋げます。

■教育目標

教育理念にそった人材を育成するため、工学

部では以下の教育目標を掲げます。

1� ）豊かな人間性と総合的な判断力を基盤とす

る工学の素養をもった人材を育成する

2 �）社会の変化に対応できる柔軟な思考力を

もった人材を育成する

学修計画の検討・立案

学修

学修成果の確認

学修行動の改善

2 ．12 工学部の教育目標・教育課程

3 �）工学基礎原理の理解とそれらの高度応用展

開力をもった人材を育成する

4 �）地域社会への関心をもつとともにグローバ

ルな視野で物事を考えることができる人材を

育成する

■教育課程編成方針・教育実施基本方針

工学部では、教育目標に掲げる資質・能力を

備えた人材を育成するために、次のような教育

課程編成・実施の方針を定めています。

１）教育課程の骨格

カリキュラムを、「導入転換科目」、「総合教養

科目」、「工学基礎科目」、「専門科目」、「特別専

攻科目」で編成します。

2 �）総合的な人間力を養成する教育を実施しま

す

総合教養科目においては、学科を問わないリ

ベラルアーツを展開し多面的に物事を考える素

養を養います。また導入転換科目においては、

社会と接点のある教育を実施し、キャリアデザ

イン科目を充実させます。これにより、豊かな

人間性を涵養し、柔軟な思考力や幅広い視野に

立った理解力を養成します。専門科目において

も、PBL、アクティブ・ラーニングなどの授業を

展開し、豊かな人間性と総合的な判断力、並び

に社会の変化に対応できる柔軟な思考力を養成

します。

3� ）専門分野の基礎原理を理解・修得するため

の教育を実施します

工学の学問に必要な「工学基礎科目」を配置

し、自然科学分野の基礎を幅広く養います。ま

た、工学部各学科の専門基礎原理を学ぶ科目

を学期ごとに体系的に学べるように編成します。

専門基礎と演習を組み合わせた授業、専門基礎

原理の繰り返し学習を取り入れた授業などを展

開し、これにより、専門分野の基礎原理を理解・

修得させる教育を実施します。

4� ）専門分野の基礎原理を実践的に応用展開で
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きる力をもたせる教育を実施します

高度な応用展開力を養うために、実践的な科

目や実験・演習・実習科目を重点的に配置しま

す。授業の中では、論理的な思考を通じて自ら

考え纏めたことを発表、表現する授業を展開し

ます。また身につけた複数の専門知識やスキル

を統合し、問題の解決力と継続的に学習する力

やプロジェクトマネジメント力を育成するために、

「卒業研究」を必修とします。

5� ）地域社会との繋がりを重視した教育を実施

します

地域社会が抱える課題の解決のために、地域

と連携したPBLやアクティブ・ラーニング教育

を展開します。これにより、地域社会への関心

をもって物事を考えることができる能力を養成

します。

6� ）グローバルな視野で物事を考えることがで

きる力を養成する教育を実施します

学科を問わない総合教養科目を中心に、専門

科目においてもそれぞれの分野においてグロー

バルな視点での授業を展開します。これにより、

グローバルな視野で物事を考えることができる

素養を養成します。

各学科の教育目標・教育課程を次以降で説明

します。

■機械工学科の教育目的

機械工学に関する幅広い知識、技術者倫理、

デザイン能力、情報技術およびコミュニケーショ

ン能力と国際的視野を有し、多様化した社会

ニーズに対応して地域や社会で活躍できる技術

者を育成することを目的とします。

機械工学科には ３ つのコースを設けています。

機械工学コース、機械工学総合コース、自動車

工学コースです。

機械工学コースは、機械工学に関する幅広い

2 ．12．1 機械工学科の学習・教育到達目標と教育課程

知識、技術者倫理、デザイン能力、情報技術

およびコミュニケーション能力と国際的視野を

有し、多様化した社会ニーズに対応して地域や

社会で活躍できる技術者を育成するコースです。

JABEE（日本技術者教育認定機構）対応コー

スです。

機械工学総合コースは、幅広い機械工学分野

の中の特定分野に秀でた技術者を育成するコー

スです。

自動車工学コースは、国土交通省認定の自動

車工学関連科目を履修します。卒業直後に二級

自動車整備士試験が受験可能となるコースです。

■�機械工学科の学習・教育到達目標（ディプロ

マ・ポリシー）

機械工学科が育成する技術者の学習・教育到

達目標を次のように定め、教育を行います。

（A）	� 社会人としての良識と倫理観を備え、地

域社会への関心をもつとともに、地球

的視野を身に付けた人材。

（A-1）	� 自然、環境、社会、人間など、幅広い

分野に基礎知識と関心を持つ。

（A-2）	� 技術者としての活動が社会、衛生、安全、

法及び文化に及ぼす影響について、知

識と責任感を持つ。

（A-3）	� 地域社会へ関心を持つとともに、国際

的な視野を持ち、社会に貢献できる。

（B）	� 専門分野の基盤となる基礎知識をもつ

とともに、これらを活用して社会の発展

に貢献できる人材。

（B-1）	� 数学の基礎知識を持ち、それを機械工

学に応用できる。

（B-2）	� 物理学の基礎知識を持ち、それを機械

工学に応用できる。

（B-3）	� 情報技術の基礎知識を持ち、それを機

械技術者の実務に応用できる。

（C）	� コミュニケーション能力と国際人として

の素養を身に付けた人材。
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（C-1）	� 複合的なエンジニアリング活動に関して、

技術文書の作成に必要な日本語による

記述力と、専門分野の異なる相手に対し

て技術的な説明をした際、理解を得られ

るプレゼンテーション能力を持つ。

（C-2）	� 英語の文書を機械技術者の実務に利用

するための基礎的素養を持つ。

（D）	� エンジニアリング問題解決に応用するた

めの機械工学の知識を持つ技術者。

（D-1）	� 材料力学と機械力学の知識を持ち、そ

れを問題解決に応用できる。

（D-2）	� 熱および流体力学の知識を持ち、それ

を問題解決に応用できる。

（D-3）	� 計測と制御の知識を持ち、それを問題

解決に応用できる。

（D-4）	� 材料、工作法、製図法および機械設計

の知識を持ち、それを問題解決に応用

できる。

（E）	� 複合的なエンジニアリング問題を解決す

る実務遂行能力の素養を身に付けた技

術者。

（E-1）	� 機械システムの振る舞いを観察し、考

察、評価できる。

（E-2）	� 機械装置と製造工程の開発、設計、管

理を行う基礎的素養を持つ。（デザイン

能力）

（E-3）	� 機械の設計、開発において情報技術を

有効に利用できる。

（E-4）	� 最新技術情報を収集、分析でき、技術

の変化に対応し、生涯にわたって自主的

に学習する必要性を認識し、取り組むこ

とができる。

（E-5）	� チームのメンバー又はリーダーとして、ス

ケジュール、資料、資材などのリソースを

管理して、課題を完遂する姿勢を持つ。

（E-6）	� 多様性のあるチームのメンバー又はリー

ダーとして、問題の解決やプロジェクトの

中での自らの役割と責任を理解できる。

自動車工学コースでは、さらに次の学習・教

育到達目標も加え、教育を行います。

（F）	� 自動車整備士としての実務遂行能力の

素養を身に付けた技術者。

（F-1）	� 二級ガソリン自動車整備士としての自動

車の構造および整備に関する知識を持

ち、自動車整備の実務を遂行できる。

（F-2）	� 高度化する自動車技術の進展に対応し、

自動車整備の実務に応用できる。

■�機械工学科のカリキュラム編成方針・教育方

法（カリキュラム・ポリシー）

機械工学科の皆さんが学習・教育到達目標

を達成できるよう以下のカリキュラムを編成しま

す。

対応する学習・教育到達目標を記号番号で示

します。

・�「キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ」および人間科学

分野の選択科目を履修し、自然、環境、社

会に関心を持ち、考察する態度を深めます。

（A-1）

・�国際コミュニケーション分野の選択科目を履

修し、社会、他国の文化、人間などについて

の知識と関心の幅を広げます。（A-1）

・�「職業倫理」および「機械工学通論」を履修

し、地球・地域の環境と資源の保護、製造物

責任、知的財産権、情報公開などの概念と技

術者との関わりを理解します。（A-2）

・�「機械工学通論」、「キャリアデザインⅠ、Ⅱ、Ⅲ」、

「職業倫理」を履修し、技術と地域社会のか

かわりについての知見を習得します。（A-3）

・�「微分」、「積分」、「線形代数」を履修し、機

械工学の専門科目を理解し、実務に応用する

ための数学の基礎能力を身につけます。（B-1）

・�「基礎物理学Ⅰ」、「基礎物理学Ⅱ」を履修し、

機械工学の専門科目を理解し、実務に応用す

るための物理学の基礎能力を身につけます。

（B-2）
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・�「基礎機械情報工学」、「基礎情報科学」を履

修し、コンピュータリテラシと基礎的なプログ

ラミング法を習得します。（B-3）

・�「機械工学実験Ⅰ、Ⅱ」を履修し、技術者とし

ての実務的な報告書作成法を習得します。ま

た、「機械工作実習」を履修し、技術的な発

表と質疑応答を体得します。（C-1）

・�「キャリアデザインⅢ」を履修し、就職指導を

通じて、社会人として必要な基礎知識の再学

習や、記述、口頭両面での自己表現、コミュ

ニケーション能力を身につけます。（C-1）

・�「卒業研究」を履修し、技術的な論文作成と

口頭発表の仕方を習得します。（C-1）

・�「現代英語Ⅰ・Ⅱ」を履修し、基本的な英語の

読解力を身に付けます。（C-2）

・�｢材料力学｣、「材料力学A」を履修し、材料力

学に関する基礎知識を習得するとともに、｢

機械工学演習Ⅰ（材料力学分野）｣ を履修し、

問題解決能力を身につけます。（D-1）

・�「機械力学」、「機械力学A」を履修し、機械

力学に関する基礎事項を習得するとともに、

｢機械工学演習Ⅱ（機械力学分野）｣ を履修し、

問題解決能力を身につけます。（D-1）

・�「熱力学」、「熱力学A」を履修し、熱力学に

関する基礎知識を習得するとともに、｢機械

工学演習Ⅰ（熱力学分野）｣ を履修し、問題解

決能力を身につけます。（D-2）

・�「伝熱工学」を履修し、熱移動に関する基礎

知識を習得します。（D-2）

・�「流れ学」、「流れ学A」を履修し、流れに関

する基礎知識を習得するとともに、｢機械工

学演習Ⅱ（流体力学分野）｣ を履修し、問題解

決能力を身につけます。（D-2）

・�「計測工学」を履修し、計測工学の基礎事項

を習得します。（D-3）

・�「制御工学」を履修し、制御システム設計の

基礎事項を習得します。（D-3）

・�「メカトロニクス基礎」、「プロジェクト実習」

を履修し、メカトロニクスシステムの構成に関

する基礎事項を習得します。（D-3）

・�「機械材料工学」を履修し、機械材料に関す

る基礎事項を習得します。（D-4）

・�「エンジン解剖実習」を履修し、実用機械の

構成や組み立て法を体験的に学習し、機械シ

ステムの設計・製造の基礎知識を習得します。

（D-4）

・�「工作学」、「機械加工学」を履修し、加工法

の基礎事項を習得するとともに、「機械工作

実習」を履修し、機械加工の作業を通じて機

械装置製作に応用できる能力を身につけます。

（D-4）

・�「基礎設計工学」、「応用設計工学」、「基礎設

計製図」、「CAD設計製図」、「機械設計技法」

を履修し、機械設計に必要な基礎知識と製図

法を修得するとともに、「プロジェクト実習」

を履修し、設計・製作した製作物の動作、機

能を評価し設計や製作法が機械の性能に及ぼ

す影響を体得します。（D-4）

・�「エンジン解剖実習」、「プロジェクト実習」を

履修し、機械システムの仕組みと振る舞いの

因果関係を体得するとともに、「プロジェクト

Ⅰ」を履修し、問題解決にあたって機械シス

テムの振る舞いを観察し、考察、評価できる

能力を身につけます。（E-1）

・�「機械工学実験Ⅰ・Ⅱ」、「卒業研究」を履修し、

実験や研究で扱う装置・システムの動作、実

験データを分析、考察、評価する能力を身に

つけます。（E-1）  

・�「プロジェクトⅠ」を履修し、機械装置と製造

工程の開発・管理において必要となる、問題

を明確にし、与えられた条件の下で最適な解

決ができる方法を習得します。（E-2）

・�「CAD設計製図」を履修し、機械装置と製造

工程の開発、設計、管理を行う基礎的教養を

身につけるとともに、「機械工作実習」、「プロ

ジェクト実習」を履修し、実際の機械装置の
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設計・製作から完成にいたるプロセスを体験

し、機械装置の開発に必要な基礎能力を身に

つけます。（E-2）

・�「卒業研究」において、それぞれの課題の目

標を理解し、目標の達成に必要なプロセス

やシステムの改善、問題の解決のために調

査、分析、創意工夫する姿勢を身につけます。

（E-2）

・�「CAD設計製図」を履修し、機械設計におけ

るCADの利用法を習得します。（E-3）

・�「機械工学実験Ⅰ・Ⅱ」でコンピュータを用い

たデータの集計・分析、レポートの作成など

機械技術者の実務に利用できる能力を身につ

けます。（E-3）

・�「プロジェクトⅡ・Ⅲ」、「卒業研究」において、

調査、資料・データ整理、報告書作成、プレ

ゼンテーションなどでのコンピュータ利用技

術を総合的に身につけます。（E-3）

・�「機械工学通論」を履修し、本学での学習、

研究についての見通し、卒業後の機械技術者

としてのイメージを形成します。（E-4）

・�「プロジェクトⅠ・Ⅱ・Ⅲ」、「卒業研究」を履修

し、書籍、文献、インターネットなどでの情

報収集を実践することにより、最新技術情報

を収集できる能力を身につけます。（E-4）

・�「基礎設計製図」、「CAD設計製図」、「機械

設計技法」、「機械工学実験Ⅰ・Ⅱ」を履修す

ることにより、期限までに課題や報告書を提

出する態度を身につけます。（E-5）

・�「プロジェクトⅠ」、「機械工作実習」、「プロジェ

クト実習」において、小グループに分かれて

問題解決に当たり、与えられた期限内に課題

を完遂する姿勢を身につけます。（E-5）

・�「卒業研究」において、課題の目標を理解し、

目標を達成するために必要なリソースを管理

し、主体的に課題を推し進める能力を身につ

けます。（E-5）

・�「エンジン解剖実習」を履修し、実習におけ

るグループワークの中で自らの役割と責任を

理解できる能力を身につけます。（E-6）

・�「プロジェクトⅠ」、「機械工学実験Ⅰ・Ⅱ」、「機

械工作実習」、「プロジェクト実習」において、

与えられた問題や課題の解決にチームであた

り、自らの役割と責任を理解できる能力を身

につけます。（E-6）

・�「卒業研究」において、研究グループに分か

れて与えられた課題の目標を理解し、自らの

役割と責任を理解できる能力を身につけます。

（E-6）

・�自動車工学分野のコース必修科目を履修し、

2 級ガソリン自動車整備士相当の自動車の構

造と整備に関する知識を習得します。（F-1）

・�「自動車工学」、「カーエレクトロニクス」、「自

動車構造Ⅰ・Ⅱ」を履修し、高度化する自動

車の技術の進展に対応し、自動車整備の実務

に応用できる能力を身につけます。（F-2）
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修得因子と学習・教育到達目標との関連基準
◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない
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原
理
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理
解
力
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原
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高
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用
展
開
力

継
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的
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習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

（A）社会人と
しての良識と
倫理観を備え、
地域社会への
関心をもつと
ともに、地球
的視野を身に
付けた人材

（A-1）自然、環境、社会、人間な
ど、幅広い分野に基礎知識と関心を
持つ。

◎

（A-2）技術者としての活動が社会、
衛生、安全、法及び文化に及ぼす影
響について、知識と責任感を持つ。

◎

（A-3）地域社会へ関心を持つととも
に、国際的な視野を持ち、社会に貢
献できる。

○ ○ ○ ◎ ○

（B）専門分野
の基盤となる
基礎知識をも
つとともに、
これらを活用
して社会の発
展に貢献でき
る人材

（B-1）数学の基礎知識を持ち、それ
を機械工学に応用できる。 ◎ ○ ○

（B-2）物理学の基礎知識を持ち、そ
れを機械工学に応用できる。 ○ ◎ ○

（B-3）情報技術の基礎知識を持ち、
それを機械技術者の実務に応用でき
る。

◎

（C）コミュニ
ケーション能
力と国際人と
しての素養を
身に付けた人
材

（C-1) 複合的なエンジニアリング活
動に関して、技術文書の作成に必要
な日本語による記述力と、専門分野
の異なる相手に対して技術的な説明
をした際、理解を得られるプレゼン
テーション能力を持つ。

◎

（C-2）英語の文書を機械技術者の実
務に利用するための基礎的素養を持
つ。

◎

（D）エンジニ
アリング問題
解決に応用す
るための機械
工学の知識を
持つ技術者

（D-1）材料力学と機械力学の知識
を持ち、それを問題解決に応用でき
る。

○ ○ ◎ ○

（D-2）熱および流体力学の知識を持
ち、それを問題解決に応用できる。 ○ ○ ◎ ○

（D-3）計測と制御の知識を持ち、そ
れを問題解決に応用できる。 ○ ○ ◎ ○

（D-4）材料、工作法、製図法および
機械設計の知識を持ち、それを問題
解決に応用できる。

○ ○ ◎ ○

（E）複合的な
エンジニアリ
ング問題を解
決する実務遂
行能力の素養
を身に付けた
技術者

（E-1）機械システムの振る舞いを観
察し、考察、評価できる。 ○ ○ ○ ○ ○

（E-2）機械装置と製造工程の開発、
設計、管理を行う基礎的素養を持
つ。（デザイン能力）

◎

（E-3）機械の設計、開発において情
報技術を有効に利用できる。 ○ ○ ○ ○ ○

（E-4）最新技術情報を収集、分析で
き、技術の変化に対応し、生涯にわ
たって自主的に学習する必要性を認
識し、取り組むことができる。

○ ◎

（E-5）チームのメンバー又はリー
ダーとして、スケジュール、資料、
資材などのリソースを管理して、課
題を完遂する姿勢を持つ。

○ ○ ○

（E-6）多様性のあるチームのメン
バー又はリーダーとして、問題の解
決やプロジェクトの中での自らの役
割と責任を理解できる。

○ ○ ○

機械工学科の学習・教育到達目標と大学で定める20の修得因子は互いに関連しています。

修得因子と機械工学科の学習・教育到達目標の関連性を以下の表で示します。
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機械工学科カリキュラム

区　分 分 野
第　 1　学　年 第　 2　学　年

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導 入 転 換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導 入 転 換
科 目工 学 へ の 関 心 エンジン解剖実習 1 機 械 工 学 通 論 2 工 学 へ の 関 心

総 合 教 養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 2 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総 合 教 養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2

海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2 異文化コミュニケーション 2
国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ 2 現 代 英 語 Ⅱ 2 英語コミュニケーションⅠ 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2

体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
海 外 研 修 1

工 学 基 礎
科 目 工 学 基 礎

微 分 2 積 分 2 線 形 代 数 2 確 率・ 統 計 2

工 学 基 礎 工 学 基 礎
科 目

物 理 学 概 論 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

基 礎 物 理 学 Ⅰ 2 物 理 学 実 験 2 生 命 科 学 2

基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2

化 学 実 験 2

基 礎 情 報 科 学 2

専 門 科 目

材料力学・機械力学 材 料 力 学 2 材 料 力 学A 2 機 械 力 学 2 機 械 力 学A 2 材料力学・機械力学

専 門 科 目

熱 ・ 流 体
熱 力 学 2 熱 力 学 A 2 流 れ 学 2 流 れ 学 A 2

熱 ・ 流 体
伝 熱 工 学 2

情 報・ 制 御
基礎機械情報工学 2 応用機械情報工学 2 計 測 工 学 2 メカトロニクス基礎 2 制 御 工 学 2

情 報・ 制 御
電気電子工学通論 2

材料・ 設計・
加 工

工 作 学 2 機 械 加 工 学 2 応 用 設 計 工 学 2 機 械 材 料 工 学 2 機 械 設 計 技 法 2
材料・ 設計・
加 工基 礎 設 計 工 学 2 CAD設 計 製 図 2 機 械 工 作 実 習 1

基 礎 設 計 製 図 2

自 動 車 工 学

電気電子工学概論 2 基礎自動車工学 2 潤 滑 工 学 2 自動車エンジン 2 自 動 車 構 造 Ⅰ 2 自 動 車 構 造 Ⅱ 2

自 動 車 工 学
電 子 回 路 工 学 2 自動車測定検査概論 2 カーエレクトロニクス 2 自 動 車 法 規 2

自 動 車 検 査 2 自 動 車 工 学 2

自 動 車 整 備 実 習 6

総 合 工 学

機械工学演習Ⅰ 2 機械工学実験Ⅰ 1 機械工学実験Ⅱ 1 プロジェクトⅢ 2 技術マネジメント概論 2

総 合 工 学
プロジェクトⅠ 2 学 外 研 修 1 機械工学演習Ⅱ 2 卒 業 研 究 6

プロジェクトⅡ 2

機械工学統合演習 2

プロジェクト実習 1

原 子 力 工 学 原子力エネルギー 2 放 射 線 の 利 用 2 原子力体感研修 2 原子燃料サイクル・安全工学 2 原 子 力 工 学

特 別 専 攻
科 目 特 別 専 攻

解 析 I 2 解 析 Ⅱ 2 解 析 Ⅲ 特別専攻ゼミナールⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2

特 別 専 攻 特 別 専 攻
科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅢ 2

特別専攻ゼミナールⅠ 2

進級要件　総計25単位以上（必修 7 単位以上）進級要件　総計60単位以上（必修22単位以上）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 1．科目名称の後の数字は単位数を示す。
注 2．総合教養科目から必修を含めて24単位以上修得すること。
　　   　　　　 は必修科目
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機械工学科カリキュラム

（令和 3年度入学生用）

第　 3　学　年 第　 4　学　年
分 野 区　分

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導 入 転 換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導 入 転 換
科 目工 学 へ の 関 心 エンジン解剖実習 1 機 械 工 学 通 論 2 工 学 へ の 関 心

総 合 教 養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 2 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総 合 教 養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2

海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2 異文化コミュニケーション 2
国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ 2 現 代 英 語 Ⅱ 2 英語コミュニケーションⅠ 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2

体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
海 外 研 修 1

工 学 基 礎
科 目 工 学 基 礎

微 分 2 積 分 2 線 形 代 数 2 確 率・ 統 計 2

工 学 基 礎 工 学 基 礎
科 目

物 理 学 概 論 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

基 礎 物 理 学 Ⅰ 2 物 理 学 実 験 2 生 命 科 学 2

基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2

化 学 実 験 2

基 礎 情 報 科 学 2

専 門 科 目

材料力学・機械力学 材 料 力 学 2 材 料 力 学A 2 機 械 力 学 2 機 械 力 学A 2 材料力学・機械力学

専 門 科 目

熱 ・ 流 体
熱 力 学 2 熱 力 学 A 2 流 れ 学 2 流 れ 学 A 2

熱 ・ 流 体
伝 熱 工 学 2

情 報・ 制 御
基礎機械情報工学 2 応用機械情報工学 2 計 測 工 学 2 メカトロニクス基礎 2 制 御 工 学 2

情 報・ 制 御
電気電子工学通論 2

材料・ 設計・
加 工

工 作 学 2 機 械 加 工 学 2 応 用 設 計 工 学 2 機 械 材 料 工 学 2 機 械 設 計 技 法 2
材料・ 設計・
加 工基 礎 設 計 工 学 2 CAD設 計 製 図 2 機 械 工 作 実 習 1

基 礎 設 計 製 図 2

自 動 車 工 学

電気電子工学概論 2 基礎自動車工学 2 潤 滑 工 学 2 自動車エンジン 2 自 動 車 構 造 Ⅰ 2 自 動 車 構 造 Ⅱ 2

自 動 車 工 学
電 子 回 路 工 学 2 自動車測定検査概論 2 カーエレクトロニクス 2 自 動 車 法 規 2

自 動 車 検 査 2 自 動 車 工 学 2

自 動 車 整 備 実 習 6

総 合 工 学

機械工学演習Ⅰ 2 機械工学実験Ⅰ 1 機械工学実験Ⅱ 1 プロジェクトⅢ 2 技術マネジメント概論 2

総 合 工 学
プロジェクトⅠ 2 学 外 研 修 1 機械工学演習Ⅱ 2 卒 業 研 究 6

プロジェクトⅡ 2

機械工学統合演習 2

プロジェクト実習 1

原 子 力 工 学 原子力エネルギー 2 放 射 線 の 利 用 2 原子力体感研修 2 原子燃料サイクル・安全工学 2 原 子 力 工 学

特 別 専 攻
科 目 特 別 専 攻

解 析 I 2 解 析 Ⅱ 2 解 析 Ⅲ 特別専攻ゼミナールⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2

特 別 専 攻 特 別 専 攻
科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅢ 2

進級要件　総計95単位以上（必修40単位以上） 卒業要件　総計124単位以上（必修61単位を含む）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 3．工学基礎科目から必修を含めて14単位以上修得すること。
注 4．専門科目から必修を含めて70単位以上修得すること。
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機械工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心
地 域 学 日 本 国 憲 法

①寛容な心
海 外 研 修

②感動する心
＊エンジン解剖実習 海 外 研 修 日 本 文 学 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心
海 外 文 学 学 外 研 修 ＊プロジェクト実習

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

③主体性歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学
化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ

④人間環境理解力
経 済 学 心 理 学 哲 学 日 本 国 憲 法 原子燃料サイクル・安全工学

④人間環境理解力地 域 学 海 外 文 学 生 命 科 学 原 子 力 体 感 研 修
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ
⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 心 理 学 学 外 研 修

海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 原子燃料サイクル・安全工学

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ＊ 機 械 工 学 通 論 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

ス ポ ー ツ 特 別 演 習

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ ＊ 機 械 工 作 実 習 原 子 力 体 感 研 修
＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 異文化コミュニケーション
学 外 研 修 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

⑨チームワーク力
＊エンジン解剖実習 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力体 育 学 海 外 研 修 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅠ 学 外 研 修

⑩リーダーシップ力
＊エンジン解剖実習 特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
学 外 研 修

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊エンジン解剖実習 経 済 学 心 理 学 確 率 ・ 統 計 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 地 域 学 日 本 文 学 生 命 科 学 特別専攻プロジェクトⅢ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図
＊ 微 分 ＊ 積 分 中 国 語 Ⅲ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ

⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計

⑫数量的スキル

物 理 学 概 論 ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ
基 礎 化 学 Ⅰ 物 理 学 実 験
化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ

＊基礎機械情報工学
解 析 Ⅰ

⑬情報リテラシー力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 通 論 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 流 れ 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力
基 礎 情 報 科 学 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 応 用 機 械 情 報 工 学 材 料 力 学 Ａ メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ

＊基礎機械情報工学 電 気 電 子 工 学 通 論 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ
＊ 基 礎 設 計 工 学 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト 実 習
＊ 基 礎 設 計 製 図 原 子 力 体 感 研 修

「＊」印は必修科目を表わす。



―  　　―55

第
1
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

機械工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心
地 域 学 日 本 国 憲 法

①寛容な心
海 外 研 修

②感動する心
＊エンジン解剖実習 海 外 研 修 日 本 文 学 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心
海 外 文 学 学 外 研 修 ＊プロジェクト実習

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

③主体性歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学
化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ

④人間環境理解力
経 済 学 心 理 学 哲 学 日 本 国 憲 法 原子燃料サイクル・安全工学

④人間環境理解力地 域 学 海 外 文 学 生 命 科 学 原 子 力 体 感 研 修
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ
⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 心 理 学 学 外 研 修

海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 原子燃料サイクル・安全工学

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ＊ 機 械 工 学 通 論 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

ス ポ ー ツ 特 別 演 習

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ ＊ 機 械 工 作 実 習 原 子 力 体 感 研 修
＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 異文化コミュニケーション
学 外 研 修 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

⑨チームワーク力
＊エンジン解剖実習 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力体 育 学 海 外 研 修 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅠ 学 外 研 修

⑩リーダーシップ力
＊エンジン解剖実習 特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
学 外 研 修

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊エンジン解剖実習 経 済 学 心 理 学 確 率 ・ 統 計 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 地 域 学 日 本 文 学 生 命 科 学 特別専攻プロジェクトⅢ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図
＊ 微 分 ＊ 積 分 中 国 語 Ⅲ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ

⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計

⑫数量的スキル

物 理 学 概 論 ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ
基 礎 化 学 Ⅰ 物 理 学 実 験
化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ

＊基礎機械情報工学
解 析 Ⅰ

⑬情報リテラシー力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 通 論 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 流 れ 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力
基 礎 情 報 科 学 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 応 用 機 械 情 報 工 学 材 料 力 学 Ａ メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ

＊基礎機械情報工学 電 気 電 子 工 学 通 論 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ
＊ 基 礎 設 計 工 学 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト 実 習
＊ 基 礎 設 計 製 図 原 子 力 体 感 研 修
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修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑭論理的思考力

＊エンジン解剖実習 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

歴 史 ＊ 積 分 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
＊ 微 分 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 伝 熱 工 学 制 御 工 学
物 理 学 概 論 物 理 学 実 験 実 践 日 本 語 表 現 材 料 力 学 Ａ メカトロニクス基礎 自 動 車 エ ン ジ ン ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 熱 力 学 Ａ ＊ 機 械 材 料 工 学 自動車測定検査概論 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 工 作 学 現 代 物 理 学 概 論 ＊ 計 測 工 学 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 材 料 力 学 応 用 設 計 工 学 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論

＊ 熱 力 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 電 子 回 路 工 学 機 械 工 学 統 合 演 習
応 用 機 械 情 報 工 学 基 礎 自 動 車 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習
機 械 加 工 学 電 気 電 子 工 学 概 論 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 基 礎 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ
＊ 基 礎 設 計 製 図 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ

特別専攻プロジェクトⅡ

⑮問題解決力

＊エンジン解剖実習 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 機 械 力 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

＊ 微 分 海 外 研 修 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 ＊ 流 れ 学 機 械 力 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 材 料 力 学 Ａ ＊ 伝 熱 工 学 流 れ 学 Ａ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 材 料 力 学 熱 力 学 Ａ メカトロニクス基礎 制 御 工 学 ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 熱 力 学 ＊ 計 測 工 学 ＊ 機 械 材 料 工 学 自 動 車 エ ン ジ ン 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規

＊ 工 作 学 応 用 機 械 情 報 工 学 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 作 実 習 自動車測定検査概論 カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
特別専攻プロジェクトⅠ 機 械 加 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論

＊ 基 礎 設 計 工 学 基 礎 自 動 車 工 学 電 子 回 路 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ
＊ 基 礎 設 計 製 図 電 気 電 子 工 学 概 論 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 機 械 工 学 統 合 演 習

＊ 機 械 工 学 演 習 ＊プロジェクト実習
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅡ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊エンジン解剖実習 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

物 理 学 概 論 物 理 学 実 験 ＊ 材 料 力 学 生 命 科 学 ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 熱 力 学 材 料 力 学 Ａ ＊ 伝 熱 工 学 制 御 工 学
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 工 作 学 応 用 機 械 情 報 工 学 熱 力 学 Ａ メカトロニクス基礎 自 動 車 エ ン ジ ン ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
化 学 実 験 電 気 電 子 工 学 通 論 ＊ 計 測 工 学 ＊ 機 械 材 料 工 学 自動車測定検査概論 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規

機 械 加 工 学 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
＊ 基 礎 設 計 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論
＊ 基 礎 設 計 製 図 基 礎 自 動 車 工 学 電 子 回 路 工 学 機 械 工 学 統 合 演 習

電 気 電 子 工 学 概 論 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習
＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅡ 特別専攻ゼミナールⅢ
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ
特別専攻ゼミナールⅠ

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊エンジン解剖実習 ＊ 工 作 学 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 材 料 力 学 材 料 力 学 Ａ ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
＊ 熱 力 学 熱 力 学 Ａ ＊ 伝 熱 工 学 制 御 工 学
応 用 機 械 情 報 工 学 ＊ 計 測 工 学 メカトロニクス基礎 自 動 車 エ ン ジ ン ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
電 気 電 子 工 学 通 論 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 材 料 工 学 自動車測定検査概論 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規
機 械 加 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
＊ 基 礎 設 計 工 学 基 礎 自 動 車 工 学 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論
＊ 基 礎 設 計 製 図 電 子 回 路 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 機 械 工 学 統 合 演 習
電 気 電 子 工 学 概 論 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅡ ＊プロジェクト実習

＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅢ
特別専攻ゼミナールⅠ

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 原 子 力 体 感 研 修
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ
物 理 学 概 論 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数
化 学 実 験 物 理 学 実 験 ＊ 基 礎 設 計 工 学

基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 基 礎 設 計 製 図

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ⑲市民としての社会的
責任感

⑳異文化理解力

＊エンジン解剖実習 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑳異文化理解力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 ＊ 機 械 工 作 実 習
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 学 外 研 修 異文化コミュニケーション
物 理 学 概 論 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

機械工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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⑭論理的思考力

＊エンジン解剖実習 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

歴 史 ＊ 積 分 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
＊ 微 分 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 伝 熱 工 学 制 御 工 学
物 理 学 概 論 物 理 学 実 験 実 践 日 本 語 表 現 材 料 力 学 Ａ メカトロニクス基礎 自 動 車 エ ン ジ ン ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 熱 力 学 Ａ ＊ 機 械 材 料 工 学 自動車測定検査概論 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 工 作 学 現 代 物 理 学 概 論 ＊ 計 測 工 学 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 材 料 力 学 応 用 設 計 工 学 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論

＊ 熱 力 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 電 子 回 路 工 学 機 械 工 学 統 合 演 習
応 用 機 械 情 報 工 学 基 礎 自 動 車 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習
機 械 加 工 学 電 気 電 子 工 学 概 論 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 基 礎 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ
＊ 基 礎 設 計 製 図 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ

特別専攻プロジェクトⅡ

⑮問題解決力

＊エンジン解剖実習 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 機 械 力 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

＊ 微 分 海 外 研 修 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 ＊ 流 れ 学 機 械 力 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 材 料 力 学 Ａ ＊ 伝 熱 工 学 流 れ 学 Ａ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 材 料 力 学 熱 力 学 Ａ メカトロニクス基礎 制 御 工 学 ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 熱 力 学 ＊ 計 測 工 学 ＊ 機 械 材 料 工 学 自 動 車 エ ン ジ ン 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規

＊ 工 作 学 応 用 機 械 情 報 工 学 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 作 実 習 自動車測定検査概論 カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
特別専攻プロジェクトⅠ 機 械 加 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論

＊ 基 礎 設 計 工 学 基 礎 自 動 車 工 学 電 子 回 路 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ
＊ 基 礎 設 計 製 図 電 気 電 子 工 学 概 論 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 機 械 工 学 統 合 演 習

＊ 機 械 工 学 演 習 ＊プロジェクト実習
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅡ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊エンジン解剖実習 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

物 理 学 概 論 物 理 学 実 験 ＊ 材 料 力 学 生 命 科 学 ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 熱 力 学 材 料 力 学 Ａ ＊ 伝 熱 工 学 制 御 工 学
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 工 作 学 応 用 機 械 情 報 工 学 熱 力 学 Ａ メカトロニクス基礎 自 動 車 エ ン ジ ン ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
化 学 実 験 電 気 電 子 工 学 通 論 ＊ 計 測 工 学 ＊ 機 械 材 料 工 学 自動車測定検査概論 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規

機 械 加 工 学 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
＊ 基 礎 設 計 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論
＊ 基 礎 設 計 製 図 基 礎 自 動 車 工 学 電 子 回 路 工 学 機 械 工 学 統 合 演 習

電 気 電 子 工 学 概 論 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習
＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅡ 特別専攻ゼミナールⅢ
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ
特別専攻ゼミナールⅠ

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊エンジン解剖実習 ＊ 工 作 学 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 材 料 力 学 材 料 力 学 Ａ ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ 自 動 車 整 備 実 習
＊ 熱 力 学 熱 力 学 Ａ ＊ 伝 熱 工 学 制 御 工 学
応 用 機 械 情 報 工 学 ＊ 計 測 工 学 メカトロニクス基礎 自 動 車 エ ン ジ ン ＊ 機 械 設 計 技 法 自 動 車 構 造 Ⅱ
電 気 電 子 工 学 通 論 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 材 料 工 学 自動車測定検査概論 自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 法 規
機 械 加 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学
＊ 基 礎 設 計 工 学 基 礎 自 動 車 工 学 潤 滑 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ 自 動 車 検 査 技術マネジメント概論
＊ 基 礎 設 計 製 図 電 子 回 路 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 機 械 工 学 統 合 演 習
電 気 電 子 工 学 概 論 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅡ ＊プロジェクト実習

＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅢ
特別専攻ゼミナールⅠ

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 原 子 力 体 感 研 修
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ
物 理 学 概 論 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数
化 学 実 験 物 理 学 実 験 ＊ 基 礎 設 計 工 学

基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 基 礎 設 計 製 図

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ⑲市民としての社会的
責任感

⑳異文化理解力

＊エンジン解剖実習 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

⑳異文化理解力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 ＊ 機 械 工 作 実 習
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 学 外 研 修 異文化コミュニケーション
物 理 学 概 論 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

機械工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）



―  　　―58

機械工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－１

目　

標　

Ａ

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 原 子 力 体 感 研 修 異文化コミュニケーション 原子燃料サイクル・安全工学
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 主題別ゼミナールⅢ
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学
化 学 実 験 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ

原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用

Ａ－２
＊ 機 械 工 学 通 論 日 本 文 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 原子燃料サイクル・安全工学

Ａ－２
海 外 文 学

Ａ－３

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ａ－３
＊ 機 械 工 学 通 論 放 射 線 の 利 用 特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修 原子燃料サイクル・安全工学
地 域 学 特別専攻プロジェクトⅢ
海 外 研 修
原 子 力 エ ネ ル ギ ー
特別専攻プロジェクトⅠ

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１
＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

基 礎 情 報 科 学 解 析 Ⅰ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ

Ｂ－２
物 理 学 概 論 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論

Ｂ－２基 礎 物 理 学 Ⅰ 物 理 学 実 験 電 気 電 子 工 学 通 論

Ｂ－３ ＊基礎機械情報工学 ＊ 卒 業 研 究 Ｂ－３

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１

体 育 学 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１ 目　

標　

Ｃ

ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学
主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ

＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 原 子 力 体 感 研 修

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

Ｃ－２
海 外 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１
＊ 材 料 力 学 材 料 力 学 Ａ ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ
機 械 工 学 統 合 演 習

Ｄ－２
＊ 熱 力 学 熱 力 学 Ａ ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ

Ｄ－２＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ ＊ 伝 熱 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ
機 械 工 学 統 合 演 習

Ｄ－３
応 用 機 械 情 報 工 学 ＊ 計 測 工 学 メカトロニクス基礎 制 御 工 学

Ｄ－３機 械 工 学 統 合 演 習
＊プロジェクト実習

Ｄ－４
＊エンジン解剖実習 ＊ 工 作 学 機 械 加 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 材 料 工 学 機 械 工 学 統 合 演 習 ＊ 機 械 設 計 技 法

Ｄ－４
＊ 基 礎 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 作 実 習

「＊」印は必修科目を表わす。
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機械工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－１

目　

標　

Ａ

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 原 子 力 体 感 研 修 異文化コミュニケーション 原子燃料サイクル・安全工学
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 主題別ゼミナールⅢ
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学
化 学 実 験 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ

原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用

Ａ－２
＊ 機 械 工 学 通 論 日 本 文 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 原子燃料サイクル・安全工学

Ａ－２
海 外 文 学

Ａ－３

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ａ－３
＊ 機 械 工 学 通 論 放 射 線 の 利 用 特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修 原子燃料サイクル・安全工学
地 域 学 特別専攻プロジェクトⅢ
海 外 研 修
原 子 力 エ ネ ル ギ ー
特別専攻プロジェクトⅠ

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１
＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

基 礎 情 報 科 学 解 析 Ⅰ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ

Ｂ－２
物 理 学 概 論 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論

Ｂ－２基 礎 物 理 学 Ⅰ 物 理 学 実 験 電 気 電 子 工 学 通 論

Ｂ－３ ＊基礎機械情報工学 ＊ 卒 業 研 究 Ｂ－３

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１

体 育 学 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１ 目　

標　

Ｃ

ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学
主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ

＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ 原 子 力 体 感 研 修

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

Ｃ－２
海 外 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１
＊ 材 料 力 学 材 料 力 学 Ａ ＊ 機 械 力 学 機 械 力 学 Ａ

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ
機 械 工 学 統 合 演 習

Ｄ－２
＊ 熱 力 学 熱 力 学 Ａ ＊ 流 れ 学 流 れ 学 Ａ

Ｄ－２＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅰ ＊ 伝 熱 工 学 ＊ 機 械 工 学 演 習 Ⅱ
機 械 工 学 統 合 演 習

Ｄ－３
応 用 機 械 情 報 工 学 ＊ 計 測 工 学 メカトロニクス基礎 制 御 工 学

Ｄ－３機 械 工 学 統 合 演 習
＊プロジェクト実習

Ｄ－４
＊エンジン解剖実習 ＊ 工 作 学 機 械 加 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 材 料 工 学 機 械 工 学 統 合 演 習 ＊ 機 械 設 計 技 法

Ｄ－４
＊ 基 礎 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 作 実 習
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機械工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｅ

Ｅ－１
＊エンジン解剖実習 ＊ 基 礎 設 計 工 学 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊プロジェクト実習

Ｅ－２
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２
技術マネジメント概論

Ｅ－３
応 用 機 械 情 報 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ

Ｅ－３
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ

Ｅ－４

＊ 機 械 工 学 通 論 ＊ 基 礎 設 計 製 図 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅡ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－４
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻ゼミナールⅠ 原 子 力 体 感 研 修

＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ
特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－５

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 基 礎 設 計 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－５
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 作 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習
特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修 ＊ 機 械 設 計 技 法

特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－６

＊エンジン解剖実習 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－６
特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習

学 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

目　

標　

Ｆ

Ｆ－１

電 気 電 子 工 学 概 論 基 礎 自 動 車 工 学 潤 滑 工 学 自 動 車 エ ン ジ ン 自 動 車 整 備 実 習

Ｆ－１ 目　

標　

Ｆ

電 子 回 路 工 学 自動車測定検査概論
自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 構 造 Ⅱ
カーエレクトロニクス 自 動 車 法 規
自 動 車 検 査 自 動 車 工 学

Ｆ－２
自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 構 造 Ⅱ

Ｆ－２
カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学

「＊」印は必修科目を表わす。
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機械工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｅ

Ｅ－１
＊エンジン解剖実習 ＊ 基 礎 設 計 工 学 応 用 設 計 工 学 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊プロジェクト実習

Ｅ－２
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊プロジェクト実習 ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２
技術マネジメント概論

Ｅ－３
応 用 機 械 情 報 工 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ

Ｅ－３
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ

Ｅ－４

＊ 機 械 工 学 通 論 ＊ 基 礎 設 計 製 図 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅡ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－４
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻ゼミナールⅠ 原 子 力 体 感 研 修

＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ
特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－５

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 基 礎 設 計 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 設 計 製 図 ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－５
＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 作 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習
特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修 ＊ 機 械 設 計 技 法

特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－６

＊エンジン解剖実習 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ＊ 機 械 工 作 実 習 ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－６
特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ＊プロジェクト実習

学 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

目　

標　

Ｆ

Ｆ－１

電 気 電 子 工 学 概 論 基 礎 自 動 車 工 学 潤 滑 工 学 自 動 車 エ ン ジ ン 自 動 車 整 備 実 習

Ｆ－１ 目　

標　

Ｆ

電 子 回 路 工 学 自動車測定検査概論
自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 構 造 Ⅱ
カーエレクトロニクス 自 動 車 法 規
自 動 車 検 査 自 動 車 工 学

Ｆ－２
自 動 車 構 造 Ⅰ 自 動 車 構 造 Ⅱ

Ｆ－２
カーエレクトロニクス 自 動 車 工 学



―  　　―62

機械工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標 F
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
キャリアデザインⅠ 第 1学年通年 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○
キャリアデザインⅡ 第 2学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎
キャリアデザインⅢ 第 3学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
エンジン解剖実習 第 1学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
機械工学通論 第 1学年後期 必修 ◎ ○ ○ ◎ ○
心理学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
哲学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○
職業倫理 第 3学年前期 必修 ◎ ◎ ○
日本文学 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○
海外文学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
日本国憲法 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○
歴史 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
経済学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
地域学 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎
日本語表現法 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎
実践日本語表現 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎
現代英語Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
現代英語Ⅱ 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅠ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅡ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語特別演習 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
中国語Ⅰ 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○
中国語Ⅱ 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○
中国語Ⅲ 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○
異文化コミュニケーション 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○
体育学 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ特別演習 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ健康学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅠ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅡ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅢ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○ ○
海外研修 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
微分 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
積分 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
線形代数 第 2学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
確率・統計 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
物理学概論 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
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機械工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標 F

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識
と倫理観を備え、地
域社会への関心をも
つとともに、地球的
視野を身に付けた人
材

専門分野の基盤とな
る基礎知識をもつと
ともに、これらを活
用して社会の発展に
貢献できる人材

コミュニケー
ション能力と
国際人として
の素養を身に
付けた人材

エンジニアリング問題解決
に応用するための機械工学
の知識を持つ技術者

複合的なエンジニアリング問題を解決する
実務遂行能力の素養を身に付けた技術者

自動車整備士
としての実務
遂行能力の素
養を身に付け
た技術者
※自動車工学
コースのみ

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 F-1 F-2
自
然
、
環
境
、
社
会
、
人
間
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
基
礎
知
識
と
関
心
を
持

つ 技
術
者
と
し
て
の
活
動
が
社
会
、
衛
生
、
安
全
、
法
及
び
文
化
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
、
知
識
と
責
任
感
を
持
つ

地
域
社
会
へ
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、
社
会
に
貢

献
で
き
る

数
学
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
工
学
に
応
用
で
き
る

物
理
学
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
工
学
に
応
用
で
き
る

情
報
技
術
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
技
術
者
の
実
務
に
応
用
で
き

る 複
合
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
活
動
に
関
し
て
、
技
術
文
書
の
作
成
に
必
要

な
日
本
語
に
よ
る
記
述
力
と
、
専
門
分
野
の
異
な
る
相
手
に
対
し
て
技
術
的

な
説
明
を
し
た
際
、
理
解
を
得
ら
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ

英
語
の
文
書
を
機
械
技
術
者
の
実
務
に
利
用
す
る
た
め
の
基
礎
的
素
養
を
持

つ 材
料
力
学
と
機
械
力
学
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

熱
お
よ
び
流
体
力
学
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

計
測
と
制
御
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

材
料
、
工
作
法
、
製
図
法
お
よ
び
機
械
設
計
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題

解
決
に
応
用
で
き
る

機
械
シ
ス
テ
ム
の
振
る
舞
い
を
観
察
し
、
考
察
、
評
価
で
き
る

機
械
装
置
と
製
造
工
程
の
開
発
、
設
計
、
管
理
を
行
う
基
礎
的
素
養
を
持
つ

機
械
の
設
計
、
開
発
に
お
い
て
情
報
技
術
を
有
効
に
利
用
で
き
る

最
新
技
術
情
報
を
収
集
、
分
析
で
き
、
技
術
の
変
化
に
対
応
し
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
主
的
に
学
習
す
る
必
要
性
を
認
識
し
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
又
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
資
料
、
資

材
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
管
理
し
て
、
課
題
を
完
遂
す
る
姿
勢
を
持
つ

多
様
性
の
あ
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
又
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
問
題
の
解
決

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
の
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
理
解
で
き
る

二
級
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
整
備
士
と
し
て
の
自
動
車
の
構
造
お
よ
び
整
備
に
関

す
る
知
識
を
持
ち
、
自
動
車
整
備
の
実
務
を
遂
行
で
き
る

高
度
化
す
る
自
動
車
技
術
の
進
展
に
対
応
し
、
自
動
車
整
備
の
実
務
に
応
用

で
き
る

◎ ○
○ ◎
○ ○ ◎

○ ○ ○
○ ◎ ○

◎
○

○
○
○
○

◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎

○
○
○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

○ ◎
◎
◎
◎
◎

◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標 F
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
基礎物理学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎物理学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
現代物理学概論 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
応用物理学概論 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
物理学実験 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○
基礎化学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○
化学実験 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
生命科学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○
基礎情報科学 第 1学年前期 選択 ◎ ◎
材料力学 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
材料力学A 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
機械力学 第 3学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
機械力学A 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
熱力学 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
熱力学A 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
流れ学 第 3学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
流れ学A 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
伝熱工学 第 3学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎機械情報工学 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ◎
応用機械情報工学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
計測工学 第 2学年後期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
メカトロ二クス基礎 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
電気電子工学通論 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎
制御工学 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
機械材料工学 第 3学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
工作学 第 1学年後期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
機械加工学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
機械工作実習 第 3学年前期 必修 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
基礎設計工学 第 2学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
応用設計工学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎設計製図 第 2学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
CAD設計製図 第 2学年後期 必修 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
機械設計技法 第 4学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
基礎自動車工学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
潤滑工学 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
自動車エンジン 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎

機械工学科カリキュラム・マップ
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標 F

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識
と倫理観を備え、地
域社会への関心をも
つとともに、地球的
視野を身に付けた人
材

専門分野の基盤とな
る基礎知識をもつと
ともに、これらを活
用して社会の発展に
貢献できる人材

コミュニケー
ション能力と
国際人として
の素養を身に
付けた人材

エンジニアリング問題解決
に応用するための機械工学
の知識を持つ技術者

複合的なエンジニアリング問題を解決する
実務遂行能力の素養を身に付けた技術者

自動車整備士
としての実務
遂行能力の素
養を身に付け
た技術者
※自動車工学
コースのみ

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 F-1 F-2
自
然
、
環
境
、
社
会
、
人
間
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
基
礎
知
識
と
関
心
を
持

つ 技
術
者
と
し
て
の
活
動
が
社
会
、
衛
生
、
安
全
、
法
及
び
文
化
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
、
知
識
と
責
任
感
を
持
つ

地
域
社
会
へ
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、
社
会
に
貢

献
で
き
る

数
学
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
工
学
に
応
用
で
き
る

物
理
学
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
工
学
に
応
用
で
き
る

情
報
技
術
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
技
術
者
の
実
務
に
応
用
で
き

る 複
合
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
活
動
に
関
し
て
、
技
術
文
書
の
作
成
に
必
要

な
日
本
語
に
よ
る
記
述
力
と
、
専
門
分
野
の
異
な
る
相
手
に
対
し
て
技
術
的

な
説
明
を
し
た
際
、
理
解
を
得
ら
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ

英
語
の
文
書
を
機
械
技
術
者
の
実
務
に
利
用
す
る
た
め
の
基
礎
的
素
養
を
持

つ 材
料
力
学
と
機
械
力
学
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

熱
お
よ
び
流
体
力
学
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

計
測
と
制
御
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

材
料
、
工
作
法
、
製
図
法
お
よ
び
機
械
設
計
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題

解
決
に
応
用
で
き
る

機
械
シ
ス
テ
ム
の
振
る
舞
い
を
観
察
し
、
考
察
、
評
価
で
き
る

機
械
装
置
と
製
造
工
程
の
開
発
、
設
計
、
管
理
を
行
う
基
礎
的
素
養
を
持
つ

機
械
の
設
計
、
開
発
に
お
い
て
情
報
技
術
を
有
効
に
利
用
で
き
る

最
新
技
術
情
報
を
収
集
、
分
析
で
き
、
技
術
の
変
化
に
対
応
し
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
主
的
に
学
習
す
る
必
要
性
を
認
識
し
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
又
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
資
料
、
資

材
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
管
理
し
て
、
課
題
を
完
遂
す
る
姿
勢
を
持
つ

多
様
性
の
あ
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
又
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
問
題
の
解
決

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
の
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
理
解
で
き
る

二
級
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
整
備
士
と
し
て
の
自
動
車
の
構
造
お
よ
び
整
備
に
関

す
る
知
識
を
持
ち
、
自
動
車
整
備
の
実
務
を
遂
行
で
き
る

高
度
化
す
る
自
動
車
技
術
の
進
展
に
対
応
し
、
自
動
車
整
備
の
実
務
に
応
用

で
き
る

◎
◎
◎
◎
◎

○

◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎ ◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎

○ ◎ ○ ○ ○
◎
◎

◎ ○ ○
◎ ○ ○
◎ ○

◎
◎
◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標 F
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
自動車測定検査概論 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
自動車構造Ⅰ 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
自動車構造Ⅱ 第 4学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
自動車法規 第 4学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
自動車工学 第 4学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
電気電子工学概論 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
電子回路工学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
カーエレクトロニクス 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
自動車検査 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
自動車整備実習 第 4学年通年 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
機械工学実験Ⅰ 第 3学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
機械工学実験Ⅱ 第 3学年後期 必修 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
機械工学演習Ⅰ 第 2学年後期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
機械工学演習Ⅱ 第 3学年後期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
技術マネジメント概論 第 4学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
プロジェクトⅠ 第 2学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
プロジェクトⅡ 第 3学年後期 必修 ◎ ◎ ○ ○
プロジェクトⅢ 第 4学年前期 必修 ◎ ○ ◎ ○ ○
機械工学統合演習 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
プロジェクト実習 第 3学年後期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
学外研修 第 3学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
卒業研究 第 4学年通年 必修 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
原子力エネルギー 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○
放射線の利用 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○
原子力体感研修 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原子燃料サイクル・安全工学 第 4学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○
解析Ⅰ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎
解析Ⅱ 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
解析Ⅲ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅠ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅡ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅢ 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅠ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅡ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅢ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎

機械工学科カリキュラム・マップ
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標 F

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識
と倫理観を備え、地
域社会への関心をも
つとともに、地球的
視野を身に付けた人
材

専門分野の基盤とな
る基礎知識をもつと
ともに、これらを活
用して社会の発展に
貢献できる人材

コミュニケー
ション能力と
国際人として
の素養を身に
付けた人材

エンジニアリング問題解決
に応用するための機械工学
の知識を持つ技術者

複合的なエンジニアリング問題を解決する
実務遂行能力の素養を身に付けた技術者

自動車整備士
としての実務
遂行能力の素
養を身に付け
た技術者
※自動車工学
コースのみ

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 F-1 F-2
自
然
、
環
境
、
社
会
、
人
間
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
基
礎
知
識
と
関
心
を
持

つ 技
術
者
と
し
て
の
活
動
が
社
会
、
衛
生
、
安
全
、
法
及
び
文
化
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
、
知
識
と
責
任
感
を
持
つ

地
域
社
会
へ
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、
社
会
に
貢

献
で
き
る

数
学
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
工
学
に
応
用
で
き
る

物
理
学
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
工
学
に
応
用
で
き
る

情
報
技
術
の
基
礎
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
機
械
技
術
者
の
実
務
に
応
用
で
き

る 複
合
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
活
動
に
関
し
て
、
技
術
文
書
の
作
成
に
必
要

な
日
本
語
に
よ
る
記
述
力
と
、
専
門
分
野
の
異
な
る
相
手
に
対
し
て
技
術
的

な
説
明
を
し
た
際
、
理
解
を
得
ら
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ

英
語
の
文
書
を
機
械
技
術
者
の
実
務
に
利
用
す
る
た
め
の
基
礎
的
素
養
を
持

つ 材
料
力
学
と
機
械
力
学
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

熱
お
よ
び
流
体
力
学
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

計
測
と
制
御
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題
解
決
に
応
用
で
き
る

材
料
、
工
作
法
、
製
図
法
お
よ
び
機
械
設
計
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
問
題

解
決
に
応
用
で
き
る

機
械
シ
ス
テ
ム
の
振
る
舞
い
を
観
察
し
、
考
察
、
評
価
で
き
る

機
械
装
置
と
製
造
工
程
の
開
発
、
設
計
、
管
理
を
行
う
基
礎
的
素
養
を
持
つ

機
械
の
設
計
、
開
発
に
お
い
て
情
報
技
術
を
有
効
に
利
用
で
き
る

最
新
技
術
情
報
を
収
集
、
分
析
で
き
、
技
術
の
変
化
に
対
応
し
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
主
的
に
学
習
す
る
必
要
性
を
認
識
し
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
又
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
資
料
、
資

材
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
管
理
し
て
、
課
題
を
完
遂
す
る
姿
勢
を
持
つ

多
様
性
の
あ
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
又
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
問
題
の
解
決

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
の
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
理
解
で
き
る

二
級
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
整
備
士
と
し
て
の
自
動
車
の
構
造
お
よ
び
整
備
に
関

す
る
知
識
を
持
ち
、
自
動
車
整
備
の
実
務
を
遂
行
で
き
る

高
度
化
す
る
自
動
車
技
術
の
進
展
に
対
応
し
、
自
動
車
整
備
の
実
務
に
応
用

で
き
る

◎
○ ◎
○ ◎
◎
○ ◎
◎
◎
○ ◎
◎
◎

○ ◎ ○ ○ ○
○ ◎ ○ ○ ○

◎ ◎
◎ ◎

◎
○ ◎ ○ ○ ○

○ ○
○ ○

◎ ○ ○ ◎
○ ○ ◎ ○ ○

◎ ◎ ◎
○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○

◎
◎
◎

○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎

◎
◎
◎
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■電気電子工学科の教育目的

未来の産業構造と社会変革に対応するため、

電気電子工学科（以下、学科と記す）では、電

気電子工学の深い知識と幅広い教養、俯瞰的視

野ならびに倫理観を有し、豊かな人間性と総合

的な判断力、問題解決・応用展開能力、構想力、

自己表現力、協働性を備え、地域社会への関心

と国際的視野を持った技術者を育成することを

目的としています。

学科のカリキュラムは、上記の目的を達成す

るために構成されています。ただし、電気電子

技術分野の内容は非常に幅広いので専門性に準

じて「電気エネルギーシステム系」、「情報・通

信・メディア系」、「電子デバイス・システム制御

系」の 3つの分野に分類しています。

学科の
カリキュラム

電気エネルギーシステム系

情報・通信・メディア系

電子デバイス・システム制御系

■コース制について

学生が希望する学習内容が多様化しているた

め、学科ではカリキュラムの中に「電気エネル

ギーコース」と「電子通信制御コース」の 2 つ

のコースを設置しています。どちらのコースに進

んでも、前述の 3 つの系を学習できます。

●電気エネルギーコース

電気の特徴は電気エネルギーを遠隔地へ大

量に送り出せること。発電から始まり電気を消

費者に届けるまでシステム的に扱える技術者を

育成することを目的としたコースです。教育の内

容は、電力の発生・送電・配電から始まりパワー

エレクトロニクスなどの応用分野に至る電気エ

ネルギーシステム系を中心とした科目で構成さ

れています。本学科は電気主任技術者（一種・

二種・三種）の国家資格認定校のため、本コー

2 ．12．2 電気電子工学科の学習・教育到達目標と教育課程 スで示した科目の単位を修得し、卒業後実務経

験を経て、免状交付申請資格が得られます。ま

た、本コースで示した科目の単位を修得して卒

業した場合に、第二種電気工事士の筆記試験が

免除となります。

●電子通信制御コース

電気信号はいつでも・どこでも・だれとでも

情報を交換できる現代の主役。それを使いこな

し発展の担い手となる技術者を育成します。教

育の内容は、半導体、電子回路、情報通信など

情報・通信・メディア系および電子デバイス・シ

ステム制御系を中心とした科目で構成されてい

ます。本コースで示した科目の単位を修得して卒

業した場合、電気通信主任技術者の一部試験が

免除となる利点があります。また、本コースで示

した科目の単位を修得して卒業した場合、申請

により第一級陸上特殊無線技士および第二級海

上特殊無線技士の資格が与えられます。 
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■学科で育成する技術者像

学科では、学習・教育目的で挙げたように次に示す育成すべき技術者像を定めています。

未来の産業構造と社会変革に対応するため、電気電子工学の深い知識と幅広い教養、俯瞰的視野

ならびに倫理観を有し、豊かな人間性と総合的な判断力、問題解決・応用展開能力、構想力、自

己表現力、協働性を備え、地域社会への関心と国際的視野を持った技術者

■学習・教育到達目標（ディプロマ・ポリシー）

学科では、学習・教育到達目標を以下の様に設定しています。

（A） 社会人としての良識と倫理観を備え、地域社会への関心を持つとともに、地球的視野を身につけ
た人材

（A-1） 社会観、経済観、歴史観、健康管理意識など、技術者としての教養と思考力を備え、地球的視野
に立って行動できる。

（A-2） 技術者としての良識および倫理観を備え、自立した技術者として責任ある判断と行動ができる。

（A-3） 地域の産業に関心を持ち、地域社会が抱える技術課題の解決に向けた取り組みができる。

（B） 専門分野の基盤となる基礎知識を持つとともに、これらを活用して社会の発展に貢献できる人材

（B-1） 電気電子工学分野における技術者として必要な基礎数学力を身につけ応用できる。

（B-2） 基礎的な物理法則や化学法則を理解しており、自然科学的な知識を有し、課題の解決に向け応用
できる。

（B-3） 情報技術に関する基礎知識を身につけ、社会活動において必要なワードプロセッサの操作能力、
表計算処理能力さらにはプレゼンテーション資料の作成能力などコンピュータ情報機器の基本的
な操作ができる。

（C） コミュニケーション能力と、国際人としての素養を身につけた人材

（C-1） 社会的および技術的に通用する技術報告書、業務日誌などの日本語文書を作成できる。また、与
えられた課題について議論を行え、さらに課題解決・提案・報告などのプレゼンテーションがで
きる。

（C-2） 英語による基礎的なコミュニケーション能力を有し、かつ英語による製品仕様書、機器取扱説明
書あるいは技術資料などの読解ができる。また、その語学力を基盤として、国際交流・協調に活
かすことができる。

（C-3） 電気電子工学分野に関わる国内外の動向に関心を持ち、また、国際的視野に立って技術課題の解
決に向けた取り組みができる。

（D） 専門分野における知識を身につけ、課題の解決に向け応用できる人材

（D-1） 電気電子工学分野における技術者として備えるべき基礎知識を有し、課題の解決に向け応用できる。

（D-2） 電気電子工学に関連する専門知識を有し、課題の解決に向け応用できる。

（E） 課題を発見し、業務を計画・遂行できる能力を身につけた人材

（E-1） 業務デザイン能力を備え、与えられた課題あるいは社会の要求に対して業務を計画・遂行し、課
題の解決に向け応用できる。また、複数の技術者とチームを組んで積極的に協議し、リーダーも
しくはメンバーとしての役割分担を通して、協働の中で役割を果たして問題解決を図ることがで
きる。

（E-2） 取り組む技術課題に対して常に自主的、継続的に学習し、問題点を見つけ、改善を図るための一
連の行動ができる。

（E-3） 与えられた制約の下で、計画的に仕事を遂行することができる。
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■カリキュラム編成方針（カリキュラム・ポリシー）

学科では、学習・教育到達目標（ディプロマ・ポリシー）に掲げる資質・能力を備えた人材を育成する

ために、次のような教育課程編成・実施の方針を定めています。

1） 教育課程の骨格カリキュラムを、「導入転換科目」、「総合教養科目」、「工学基礎科目」、「専門科目」
で編成します。

2）

総合的な人間力を養成する教育を実施します。導入転換科目では、「工学への関心」の科目を通し
て電気電子工学分野への興味を喚起します。また、「キャリアデザイン」の科目を通して、大学生
活から卒業後の生涯に亘り、自分の目標を達成させるための手段や方法を身に付ける教育を実施し
ます。総合教養科目では「人間科学」、「国際コミュニケーション」、「体育科学」、「総合学際」の科
目群からなる幅広い教養科目を通して、社会人としての一般教養と技術者としての倫理観を養いま
す。

3）
専門分野の基礎原理を理解・修得するための教育を実施します。工学基礎科目では、数学、物理学、
化学、実験を含む「工学基礎」の科目群を通して、専門科目の学習に必要な工学の基礎力を養いま
す。

4）

専門分野の基礎原理を実践的に応用展開できる力をもたせる教育を実施します。高度な応用展開能
力を養うため、「専門基礎」の科目を根幹とし、「電気エネルギーシステム系」、「情報・通信・メディ
ア系」、「電子デバイス・システム制御系」の 3つの系に分類して構成された科目群を、講義、演習、
実験・実習および研修・研究を通して養成します。さらに各学年に配置した実験科目、さらには卒
業研究によって編成される一連の実験・実習プログラムによってデザイン能力を修得させる教育を
実施します。また、「原子力工学」の科目を通して、原子力に関する知識と技術を養います。

5） 地域社会とのつながりを重視した教育を実施します。先端技術工学、インターンシップあるいは学
外研修を通じて、最新の科学技術や地域の地域課題について考える力を養います。

6）
グローバルな視野で物事を考えることができる力を養成する教育を実施します。総合教養科目を中
心に、専門科目においてもそれぞれの分野においてグローバルな視点での授業を展開します。これ
により、グローバルな視野で物事を考えることができる素養を養成します。

■学習・教育方法

次の方法により教育を行います。

1）各科目群におけるきめ細かい履修指導

2）もの造り、実験、演習などにより、実践力を養う体験型教育

3）コンピュータネットワークおよび情報メディア機器を用いたわかりやすい教育

4）対話を重視したきめ細やかな教育

5）総合的な教育の場として卒業研究を重視し、地域に根ざした研究や先端的研究を遂行

6）資格取得支援科目による教育

7）学生による「授業評価」制度で、授業方法や内容など教育に関する要望を検討・実現
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電気電子工学科カリキュラム

区　分 分 野
第　 1　学　年 第　 2　学　年

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導 入 転 換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導 入 転 換
科 目工 学 へ の 関 心 　電気電子工学入門 ② 　電気電子工学概論 ② 工 学 へ の 関 心

総 合 教 養
科 目

人 間 科 学
□歴　　　　　史 2 □経　　済　　学 2 □心　　理　　学 2 □哲　　　　　学 2 　職　業　倫　理 ② □日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総 合 教 養
科 目

□地　　域　　学 2 □日　本　文　学 2

□海　外　文　学 2

国 際
コミュニケーション

■日本語表現法 2 ■実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション　現 代 英 語 Ⅰ ② 　現 代 英 語 Ⅱ ② ■英語コミュニケーションⅠ 2 ■英語コミュニケーションⅡ 2 ■英語特別演習 2

■中　国　語　Ⅰ 2 ■中　国　語　Ⅱ 2 ■ 中 国 語 Ⅲ 2 ■異文化コミュニケーション 2
体 育 科 学 ▽体　　育　　学 1 ▽スポーツ特別演習 1 ▽スポーツ健康学 1 体 育 科 学
総 合 学 際 ▽海　外　研　修 1 ▽主題別ゼミナールⅠ 2 ▽主題別ゼミナールⅡ 2 ▽主題別ゼミナールⅢ 2 総 合 学 際

工 学 基 礎
科 目 工 学 基 礎

　微　　　　　分 ② 　積　　　　　分 ② 　線　形　代　数 ② 　確 率 ・ 統 計 2

工 学 基 礎 工 学 基 礎
科 目

　物 理 学 概 論 2

　基礎物理学Ⅰ ② 　基礎物理学Ⅱ ② 　現代物理学概論 2 　応用物理学概論 2

　基 礎 化 学 Ⅰ 2 　基 礎 化 学 Ⅱ 2 　環境とエネルギー ② 　生　命　科　学 2

◇物 理 学 実 験 2 ◇化　学　実　験 2

専 門 科 目

専 門 基 礎

　基礎情報科学 ② 　電気回路入門 ② 　電気電子数学Ⅰ ② ★電気電子数学Ⅱ 2

専 門 基 礎

専 門 科 目

　電 磁 気 学 Ⅰ ② 　電 磁 気 学 Ⅱ ②

　電磁気学演習Ⅰ ② 　電磁気学演習Ⅱ ②

　電 気 回 路 Ⅰ ② 　電 気 回 路 Ⅱ ②

　電気回路演習Ⅰ ② 　電気回路演習Ⅱ ②

　 ★電気電子工学総論Ⅰ 1 ★電気電子工学総論Ⅱ 1

電気エネルギー
シ ス テ ム 系

　 ★電力発生工学 2 ★電力輸送工学 2 ★電気機器工学 2 ★電気利用工学 2
電気エネルギー
シ ス テ ム 系★高 電 界 工 学 2 ★パワーエレクトロニクス 2 ★機械工学概論 2

★電気法規と電気施設管理 2

電子デバイス・
システム制御系

　電 子 回 路 Ⅰ ② ★電 子 回 路 Ⅱ 2 ★センサー応用工学 2
電子デバイス・
システム制御系　電気電子計測 ② ★電気電子材料工学 2 ★半 導 体 工 学 2

★制 御 工 学 Ⅰ 2 ★制 御 工 学 Ⅱ 2

情報・通信・
メ デ ィ ア 系

★コンピュータプログラミング 2 ★情報メディア工学 2 ★リモートセンシング概論 1
情報・ 通信・
メ デ ィ ア 系★ディジタル回路 2 ★情報通信工学Ⅰ 2 ★情報通信工学Ⅱ 2 ★電 磁 波 工 学 2

★通信ネットワーク工学 2 ★情報通信法規 2

実験・製図・
研 修・ 研 究

　創造工学実験 ② 　電気電子基礎実験 ② ◆電気エネルギーシステム実験 2 ◆電子情報システム実験 2 ★電気電子設計製図 2

実験・ 製図・
研 修・ 研 究

★機械工作実習 1 △インターンシップ 1 　卒　　　　業　　　　研　　　　究 ⑥

△学　外　研　修 1

　先端技術工学 ①

原 子 力 工 学 ★原子力エネルギー 2 ★放射線の利用 2 ★原子力体感研修 2 ★原子燃料サイクル・安全工学 2 原 子 力 工 学

特 別 専 攻
科 目 特 別 専 攻

☆解　　析　　Ⅰ 2 ☆解　　析　　Ⅱ 2 ☆解　　析　　Ⅲ 2

特 別 専 攻 特 別 専 攻
科 目☆特別専攻プロジェクトⅠ 2 ☆特別専攻プロジェクトⅡ 2 ☆特別専攻プロジェクトⅢ 2

☆特別専攻ゼミナールⅠ 2 ☆特別専攻ゼミナールⅡ 2 ☆特別専攻ゼミナールⅢ 2

進級要件　総計28単位以上（必修12単位以上） 進級要件　総計60単位以上（必修34単位以上）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 1．科目名称の後の数字は単位数を示す。○は必修科目、その他は選択科目を意味する。
　　   　　　　 　　　　 は必修科目　　　　　　　 は選択必修科目、その他は選択科目を意味する
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電気電子工学科カリキュラム

（令和 3年度入学生用）

第　 3　学　年 第　 4　学　年
分 野 区　分

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導 入 転 換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導 入 転 換
科 目工 学 へ の 関 心 　電気電子工学入門 ② 　電気電子工学概論 ② 工 学 へ の 関 心

総 合 教 養
科 目

人 間 科 学
□歴　　　　　史 2 □経　　済　　学 2 □心　　理　　学 2 □哲　　　　　学 2 　職　業　倫　理 ② □日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総 合 教 養
科 目

□地　　域　　学 2 □日　本　文　学 2

□海　外　文　学 2

国 際
コミュニケーション

■日本語表現法 2 ■実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション　現 代 英 語 Ⅰ ② 　現 代 英 語 Ⅱ ② ■英語コミュニケーションⅠ 2 ■英語コミュニケーションⅡ 2 ■英語特別演習 2

■中　国　語　Ⅰ 2 ■中　国　語　Ⅱ 2 ■ 中 国 語 Ⅲ 2 ■異文化コミュニケーション 2
体 育 科 学 ▽体　　育　　学 1 ▽スポーツ特別演習 1 ▽スポーツ健康学 1 体 育 科 学
総 合 学 際 ▽海　外　研　修 1 ▽主題別ゼミナールⅠ 2 ▽主題別ゼミナールⅡ 2 ▽主題別ゼミナールⅢ 2 総 合 学 際

工 学 基 礎
科 目 工 学 基 礎

　微　　　　　分 ② 　積　　　　　分 ② 　線　形　代　数 ② 　確 率 ・ 統 計 2

工 学 基 礎 工 学 基 礎
科 目

　物 理 学 概 論 2

　基礎物理学Ⅰ ② 　基礎物理学Ⅱ ② 　現代物理学概論 2 　応用物理学概論 2

　基 礎 化 学 Ⅰ 2 　基 礎 化 学 Ⅱ 2 　環境とエネルギー ② 　生　命　科　学 2

◇物 理 学 実 験 2 ◇化　学　実　験 2

専 門 科 目

専 門 基 礎

　基礎情報科学 ② 　電気回路入門 ② 　電気電子数学Ⅰ ② ★電気電子数学Ⅱ 2

専 門 基 礎

専 門 科 目

　電 磁 気 学 Ⅰ ② 　電 磁 気 学 Ⅱ ②

　電磁気学演習Ⅰ ② 　電磁気学演習Ⅱ ②

　電 気 回 路 Ⅰ ② 　電 気 回 路 Ⅱ ②

　電気回路演習Ⅰ ② 　電気回路演習Ⅱ ②

　 ★電気電子工学総論Ⅰ 1 ★電気電子工学総論Ⅱ 1

電気エネルギー
シ ス テ ム 系

　 ★電力発生工学 2 ★電力輸送工学 2 ★電気機器工学 2 ★電気利用工学 2
電気エネルギー
シ ス テ ム 系★高 電 界 工 学 2 ★パワーエレクトロニクス 2 ★機械工学概論 2

★電気法規と電気施設管理 2

電子デバイス・
システム制御系

　電 子 回 路 Ⅰ ② ★電 子 回 路 Ⅱ 2 ★センサー応用工学 2
電子デバイス・
システム制御系　電気電子計測 ② ★電気電子材料工学 2 ★半 導 体 工 学 2

★制 御 工 学 Ⅰ 2 ★制 御 工 学 Ⅱ 2

情報・通信・
メ デ ィ ア 系

★コンピュータプログラミング 2 ★情報メディア工学 2 ★リモートセンシング概論 1
情報・ 通信・
メ デ ィ ア 系★ディジタル回路 2 ★情報通信工学Ⅰ 2 ★情報通信工学Ⅱ 2 ★電 磁 波 工 学 2

★通信ネットワーク工学 2 ★情報通信法規 2

実験・製図・
研 修・ 研 究

　創造工学実験 ② 　電気電子基礎実験 ② ◆電気エネルギーシステム実験 2 ◆電子情報システム実験 2 ★電気電子設計製図 2

実験・ 製図・
研 修・ 研 究

★機械工作実習 1 △インターンシップ 1 　卒　　　　業　　　　研　　　　究 ⑥

△学　外　研　修 1

　先端技術工学 ①

原 子 力 工 学 ★原子力エネルギー 2 ★放射線の利用 2 ★原子力体感研修 2 ★原子燃料サイクル・安全工学 2 原 子 力 工 学

特 別 専 攻
科 目 特 別 専 攻

☆解　　析　　Ⅰ 2 ☆解　　析　　Ⅱ 2 ☆解　　析　　Ⅲ 2

特 別 専 攻 特 別 専 攻
科 目☆特別専攻プロジェクトⅠ 2 ☆特別専攻プロジェクトⅡ 2 ☆特別専攻プロジェクトⅢ 2

☆特別専攻ゼミナールⅠ 2 ☆特別専攻ゼミナールⅡ 2 ☆特別専攻ゼミナールⅢ 2

進級要件　総計97単位以上（必修50単位以上） 卒業要件　総計124単位以上（必修59単位以上）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数
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電気電子工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心

＊電気電子工学入門 地 域 学 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

①寛容な心
海 外 研 修 電子情報システム実験

イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修

②感動する心

＊電気電子工学概論 日 本 文 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心
海 外 研 修 海 外 文 学 学 外 研 修

＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 海 外 文 学 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ 機 械 工 作 実 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ
体 育 学 海 外 研 修 ＊ 創 造 工 学 実 験 学 外 研 修

化 学 実 験 ＊ 先 端 技 術 工 学
特別専攻プロジェクトⅠ 原 子 力 体 感 研 修

特別専攻プロジェクトⅢ

④人間環境理解力

＊電気電子工学概論 心 理 学 哲 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

④人間環境理解力
経 済 学 海 外 文 学 生 命 科 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ
地 域 学 学 外 研 修

＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 心 理 学 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ

海 外 研 修 ＊ 創 造 工 学 実 験 学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑥倫理観・規律性

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊電気電子基礎実験 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 電気法規と電気施設管理
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ＊環境とエネルギー 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 情 報 通 信 法 規

＊ 創 造 工 学 実 験 イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊電気電子工学入門 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 イ ン タ ー ン シ ッ プ
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 創 造 工 学 実 験 学 外 研 修 異文化コミュニケーション
＊ 基 礎 情 報 科 学 原 子 力 体 感 研 修

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

＊ 基 礎 情 報 科 学 海 外 研 修 異文化コミュニケーション

⑨チームワーク力

＊電気電子工学入門 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力
体 育 学 海 外 研 修 ＊ 創 造 工 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ

特別専攻プロジェクトⅠ 学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

「＊」印は必修科目を表わす。



―  　　―77

第
1
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

電気電子工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心

＊電気電子工学入門 地 域 学 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

①寛容な心
海 外 研 修 電子情報システム実験

イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修

②感動する心

＊電気電子工学概論 日 本 文 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心
海 外 研 修 海 外 文 学 学 外 研 修

＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 海 外 文 学 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ 機 械 工 作 実 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ
体 育 学 海 外 研 修 ＊ 創 造 工 学 実 験 学 外 研 修

化 学 実 験 ＊ 先 端 技 術 工 学
特別専攻プロジェクトⅠ 原 子 力 体 感 研 修

特別専攻プロジェクトⅢ

④人間環境理解力

＊電気電子工学概論 心 理 学 哲 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

④人間環境理解力
経 済 学 海 外 文 学 生 命 科 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ
地 域 学 学 外 研 修

＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 心 理 学 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ

海 外 研 修 ＊ 創 造 工 学 実 験 学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑥倫理観・規律性

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊電気電子基礎実験 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 電気法規と電気施設管理
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ＊環境とエネルギー 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 情 報 通 信 法 規

＊ 創 造 工 学 実 験 イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊電気電子工学入門 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 イ ン タ ー ン シ ッ プ
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 創 造 工 学 実 験 学 外 研 修 異文化コミュニケーション
＊ 基 礎 情 報 科 学 原 子 力 体 感 研 修

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

＊ 基 礎 情 報 科 学 海 外 研 修 異文化コミュニケーション

⑨チームワーク力

＊電気電子工学入門 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力
体 育 学 海 外 研 修 ＊ 創 造 工 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ

特別専攻プロジェクトⅠ 学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ
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修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑩リーダーシップ力

＊電気電子工学入門 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電気情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力
特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ

学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 心 理 学 確 率 ・ 統 計 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 経 済 学 日 本 文 学 生 命 科 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 ＊電気電子基礎実験 学 外 研 修
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 先 端 技 術 工 学

＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 創 造 工 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅢ

⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 電気電子工学総論Ⅱ リモートセンシング概論 ＊ 卒 業 研 究

⑫数量的スキル

物 理 学 概 論 ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 電 気 電 子 数 学 Ⅰ 電 気 電 子 数 学 Ⅱ 電 気 電 子 設 計 製 図
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ
物 理 学 実 験 化 学 実 験 Ⅱ ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 学 演 習 Ⅱ

＊ 電 気 回 路 入 門 ＊ 電 気 回 路 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ
解 析 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ

解 析 Ⅱ 電気電子工学総論Ⅰ
解 析 Ⅲ

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力
＊ 基 礎 情 報 科 学 コンピュータプログラミング 情 報 メ デ ィ ア 工 学

⑭論理的思考力

歴 史 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 制 御 工 学 Ⅰ 制 御 工 学 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

＊ 微 分 ＊ 積 分 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 情 報 通 信 工 学 Ⅰ 情 報 通 信 工 学 Ⅱ
物 理 学 概 論 ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 通信ネットワーク工学
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 デ ィ ジ タ ル 回 路 特別専攻プロジェクトⅢ
基 礎 化 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ
物 理 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ 現 代 物 理 学 概 論

＊環境とエネルギー

⑮問題解決力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 電気電子工学総論Ⅱ 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

＊ 微 分 経 済 学 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 電 力 輸 送 工 学 電 気 機 器 工 学
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ 高 電 界 工 学 パワーエレクトロニクス 電 気 利 用 工 学 原子燃料サイクル・安全工学
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊環境とエネルギー ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅱ 電 子 回 路 Ⅱ セ ン サ ー 応 用 工 学 機 械 工 学 概 論
＊ 基 礎 情 報 科 学 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ 電 気 電 子 材 料 工 学 半 導 体 工 学 電気法規と電気施設管理

化 学 実 験 ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ 制 御 工 学 Ⅰ 制 御 工 学 Ⅱ 電 磁 波 工 学
原 子 力 エ ネ ル ギ ー ＊ 電 気 回 路 Ⅰ 電気電子工学総論Ⅰ 情 報 メ デ ィ ア 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅱ 情 報 通 信 法 規
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ 電 力 発 生 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅰ 通信ネットワーク工学 電 気 電 子 設 計 製 図

＊ 創 造 工 学 実 験 ＊ 電 子 回 路 Ⅰ 電気エネルギーシステム実験 リモートセンシング概論
放 射 線 の 利 用 ＊ 電 気 電 子 計 測 機 械 工 作 実 習 電子情報システム実験

コンピュータプログラミング イ ン タ ー ン シ ッ プ
デ ィ ジ タ ル 回 路 学 外 研 修
＊電気電子基礎実験 ＊ 先 端 技 術 工 学
特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修

特別専攻プロジェクトⅢ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊電気電子工学入門 ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 電気電子工学総論Ⅱ リモートセンシング概論 ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

物 理 学 概 論 基 礎 化 学 Ⅱ ＊環境とエネルギー 生 命 科 学 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊ 電 気 電 子 数 学 Ⅰ 電 気 電 子 数 学 Ⅱ 機 械 工 作 実 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 入 門 ＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ 特別専攻ゼミナールⅡ 学 外 研 修
物 理 学 実 験 ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅱ 原 子 力 体 感 研 修

＊ 電 気 回 路 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ 特別専攻ゼミナールⅢ
＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ
＊ 創 造 工 学 実 験 電気電子工学総論Ⅰ

＊電気電子基礎実験
特別専攻ゼミナールⅠ

電気電子工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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⑩リーダーシップ力

＊電気電子工学入門 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電気情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力
特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ

学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 心 理 学 確 率 ・ 統 計 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 経 済 学 日 本 文 学 生 命 科 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 ＊電気電子基礎実験 学 外 研 修
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 先 端 技 術 工 学

＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 創 造 工 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅢ

⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 電気電子工学総論Ⅱ リモートセンシング概論 ＊ 卒 業 研 究

⑫数量的スキル

物 理 学 概 論 ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 電 気 電 子 数 学 Ⅰ 電 気 電 子 数 学 Ⅱ 電 気 電 子 設 計 製 図
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ
物 理 学 実 験 化 学 実 験 Ⅱ ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 学 演 習 Ⅱ

＊ 電 気 回 路 入 門 ＊ 電 気 回 路 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ
解 析 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ

解 析 Ⅱ 電気電子工学総論Ⅰ
解 析 Ⅲ

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力
＊ 基 礎 情 報 科 学 コンピュータプログラミング 情 報 メ デ ィ ア 工 学

⑭論理的思考力

歴 史 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 制 御 工 学 Ⅰ 制 御 工 学 Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

＊ 微 分 ＊ 積 分 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 情 報 通 信 工 学 Ⅰ 情 報 通 信 工 学 Ⅱ
物 理 学 概 論 ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 通信ネットワーク工学
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 デ ィ ジ タ ル 回 路 特別専攻プロジェクトⅢ
基 礎 化 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ
物 理 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ 現 代 物 理 学 概 論

＊環境とエネルギー

⑮問題解決力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 電気電子工学総論Ⅱ 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

＊ 微 分 経 済 学 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 電 力 輸 送 工 学 電 気 機 器 工 学
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ 高 電 界 工 学 パワーエレクトロニクス 電 気 利 用 工 学 原子燃料サイクル・安全工学
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊環境とエネルギー ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅱ 電 子 回 路 Ⅱ セ ン サ ー 応 用 工 学 機 械 工 学 概 論
＊ 基 礎 情 報 科 学 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ 電 気 電 子 材 料 工 学 半 導 体 工 学 電気法規と電気施設管理

化 学 実 験 ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ 制 御 工 学 Ⅰ 制 御 工 学 Ⅱ 電 磁 波 工 学
原 子 力 エ ネ ル ギ ー ＊ 電 気 回 路 Ⅰ 電気電子工学総論Ⅰ 情 報 メ デ ィ ア 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅱ 情 報 通 信 法 規
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ 電 力 発 生 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅰ 通信ネットワーク工学 電 気 電 子 設 計 製 図

＊ 創 造 工 学 実 験 ＊ 電 子 回 路 Ⅰ 電気エネルギーシステム実験 リモートセンシング概論
放 射 線 の 利 用 ＊ 電 気 電 子 計 測 機 械 工 作 実 習 電子情報システム実験

コンピュータプログラミング イ ン タ ー ン シ ッ プ
デ ィ ジ タ ル 回 路 学 外 研 修
＊電気電子基礎実験 ＊ 先 端 技 術 工 学
特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修

特別専攻プロジェクトⅢ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊電気電子工学入門 ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 電気電子工学総論Ⅱ リモートセンシング概論 ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

物 理 学 概 論 基 礎 化 学 Ⅱ ＊環境とエネルギー 生 命 科 学 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊ 電 気 電 子 数 学 Ⅰ 電 気 電 子 数 学 Ⅱ 機 械 工 作 実 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 入 門 ＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ 特別専攻ゼミナールⅡ 学 外 研 修
物 理 学 実 験 ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅱ 原 子 力 体 感 研 修

＊ 電 気 回 路 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ 特別専攻ゼミナールⅢ
＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ
＊ 創 造 工 学 実 験 電気電子工学総論Ⅰ

＊電気電子基礎実験
特別専攻ゼミナールⅠ

電気電子工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
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⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 電 力 輸 送 工 学 電 気 機 器 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 基 礎 情 報 科 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー ＊ 創 造 工 学 実 験 電 力 発 生 工 学 高 電 界 工 学 パワーエレクトロニクス
放 射 線 の 利 用 ＊ 電 子 回 路 Ⅰ 電 子 回 路 Ⅱ セ ン サ ー 応 用 工 学 電 気 利 用 工 学 原子燃料サイクル・安全工学

＊ 電 気 電 子 計 測 電 気 電 子 材 料 工 学 半 導 体 工 学 機 械 工 学 概 論
コンピュータプログラミング 制 御 工 学 制 御 工 学 Ⅱ 電気法規と電気施設管理
デ ィ ジ タ ル 回 路 情 報 メ デ ィ ア 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅱ 電 磁 波 工 学
＊電気電子基礎実験 情 報 通 信 工 学 Ⅰ 通信ネットワーク工学 情 報 通 信 法 規
特別専攻ゼミナールⅠ 電気エネルギーシステム実験 リモートセンシング概論 電 気 電 子 設 計 製 図

特別専攻ゼミナールⅡ 電子情報システム実験
イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻ゼミナールⅢ

⑱継続的学習経験

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 電気情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 電気電子工学総論Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 電気エネルギーシステム実験 学 外 研 修
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学 ＊ 先 端 技 術 工 学
物 理 学 概 論 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ 電気電子工学総論Ⅰ 原 子 力 体 感 研 修
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 ＊電気電子基礎実験
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 創 造 工 学 実 験
物 理 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ

化 学 実 験

⑲市民としての社会的
責任感

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
＊ 基 礎 情 報 科 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ 電気法規と電気施設管理

学 外 研 修 情 報 通 信 法 規
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊電気電子工学概論 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

⑳異文化理解力

中 国 語 Ⅰ 経 済 学 海 外 文 学 学 外 研 修
物 理 学 概 論 地 域 学 英語コミュニケーションⅠ ＊ 先 端 技 術 工 学 異文化コミュニケーション

＊ 現 代 英 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 原 子 力 体 感 研 修
中 国 語 Ⅱ
海 外 研 修

電気電子工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 電 力 輸 送 工 学 電 気 機 器 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 基 礎 情 報 科 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー ＊ 創 造 工 学 実 験 電 力 発 生 工 学 高 電 界 工 学 パワーエレクトロニクス
放 射 線 の 利 用 ＊ 電 子 回 路 Ⅰ 電 子 回 路 Ⅱ セ ン サ ー 応 用 工 学 電 気 利 用 工 学 原子燃料サイクル・安全工学

＊ 電 気 電 子 計 測 電 気 電 子 材 料 工 学 半 導 体 工 学 機 械 工 学 概 論
コンピュータプログラミング 制 御 工 学 制 御 工 学 Ⅱ 電気法規と電気施設管理
デ ィ ジ タ ル 回 路 情 報 メ デ ィ ア 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅱ 電 磁 波 工 学
＊電気電子基礎実験 情 報 通 信 工 学 Ⅰ 通信ネットワーク工学 情 報 通 信 法 規
特別専攻ゼミナールⅠ 電気エネルギーシステム実験 リモートセンシング概論 電 気 電 子 設 計 製 図

特別専攻ゼミナールⅡ 電子情報システム実験
イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻ゼミナールⅢ

⑱継続的学習経験

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 電気情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 電気電子工学総論Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 電気エネルギーシステム実験 学 外 研 修
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学 ＊ 先 端 技 術 工 学
物 理 学 概 論 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ 電気電子工学総論Ⅰ 原 子 力 体 感 研 修
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 ＊電気電子基礎実験
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 創 造 工 学 実 験
物 理 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ

化 学 実 験

⑲市民としての社会的
責任感

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
＊ 基 礎 情 報 科 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ 電気法規と電気施設管理

学 外 研 修 情 報 通 信 法 規
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊電気電子工学概論 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

⑳異文化理解力

中 国 語 Ⅰ 経 済 学 海 外 文 学 学 外 研 修
物 理 学 概 論 地 域 学 英語コミュニケーションⅠ ＊ 先 端 技 術 工 学 異文化コミュニケーション

＊ 現 代 英 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 原 子 力 体 感 研 修
中 国 語 Ⅱ
海 外 研 修

電気電子工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
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電気電子工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 異文化コミュニケーション

Ａ－１

目　

標　

Ａ

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ
体 育 学 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ

ス ポ ー ツ 特 別 演 習 中 国 語 Ⅲ
主題別ゼミナールⅠ ス ポ ー ツ 健 康 学
海 外 研 修 主題別ゼミナールⅡ
化 学 実 験 ＊環境とエネルギー

Ａ－２ ＊電気電子工学概論 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究 Ａ－２

Ａ－３

歴 史 ＊電気電子工学概論 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

Ａ－３
経 済 学 学 外 研 修
地 域 学 ＊ 先 端 技 術 工 学
特別専攻プロジェクトⅠ 原 子 力 体 感 研 修

特別専攻プロジェクトⅢ

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１
＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

＊ 電 気 回 路 入 門 ＊ 電 気 電 子 数 学 Ⅰ 電 気 電 子 数 学 Ⅱ
解 析 Ⅰ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ

Ｂ－２

物 理 学 概 論 ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 心 理 学 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 職 業 倫 理 ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－２
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 生 命 科 学
基 礎 化 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊環境とエネルギー
物 理 学 実 験

Ｂ－３
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－３
＊ 基 礎 情 報 科 学

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１
歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１

目　

標　

Ｃ

主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－２
海 外 研 修

Ｃ－３

中 国 語 Ⅰ ＊電気電子工学概論 中 国 語 Ⅲ イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－３
体 育 学 中 国 語 Ⅱ ス ポ ー ツ 健 康 学 学 外 研 修

ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ＊ 先 端 技 術 工 学 異文化コミュニケーション
海 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１

＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ 電気電子工学総論Ⅱ

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅱ
＊ 電 気 回 路 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ
＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ

電気電子工学総論Ⅰ

Ｄ－２

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 電 力 発 生 工 学 電 力 輸 送 工 学 電 気 機 器 工 学 電 気 利 用 工 学 原子燃料サイクル・安全工学

Ｄ－２

原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用 ＊ 電 子 回 路 Ⅰ 高 電 界 工 学 パワーエレクトロニクス 機 械 工 学 概 論
＊ 電 気 電 子 計 測 電 子 回 路 Ⅱ セ ン サ ー 応 用 工 学 電気法規と電気施設管理
コンピュータプログラミング 電 気 電 子 材 料 工 学 半 導 体 工 学 電 磁 波 工 学
デ ィ ジ タ ル 回 路 制 御 工 学 Ⅰ 制 御 工 学 Ⅱ 情 報 通 信 法 規
＊電気電子基礎実験 情 報 メ デ ィ ア 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅱ 電 気 電 子 設 計 製 図

情 報 通 信 工 学 Ⅰ 通信ネットワーク工学
電気エネルギーシステム実験 リモートセンシング概論
機 械 工 作 実 習 電子情報システム実験

＊ 先 端 技 術 工 学

「＊」印は必修科目を表わす。
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電気電子工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 異文化コミュニケーション

Ａ－１

目　

標　

Ａ

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ
体 育 学 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ

ス ポ ー ツ 特 別 演 習 中 国 語 Ⅲ
主題別ゼミナールⅠ ス ポ ー ツ 健 康 学
海 外 研 修 主題別ゼミナールⅡ
化 学 実 験 ＊環境とエネルギー

Ａ－２ ＊電気電子工学概論 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究 Ａ－２

Ａ－３

歴 史 ＊電気電子工学概論 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

Ａ－３
経 済 学 学 外 研 修
地 域 学 ＊ 先 端 技 術 工 学
特別専攻プロジェクトⅠ 原 子 力 体 感 研 修

特別専攻プロジェクトⅢ

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１
＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

＊ 電 気 回 路 入 門 ＊ 電 気 電 子 数 学 Ⅰ 電 気 電 子 数 学 Ⅱ
解 析 Ⅰ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ

Ｂ－２

物 理 学 概 論 ＊ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 心 理 学 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 職 業 倫 理 ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－２
＊ 基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 生 命 科 学
基 礎 化 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊環境とエネルギー
物 理 学 実 験

Ｂ－３
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－３
＊ 基 礎 情 報 科 学

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１
歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１

目　

標　

Ｃ

主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－２
海 外 研 修

Ｃ－３

中 国 語 Ⅰ ＊電気電子工学概論 中 国 語 Ⅲ イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－３
体 育 学 中 国 語 Ⅱ ス ポ ー ツ 健 康 学 学 外 研 修

ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ＊ 先 端 技 術 工 学 異文化コミュニケーション
海 外 研 修 原 子 力 体 感 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１

＊ 電 磁 気 学 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 Ⅱ 電気電子工学総論Ⅱ

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅰ ＊ 電 磁 気 学 演 習 Ⅱ
＊ 電 気 回 路 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 Ⅱ
＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅰ ＊ 電 気 回 路 演 習 Ⅱ

電気電子工学総論Ⅰ

Ｄ－２

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 電 力 発 生 工 学 電 力 輸 送 工 学 電 気 機 器 工 学 電 気 利 用 工 学 原子燃料サイクル・安全工学

Ｄ－２

原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用 ＊ 電 子 回 路 Ⅰ 高 電 界 工 学 パワーエレクトロニクス 機 械 工 学 概 論
＊ 電 気 電 子 計 測 電 子 回 路 Ⅱ セ ン サ ー 応 用 工 学 電気法規と電気施設管理
コンピュータプログラミング 電 気 電 子 材 料 工 学 半 導 体 工 学 電 磁 波 工 学
デ ィ ジ タ ル 回 路 制 御 工 学 Ⅰ 制 御 工 学 Ⅱ 情 報 通 信 法 規
＊電気電子基礎実験 情 報 メ デ ィ ア 工 学 情 報 通 信 工 学 Ⅱ 電 気 電 子 設 計 製 図

情 報 通 信 工 学 Ⅰ 通信ネットワーク工学
電気エネルギーシステム実験 リモートセンシング概論
機 械 工 作 実 習 電子情報システム実験

＊ 先 端 技 術 工 学
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電気電子工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｅ

Ｅ－１

＊電気電子工学入門 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ

特別専攻ゼミナールⅠ 学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－３

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－３

特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

「＊」印は必修科目を表わす。
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電気電子工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｅ

Ｅ－１

＊電気電子工学入門 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ

特別専攻ゼミナールⅠ 学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－３

＊電気電子工学入門 ＊電気電子工学概論 ＊ 創 造 工 学 実 験 ＊電気電子基礎実験 電気エネルギーシステム実験 電子情報システム実験 ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－３

特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ
学 外 研 修
＊ 先 端 技 術 工 学
原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅢ
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電気電子工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
キャリアデザインⅠ 第 1学年通年 選択 ◎ ○ ○ ◎
キャリアデザインⅡ 第 2学年通年 選択 ◎ ○ ○ ◎
キャリアデザインⅢ 第 3学年通年 選択 ◎ ○ ○ ◎
電気電子工学入門 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
電気電子工学概論 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
心理学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
哲学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○
職業倫理 第 3学年前期 必修 ◎ ◎ ○ ○ ○
日本文学 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○
海外文学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
日本国憲法 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
歴史 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
経済学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
地域学 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎
日本語表現法 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎
実践日本語表現 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎
現代英語Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
現代英語Ⅱ 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅠ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅡ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語特別演習 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
中国語Ⅰ 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
中国語Ⅱ 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
中国語Ⅲ 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
異文化コミュニケーション 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○
体育学 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ健康学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ特別演習 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅠ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅡ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅢ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○ ○
海外研修 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
微分 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
積分 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
線形代数 第 2学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
確率・統計 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
物理学概論 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識と倫理観
を備え、地域社会への関心を
持つとともに、地球的視野を
身につけた人材

専門分野の基盤となる基礎知
識を持つとともに、これらを
活用して社会の発展に貢献で
きる人材

コミュニケーション能力と、
国際人としての素養を身につ
けた人材

専門分野における
知識を身につけ、
課題の解決に向け
応用できる人材

課題を発見し、業務を計画・
遂行できる能力を身につけた
人材

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 E-1 E-2 E-3
社
会
観
、
経
済
観
、
歴
史
観
、
健
康
管
理
意
識
な
ど
、
技
術
者
と
し
て
の
教
養
と
思
考

力
を
備
え
、
地
球
視
野
に
立
っ
て
行
動
で
き
る

技
術
者
と
し
て
の
良
識
お
よ
び
倫
理
観
を
備
え
、
自
立
し
た
技
術
者
と
し
て
責
任
あ
る

判
断
と
行
動
が
で
き
る

地
域
の
産
業
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
技
術
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
分
野
に
お
け
る
技
術
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
数
学
力
を
身
に
つ
け
応
用

で
き
る

基
礎
的
な
物
理
法
則
あ
る
い
は
化
学
法
則
を
理
解
し
て
お
り
、
自
然
科
学
的
な
知
識
を

有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る

情
報
技
術
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
社
会
活
動
に
お
い
て
必
要
な
ワ
ー
ド
プ

ロ
セ
ッ
サ
の
操
作
能
力
、
表
計
算
処
理
能
力
さ
ら
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の

作
成
能
力
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
機
器
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る

社
会
的
お
よ
び
技
術
的
に
通
用
す
る
技
術
報
告
書
、
業
務
日
誌
な
ど
の
日
本
語
文
書
を

作
成
で
き
る
。ま
た
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
え
、
さ
ら
に
課
題
解
決
・

提
案
・
報
告
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

英
語
に
よ
る
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、
か
つ
英
語
に
よ
る
製

品
仕
様
書
、
機
器
取
扱
説
明
書
あ
る
い
は
技
術
資
料
な
ど
の
読
解
が
で
き
る
。
ま

た
、
そ
の
語
学
力
を
基
盤
と
し
て
、
国
際
交
流
・
協
調
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
分
野
に
関
わ
る
国
内
外
の
動
向
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
国
際
的
視
野

に
立
っ
て
技
術
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
技
術
者
と
し
て
備
え
る
べ
き
基
礎
知
識
を
有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け

応
用
で
き
る

電
気
電
子
工
学
に
関
連
す
る
専
門
知
識
を
有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る

業
務
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
備
え
、
与
え
ら
れ
た
課
題
あ
る
い
は
社
会
の
要
求
に
対
し
て
業

務
を
計
画
・
遂
行
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
の
技
術
者
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
積
極
的
に
協
議
し
、
リ
ー
ダ
ー
も
し
く
は
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
役
割

分
担
を
通
し
て
、
協
働
の
中
で
役
割
を
果
た
し
て
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

取
り
組
む
技
術
課
題
に
対
し
て
常
に
自
主
的
、
継
続
的
に
学
習
し
、
問
題
点
を
見
つ
け
、

改
善
を
図
る
た
め
の
一
連
の
行
動
が
で
き
る

与
え
ら
れ
た
制
約
の
下
で
、
計
画
的
に
仕
事
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

◎
◎
◎

◎ ○ ○ ○
○ ○ ○ ◎ ○ ○

◎ ○ ○
○ ○
○ ○ ○
○
○
○ ○
◎ ○ ○
◎ ○
○ ◎

◎
◎

○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○ ○

◎
◎
◎
◎

◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
基礎物理学Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎物理学Ⅱ 第 1学年後期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
現代物理学概論 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
応用物理学概論 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
環境とエネルギー 第 2学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
生命科学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○
物理学実験 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
化学実験 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
基礎情報科学 第 1学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
電気回路入門 第 1学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
電気電子数学Ⅰ 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
電気電子数学Ⅱ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
電磁気学Ⅰ 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電磁気学Ⅱ 第 2学年後期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電磁気学演習Ⅰ 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電磁気学演習Ⅱ 第 2学年後期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電気回路Ⅰ 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電気回路Ⅱ 第 2学年後期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電気回路演習Ⅰ 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電気回路演習Ⅱ 第 2学年後期 必修 ○ ○ ◎ ◎
電気電子工学総論Ⅰ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
電気電子工学総論Ⅱ 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
電力発生工学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎
電力輸送工学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
電気機器工学 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
電気利用工学 第 4学年前期 選択 ○ ◎ ◎
高電界工学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
パワーエレクトロニクス 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
機械工学概論 第 4学年前期 選択 ○ ◎ ◎
電気法規と電気施設管理 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
電子回路Ⅰ 第 2学年後期 必修 ○ ◎ ◎
電子回路Ⅱ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
電気電子計測 第 2学年後期 必修 ○ ◎ ◎
センサー応用工学 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
電気電子材料工学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識と倫理観
を備え、地域社会への関心を
持つとともに、地球的視野を
身につけた人材

専門分野の基盤となる基礎知
識を持つとともに、これらを
活用して社会の発展に貢献で
きる人材

コミュニケーション能力と、
国際人としての素養を身につ
けた人材

専門分野における
知識を身につけ、
課題の解決に向け
応用できる人材

課題を発見し、業務を計画・
遂行できる能力を身につけた
人材

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 E-1 E-2 E-3
社
会
観
、
経
済
観
、
歴
史
観
、
健
康
管
理
意
識
な
ど
、
技
術
者
と
し
て
の
教
養
と
思
考

力
を
備
え
、
地
球
視
野
に
立
っ
て
行
動
で
き
る

技
術
者
と
し
て
の
良
識
お
よ
び
倫
理
観
を
備
え
、
自
立
し
た
技
術
者
と
し
て
責
任
あ
る

判
断
と
行
動
が
で
き
る

地
域
の
産
業
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
技
術
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
分
野
に
お
け
る
技
術
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
数
学
力
を
身
に
つ
け
応
用

で
き
る

基
礎
的
な
物
理
法
則
あ
る
い
は
化
学
法
則
を
理
解
し
て
お
り
、
自
然
科
学
的
な
知
識
を

有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る

情
報
技
術
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
社
会
活
動
に
お
い
て
必
要
な
ワ
ー
ド
プ

ロ
セ
ッ
サ
の
操
作
能
力
、
表
計
算
処
理
能
力
さ
ら
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の

作
成
能
力
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
機
器
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る

社
会
的
お
よ
び
技
術
的
に
通
用
す
る
技
術
報
告
書
、
業
務
日
誌
な
ど
の
日
本
語
文
書
を

作
成
で
き
る
。ま
た
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
え
、
さ
ら
に
課
題
解
決
・

提
案
・
報
告
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

英
語
に
よ
る
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、
か
つ
英
語
に
よ
る
製

品
仕
様
書
、
機
器
取
扱
説
明
書
あ
る
い
は
技
術
資
料
な
ど
の
読
解
が
で
き
る
。
ま

た
、
そ
の
語
学
力
を
基
盤
と
し
て
、
国
際
交
流
・
協
調
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
分
野
に
関
わ
る
国
内
外
の
動
向
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
国
際
的
視
野

に
立
っ
て
技
術
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
技
術
者
と
し
て
備
え
る
べ
き
基
礎
知
識
を
有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け

応
用
で
き
る

電
気
電
子
工
学
に
関
連
す
る
専
門
知
識
を
有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る

業
務
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
備
え
、
与
え
ら
れ
た
課
題
あ
る
い
は
社
会
の
要
求
に
対
し
て
業

務
を
計
画
・
遂
行
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
の
技
術
者
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
積
極
的
に
協
議
し
、
リ
ー
ダ
ー
も
し
く
は
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
役
割

分
担
を
通
し
て
、
協
働
の
中
で
役
割
を
果
た
し
て
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

取
り
組
む
技
術
課
題
に
対
し
て
常
に
自
主
的
、
継
続
的
に
学
習
し
、
問
題
点
を
見
つ
け
、

改
善
を
図
る
た
め
の
一
連
の
行
動
が
で
き
る

与
え
ら
れ
た
制
約
の
下
で
、
計
画
的
に
仕
事
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

◎
◎
◎
◎
◎
◎

○ ◎
○
◎

○ ◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
半導体工学 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
制御工学Ⅰ 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
制御工学Ⅱ 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
コンピュータプログラミング 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
情報メディア工学 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
ディジタル回路 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
情報通信工学Ⅰ 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
情報通信工学Ⅱ 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
通信ネットワーク工学 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
電磁波工学 第 4学年前期 選択 ○ ◎ ◎
情報通信法規 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
リモートセンシング概論 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎
創造工学実験 第 2学年前期 必修 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
電気電子基礎実験 第 2学年後期 必修 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
電気エネルギーシステム実験 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
電子情報システム実験 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
電気電子設計製図 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
機械工作実習 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ◎
インターンシップ 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
学外研修 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
先端技術工学 第 3学年後期 必修 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
卒業研究 第 4学年通年 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
原子力エネルギー 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ◎
放射線の利用 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ◎
原子力体感研修 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
原子燃料サイクル・安全工学 第 4学年後期 選択 ○ ◎ ◎
解析Ⅰ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎
解析Ⅱ 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
解析Ⅲ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅠ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅡ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅢ 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅠ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅡ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅢ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎

電気電子工学科カリキュラム・マップ
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識と倫理観
を備え、地域社会への関心を
持つとともに、地球的視野を
身につけた人材

専門分野の基盤となる基礎知
識を持つとともに、これらを
活用して社会の発展に貢献で
きる人材

コミュニケーション能力と、
国際人としての素養を身につ
けた人材

専門分野における
知識を身につけ、
課題の解決に向け
応用できる人材

課題を発見し、業務を計画・
遂行できる能力を身につけた
人材

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 E-1 E-2 E-3
社
会
観
、
経
済
観
、
歴
史
観
、
健
康
管
理
意
識
な
ど
、
技
術
者
と
し
て
の
教
養
と
思
考

力
を
備
え
、
地
球
視
野
に
立
っ
て
行
動
で
き
る

技
術
者
と
し
て
の
良
識
お
よ
び
倫
理
観
を
備
え
、
自
立
し
た
技
術
者
と
し
て
責
任
あ
る

判
断
と
行
動
が
で
き
る

地
域
の
産
業
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
技
術
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
分
野
に
お
け
る
技
術
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
数
学
力
を
身
に
つ
け
応
用

で
き
る

基
礎
的
な
物
理
法
則
あ
る
い
は
化
学
法
則
を
理
解
し
て
お
り
、
自
然
科
学
的
な
知
識
を

有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る

情
報
技
術
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
社
会
活
動
に
お
い
て
必
要
な
ワ
ー
ド
プ

ロ
セ
ッ
サ
の
操
作
能
力
、
表
計
算
処
理
能
力
さ
ら
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の

作
成
能
力
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
機
器
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る

社
会
的
お
よ
び
技
術
的
に
通
用
す
る
技
術
報
告
書
、
業
務
日
誌
な
ど
の
日
本
語
文
書
を

作
成
で
き
る
。ま
た
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
え
、
さ
ら
に
課
題
解
決
・

提
案
・
報
告
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

英
語
に
よ
る
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、
か
つ
英
語
に
よ
る
製

品
仕
様
書
、
機
器
取
扱
説
明
書
あ
る
い
は
技
術
資
料
な
ど
の
読
解
が
で
き
る
。
ま

た
、
そ
の
語
学
力
を
基
盤
と
し
て
、
国
際
交
流
・
協
調
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
分
野
に
関
わ
る
国
内
外
の
動
向
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
国
際
的
視
野

に
立
っ
て
技
術
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で
き
る

電
気
電
子
工
学
技
術
者
と
し
て
備
え
る
べ
き
基
礎
知
識
を
有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け

応
用
で
き
る

電
気
電
子
工
学
に
関
連
す
る
専
門
知
識
を
有
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る

業
務
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
備
え
、
与
え
ら
れ
た
課
題
あ
る
い
は
社
会
の
要
求
に
対
し
て
業

務
を
計
画
・
遂
行
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
応
用
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
の
技
術
者
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
積
極
的
に
協
議
し
、
リ
ー
ダ
ー
も
し
く
は
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
役
割

分
担
を
通
し
て
、
協
働
の
中
で
役
割
を
果
た
し
て
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

取
り
組
む
技
術
課
題
に
対
し
て
常
に
自
主
的
、
継
続
的
に
学
習
し
、
問
題
点
を
見
つ
け
、

改
善
を
図
る
た
め
の
一
連
の
行
動
が
で
き
る

与
え
ら
れ
た
制
約
の
下
で
、
計
画
的
に
仕
事
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎ ◎ ○ ○
◎ ◎ ○ ○
◎ ◎ ○ ○
◎ ◎ ○ ○
◎
◎

○ ○ ◎ ○ ○
○ ○ ◎ ○ ○
○ ○ ◎ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
◎
◎

○ ○ ◎ ○ ○
◎

◎
◎
◎

○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎

◎
◎
◎
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■システム情報工学科の教育目的

情報通信技術（ICT）は、地球規模で進歩し

ており、日本においても地域を問わず人々が豊

かな生活を送る上で、必須の基盤技術となって

います。情報技術は学際的、複合的な技術であ

るため、マルチメディア、ネットワーク、セキュリ

ティ、システムなどの情報分野および情報関連

分野の他に、人間科学、国際コミュニケーショ

ンなど幅広いカリキュラムで教育する必要があり

ます。情報通信技術の分野で地域産業の活性化

と発展をはかるため、科学と工学の基礎知識、

情報技術の専門知識、国際的視野に立った幅広

い教養と倫理観などを備え、時代の変化に対応

できる能力をもった技術者を養成することを本

学科の教育目的としています。

□コースについて

本学科では、専門分野に偏らない広い視野を

もてるよう、フレキシブルに科目を履修できる

制度を整えています。卒業後の進路に合わせた

コースを選択し、専門的な知識・技術を学びま

す。また、他コースの科目も履修でき、目標に

向けた専門知識を養えます。

・メディア情報コース

�　CG（コンピュータグラフィクス）、Web、映

像など多彩なメディアの基礎技術と情報表現

力を修得します。CGやウェブコンテンツの創

作など次世代メディア社会のエンジニアやク

リエイタを育成します。

・ネットワーク・セキュリティコース

�　サーバを含むネットワークやクラウドの設

計・構築・管理・運用および情報セキュリティ

に関わる技術を修得します。ネットワーク社

会の基盤を支えるネットワークエンジニアや

情報セキュリティスペシャリストを育成します。

・応用情報コース

�　情報システムの設計・構築・管理・運用や

2 ．12．3 システム情報工学科の学習・教育到達目標と教育課程 コンピューティングに関わる技術を幅広く修得

します。情報社会の基盤を支えるプログラマ

やシステムエンジニアを育成します。

■システム情報工学科の学習・教育到達目標

（ディプロマ・ポリシー）

学習・教育到達目標に基づく所定の教育課程

を修め、情報通信技術（ICT）および情報関連

分野における以下の資質・能力を身につけたと

認められる学生に対し、「学士（工学）」の学位

を授与します。

（A�）社会人としての良識と倫理観を備え、地域

社会への関心をもつとともに、地球的視野を

身に付けている。

（B�）専門分野の基盤となる基礎知識をもつとと

もに、これらを活用して社会の発展に貢献で

きる。

（C�）コミュニケーション能力と国際人としての

素養を身に付けている。

（D�）情報技術の専門知識と応用展開能力を身

につけ、社会の課題に対して実践的に対応で

きる。

（E�）自ら積極的に学ぶ意欲および時代変化に

継続的に対処する能力をもち、情報技術の融

合によって課題解決できる。

■�カリキュラム編成方針・教育方法（カリキュラ

ム・ポリシー）

ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を備

えた人材を育成するために、次のようなカリキュ

ラム・ポリシーを定めています。

1）教育課程の骨格

�　カリキュラムを、「導入転換科目」、「総合教

養科目」、「工学基礎科目」、「専門科目」で編

成します。

�　社会と接点のある豊かな人間性と総合的な

判断力、ならびに社会の変化に対応できる柔

軟な思考力や幅広い視野に立った理解力を養
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成します。社会の発展に貢献する情報技術に

ついて国際的視野にたった教育を実施し、教

養と倫理観を備え時代の変化に対応できる幅

広い能力をもった技術者を養成します。

2� ）地球的視野と地域社会への関心を身につけ

た人材を養成する教育を実施します。

�　地域社会への関心を喚起するための教育を

実施し、情報技術者として地域社会の課題に

ついてグローバルな視点から意見を表現でき

る技術者を養成します。情報技術が地域社会

に及ぼす影響や情報技術者としての社会的責

任を理解できるように、アクティブ・ラーニン

グなどの授業を展開し、地域社会の課題につ

いて多面的な視点から課題を解決できる素養

を養成します。

3� ）専門分野の基礎知識をもち、社会の発展に

貢献できる人材を養成する教育を実施します。

�　自然科学の基礎知識と工学の基礎知識、そ

して情報技術の基礎知識を習得する科目を充

実させ、自然科学の基本的な性質や現象を理

解し、工学や情報技術の基礎的な知識を課題

の解決に活用できる人材を養成します。

4� ）コミュニケーション能力と国際交流の素養

を身に付けた人材を養成する教育を実施しま

す。

�　グループワークを通して口頭発表力を養う

ための教育を実施し、質問の意図を理解し、

自分の意見を明確に応答できる人材を養成し

ます。情報技術の専門用語を含む英語など外

国語について、文章の内容を理解し、文章を

作成できる素養をもった人材を養成します。

5� ）情報技術の専門知識と応用展開能力によっ

て、実践的な対応ができる技術者を養成する

教育を実施します。

�　ソフトウェアの基礎知識を養い、その制作

力を養う教育を実施することで、ソフトウェ

ア設計の概念を理解し、仕様に基づいてプロ

グラムを制作できる技術者を養成します。シ

ステムの基礎知識を養い、その実習科目にお

いて応用力を養う教育を実施することで、シ

ステムの数理的な概念を、システム構築に応

用できる技術者を養成します。情報ネットワー

クの基礎知識を養い、構築力を養う教育を実

施することで、仕様に基づいてネットワークを

構築できる技術者を養成します。

6� ）積極性と継続力をもち、融合された情報技

術によって課題を解決できる技術者を養成す

る教育を実施します。

�　自発的で継続的な学習意欲を養うための

教育を実施し、計画的に課題を解決できる技

術者を養成します。デザイン能力を養う教育

を実施し、複数解が存在する課題に対し、具

体的な解決法を立案できる技術者を養成しま

す。

□カリキュラム編成方針

教育到達目標の実現のため、以下の方針でカ

リキュラムを編成しています。

1� ）４年間一貫教育：導入転換科目から専門科

目まで連携のとれた教育課程を編成し、教育

到達目標 Aを実現します。

2� ）導入転換科目：大学教育に馴染ませ、工学

への関心を喚起する科目を編成し、教育到達

目標 A、Eを実現します。

3� ）総合教養科目：人間科学、国際コミュニケー

ション、体育科学、総合学際分野の科目群を

構成し、教育到達目標 A、B、Cを実現しま

す。

4� ）工学基礎科目：専門科目の学習に必要な数

学、物理、化学の科目群を構成し、教育到達

目標Bを実現します。

5� ）専門科目：専門基礎、メディア情報、ネッ

トワーク・セキュリティ、応用情報、実験・実

習・研修・研究などの科目群を構成し、教育

到達目標 A、B、C、D、Eを実現します。
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□教育方法

教育到達目標の実現のため、以下の方法で教

育を実施します。

1� ）各科目群の履修単位を調和させ、きめ細か

い履修指導を実施します。

2� ）教育到達目標Dの実現のため、実験を重

視した実践的な教育を実施します。

3� ）教育到達目標B、D、Eの実現のため、講

義と実習を併用した分かり易い教育を実施し

ます。

4� ）教育到達目標B、C、Eの実現のため、少

人数で、理解度を深める教育を実施します。

5� ）教育到達目標全体と関連した総合的教育の

最終目標として、卒業研究を特に重視します。
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システム情報工学科カリキュラム

区　分 分 野
第　 1　学　年 第　 2　学　年

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導 入 転 換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン
導 入 転 換
科 目工 学 へ の 関 心

情報基礎ゼミナール ② 情 報 工 学 概 論 ②
工 学 へ の 関 心

情報科学アラカルト ②

総 合 教 養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総 合 教 養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2

海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2 異文化コミュニケーション 2

体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
海 外 研 修 1

工 学 基 礎
科 目 工 学 基 礎

微 分 ② 積 分 ② 線 形 代 数 ② 確 率・ 統 計 2

工 学 基 礎 工 学 基 礎
科 目

基 礎 物 理 学 I 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2 生 命 科 学 2

物 理 学 実 験 2 化 学 実 験 2

専 門 科 目

専 門 基 礎

基 礎 情 報 科 学 ② 離 散 数 学 2 情 報 数 理 ② シ ス テ ム 数 理 ② グラフ理論入門 2

専 門 基 礎

専 門 科 目

計 測 情 報 工 学 2
オペレーティングシステム ② デ ー タ ベ ー ス ②

プログラミング入門 ② プログラミング言語 ② データ構造とアルゴリズム ② プログラム設計 ②
コンピュータシステム ② 論 理 回 路 ②

コンテンツ制作入門 2 ウェブデザイン ② 産 業 情 報 論 2 経 営 情 報 論 2

メディア情報
コンピュータグラフィックス 2 ビジュアル情報処理 2 マルチメディア工学 2 パターン情報処理 2

メディア情報
人 間 情 報 科 学 2 情 報 文 化 論 2

ネットワーク・
セキュリティ

情 報 通 信 工 学 ② 情報ネットワーク入門 2 情報ネットワーク構築 2 ネットワーク・
セキュリティ情報セキュリティ入門 2 情報セキュリティ 2

応 用 情 報

情報システム論 2 ロ ボ ッ ト 工 学 2

応 用 情 報
制 御 工 学 2 シミュレーション工学 2
ディジタル信号処理 2 知 識 工 学 2
言語とコンパイラ 2 数 値 解 析 2

集 積 回 路 2

実験・ 実習・
研修・ 研究・
そ の 他

電 気 工 学 2 電 子 工 学 2

実験・ 実習・
研修・ 研究・
そ の 他

設 計・ 製 図 2
機 械 工 学 概 論 2
機 械 工 作 実 習 1

情報工学基礎実験Ⅰ ① 情報工学基礎実験Ⅱ ① 情報工学応用実験Ⅰ ① 情報工学応用実験Ⅱ ① 卒 業 研 究 ⑥
情報工学特別講義 2 情報専門ゼミナール 2
学 外 研 修 1

原 子 力 工 学 原子力エネルギー 2 放 射 線 の 利 用 2 原子力体感研修 2 原子燃料サイクル・
安 全 工 学

2 原 子 力 工 学

進級要件　総計25単位以上（必修10単位以上） 進級要件　総計60単位以上（必修25単位以上）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 1．科目名称の後の数字は単位数を示す。○は必修科目、その他は選択科目を意味する。
注 2．この表には、特別専攻科目と進級要件、卒業要件に含まれない教職科目は記載されていない。
注 3． 4年への進級要件（必修35単位以上）には、情報工学基礎実験Ⅰおよび情報工学基礎実験Ⅱの単位修得を含む。
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システム情報工学科カリキュラム

（令和 3年度入学生用）

第　 3　学　年 第　 4　学　年
分 野 区　分

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導 入 転 換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン
導 入 転 換
科 目工 学 へ の 関 心

情報基礎ゼミナール ② 情 報 工 学 概 論 ②
工 学 へ の 関 心

情報科学アラカルト ②

総 合 教 養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総 合 教 養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2

海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2 異文化コミュニケーション 2

体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
海 外 研 修 1

工 学 基 礎
科 目 工 学 基 礎

微 分 ② 積 分 ② 線 形 代 数 ② 確 率・ 統 計 2

工 学 基 礎 工 学 基 礎
科 目

基 礎 物 理 学 I 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2 生 命 科 学 2

物 理 学 実 験 2 化 学 実 験 2

専 門 科 目

専 門 基 礎

基 礎 情 報 科 学 ② 離 散 数 学 2 情 報 数 理 ② シ ス テ ム 数 理 ② グラフ理論入門 2

専 門 基 礎

専 門 科 目

計 測 情 報 工 学 2
オペレーティングシステム ② デ ー タ ベ ー ス ②

プログラミング入門 ② プログラミング言語 ② データ構造とアルゴリズム ② プログラム設計 ②
コンピュータシステム ② 論 理 回 路 ②

コンテンツ制作入門 2 ウェブデザイン ② 産 業 情 報 論 2 経 営 情 報 論 2

メディア情報
コンピュータグラフィックス 2 ビジュアル情報処理 2 マルチメディア工学 2 パターン情報処理 2

メディア情報
人 間 情 報 科 学 2 情 報 文 化 論 2

ネットワーク・
セキュリティ

情 報 通 信 工 学 ② 情報ネットワーク入門 2 情報ネットワーク構築 2 ネットワーク・
セキュリティ情報セキュリティ入門 2 情報セキュリティ 2

応 用 情 報

情報システム論 2 ロ ボ ッ ト 工 学 2

応 用 情 報
制 御 工 学 2 シミュレーション工学 2
ディジタル信号処理 2 知 識 工 学 2
言語とコンパイラ 2 数 値 解 析 2

集 積 回 路 2

実験・ 実習・
研修・ 研究・
そ の 他

電 気 工 学 2 電 子 工 学 2

実験・ 実習・
研修・ 研究・
そ の 他

設 計・ 製 図 2
機 械 工 学 概 論 2
機 械 工 作 実 習 1

情報工学基礎実験Ⅰ ① 情報工学基礎実験Ⅱ ① 情報工学応用実験Ⅰ ① 情報工学応用実験Ⅱ ① 卒 業 研 究 ⑥
情報工学特別講義 2 情報専門ゼミナール 2
学 外 研 修 1

原 子 力 工 学 原子力エネルギー 2 放 射 線 の 利 用 2 原子力体感研修 2 原子燃料サイクル・
安 全 工 学

2 原 子 力 工 学

進級要件　総計100単位以上（必修35単位以上） 卒業要件　総計124単位以上（必修54単位すべてを含む）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 4．卒業要件を以下に示す。
　・総合教養科目から必修を含めて20単位以上を修得すること。
　・工学基礎科目の物理学実験、化学実験から 2単位以上を修得すること。
　・工学基礎科目（物理学実験、化学実験を除く）から必修を含めて14単位以上を修得すること。
　・専門科目から必修を含めて70単位以上を修得すること。
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システム情報工学科コースごとの履修モデルケース（専門科目）

（令和 3年度入学生用）

区　分 分　　野 授業科目
単位数 コース

摘　要必修 選択 メディア
情報

ネットワーク・
セキュリティ 応用情報

専門科目

専 門 基 礎

基 礎 情 報 科 学 2 ◎ ◎ ◎

左記の各コー
ス履修科目に
おいて、◎は
必修科目、○
は選択科目を
示す。必修科
目を含み修得
単位数が70
単位以上にな
るように、他
コースの選択
科目も履修す
ること。

離 散 数 学 2 ○ ○ ○
情 報 数 理 2 ◎ ◎ ◎
シ ス テ ム 数 理 2 ◎ ◎ ◎
グ ラ フ 理 論 入 門 2 ○ ○ ○
計 測 情 報 工 学 2 ○ ○ ○
オペレーティングシステム 2 ◎ ◎ ◎
デ ー タ ベ ー ス 2 ◎ ◎ ◎
プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 2 ◎ ◎ ◎
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2 ◎ ◎ ◎
データ構造とアルゴリズム 2 ◎ ◎ ◎
プ ロ グ ラ ム 設 計 2 ◎ ◎ ◎
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 2 ◎ ◎ ◎
論 理 回 路 2 ◎ ◎ ◎
コ ン テ ン ツ 制 作 入 門 2 ○ ○ ○
ウ ェ ブ デ ザ イ ン 2 ◎ ◎ ◎
産 業 情 報 論 2 ○ ○ ○
経 営 情 報 論 2 ○ ○ ○

メディア情報

コンピュータグラフィックス 2 ○
ビ ジ ュ ア ル 情 報 処 理 2 ○
マ ル チ メ デ ィ ア 工 学 2 ○
人 間 情 報 科 学 2 ○
パ タ ー ン 情 報 処 理 2 ○
情 報 文 化 論 2 ○

ネットワーク・
セキュリティ

情 報 通 信 工 学 2 ◎ ◎ ◎
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 入 門 2 ○
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 入 門 2 ○
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 2 ○
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 ○

応 用 情 報

情 報 シ ス テ ム 論 2 ○
制 御 工 学 2 ○
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 2 ○
言 語 と コ ン パ イ ラ 2 ○
ロ ボ ッ ト 工 学 2 ○
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 2 ○
知 識 工 学 2 ○
数 値 解 析 2 ○
集 積 回 路 2 ○

実験・実習・
研修・研究・
そ の 他

電 気 工 学 2
電 子 工 学 2
設 計 ・ 製 図 2
機 械 工 学 概 論 2
機 械 工 作 実 習 1
情 報 工 学 基 礎 実 験 Ⅰ 1 ◎ ◎ ◎
情 報 工 学 基 礎 実 験 Ⅱ 1 ◎ ◎ ◎
情 報 工 学 応 用 実 験 Ⅰ 1 ◎ ◎ ◎
情 報 工 学 応 用 実 験 Ⅱ 1 ◎ ◎ ◎
情 報 専 門 ゼ ミ ナ ー ル 2 ○ ○ ○
情 報 工 学 特 別 講 義 2 ○ ○ ○
卒 業 研 究 6 ◎ ◎ ◎
学 外 研 修 2

原 子 力 工 学

原 子 力 エ ネ ル ギ ー 2
放 射 線 の 利 用 2
原 子 力 体 感 研 修 2
原子燃料サイクル・安全工学 2
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心
地 域 学 日 本 国 憲 法

①寛容な心
海 外 研 修

②感動する心
＊情報基礎ゼミナール 海 外 研 修 日 本 文 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心海 外 文 学 ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
＊情報工学基礎実験Ⅰ 学 外 研 修

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性
＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ
歴 史 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
体 育 学 化 学 実 験 ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ

特別専攻プロジェクトⅠ

④人間環境理解力
経 済 学 心 理 学 哲 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力
地 域 学 海 外 文 学 生 命 科 学

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 心 理 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ

体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
＊情報工学基礎実験Ⅰ 学 外 研 修

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑥倫理観・規律性
＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 原子燃料サイクル・安全工学
＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ 学 外 研 修 情 報 文 化 論
体 育 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論 情報専門ゼミナール

放 射 線 の 利 用 原 子 力 体 感 研 修

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊情報基礎ゼミナール 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊情報科学アラカルト ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 原 子 力 体 感 研 修 異文化コミュニケーション 原子燃料サイクル・安全工学
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ
体 育 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論

放 射 線 の 利 用

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊情報基礎ゼミナール ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 情報専門ゼミナール ＊ 卒 業 研 究
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊情報科学アラカルト 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 海 外 研 修 異文化コミュニケーション
中 国 語 Ⅰ

⑨チームワーク力

＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力
＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ ＊ シ ス テ ム 数 理 ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
体 育 学 海 外 研 修 産 業 情 報 論 ＊情報工学基礎実験Ⅱ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール 原子燃料サイクル・安全工学

原 子 力 エ ネ ル ギ ー ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅠ 放 射 線 の 利 用 特別専攻プロジェクトⅢ

⑩リーダーシップ力

＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力
＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ ＊ シ ス テ ム 数 理 ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
体 育 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論 ＊情報工学基礎実験Ⅱ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール 原子燃料サイクル・安全工学

特別専攻プロジェクトⅠ ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修
放 射 線 の 利 用 特別専攻プロジェクトⅢ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 心 理 学 確 率 ・ 統 計 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 地 域 学 日 本 文 学 生 命 科 学 ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 微 分 ＊ 積 分 中 国 語 Ⅲ ＊情報工学基礎実験Ⅱ

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ
＊情報工学基礎実験Ⅰ

「＊」印は必修科目を表わす。
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心
地 域 学 日 本 国 憲 法

①寛容な心
海 外 研 修

②感動する心
＊情報基礎ゼミナール 海 外 研 修 日 本 文 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心海 外 文 学 ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
＊情報工学基礎実験Ⅰ 学 外 研 修

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性
＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ
歴 史 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
体 育 学 化 学 実 験 ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ

特別専攻プロジェクトⅠ

④人間環境理解力
経 済 学 心 理 学 哲 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力
地 域 学 海 外 文 学 生 命 科 学

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 心 理 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ

体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
＊情報工学基礎実験Ⅰ 学 外 研 修

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑥倫理観・規律性
＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 原子燃料サイクル・安全工学
＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ 学 外 研 修 情 報 文 化 論
体 育 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論 情報専門ゼミナール

放 射 線 の 利 用 原 子 力 体 感 研 修

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊情報基礎ゼミナール 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊情報科学アラカルト ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 原 子 力 体 感 研 修 異文化コミュニケーション 原子燃料サイクル・安全工学
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ
体 育 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論

放 射 線 の 利 用

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊情報基礎ゼミナール ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 情報専門ゼミナール ＊ 卒 業 研 究
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊情報科学アラカルト 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 海 外 研 修 異文化コミュニケーション
中 国 語 Ⅰ

⑨チームワーク力

＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力
＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ ＊ シ ス テ ム 数 理 ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
体 育 学 海 外 研 修 産 業 情 報 論 ＊情報工学基礎実験Ⅱ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール 原子燃料サイクル・安全工学

原 子 力 エ ネ ル ギ ー ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修
特別専攻プロジェクトⅠ 放 射 線 の 利 用 特別専攻プロジェクトⅢ

⑩リーダーシップ力

＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力
＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ ＊ シ ス テ ム 数 理 ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
体 育 学 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論 ＊情報工学基礎実験Ⅱ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール 原子燃料サイクル・安全工学

特別専攻プロジェクトⅠ ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修
放 射 線 の 利 用 特別専攻プロジェクトⅢ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 心 理 学 確 率 ・ 統 計 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 地 域 学 日 本 文 学 生 命 科 学 ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 ＊ シ ス テ ム 数 理 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 微 分 ＊ 積 分 中 国 語 Ⅲ ＊情報工学基礎実験Ⅱ

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ
＊情報工学基礎実験Ⅰ
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑫数量的スキル

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 設 計 ・ 製 図 ＊ 卒 業 研 究

⑫数量的スキル

＊ 微 分 ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 機 械 工 学 概 論
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ 機 械 工 作 実 習
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ
物 理 学 実 験 化 学 実 験
＊ 基 礎 情 報 科 学 解 析 Ⅰ

⑬情報リテラシー力

＊情報基礎ゼミナール ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 設 計 ・ 製 図
＊ 基 礎 情 報 科 学 機 械 工 学 概 論

機 械 工 作 実 習

⑭論理的思考力

＊情報基礎ゼミナール 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

＊情報科学アラカルト ＊ 積 分 日 本 文 学 主題別ゼミナールⅢ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
歴 史 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 確 率 ・ 統 計 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 微 分 基 礎 化 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 物 理 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊ 線 形 代 数 ＊ シ ス テ ム 数 理
基 礎 化 学 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅠ 現 代 物 理 学 概 論 ＊情報工学基礎実験Ⅱ
物 理 学 実 験 ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ

⑮問題解決力

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

＊ 微 分 ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 ＊ シ ス テ ム 数 理 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊情報工学基礎実験Ⅰ ＊情報工学基礎実験Ⅱ 特別専攻プロジェクトⅢ

化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅡ
特別専攻プロジェクトⅠ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊情報基礎ゼミナール ＊ 情 報 工 学 概 論 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 グ ラ フ 理 論 入 門 パ タ ー ン 情 報 処 理 ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

＊情報科学アラカルト 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 情 報 数 理 生 命 科 学 マ ル チ メ デ ィ ア 工 学 情報ネットワーク構築
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊オペレーティングシステム ＊ シ ス テ ム 数 理 人 間 情 報 科 学 情 報 セ キ ュ リ テ ィ
基 礎 化 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊データ構造とアルゴリズム 計 測 情 報 工 学 情 報 シ ス テ ム 論 ロ ボ ッ ト 工 学
物 理 学 実 験 離 散 数 学 ＊コンピュータシステム ＊ デ ー タ ベ ー ス 制 御 工 学 シミュレーション工学
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊プログラミング言語 産 業 情 報 論 ＊ プ ロ グ ラ ム 設 計 ディジタル信号処理 知 識 工 学
＊プログラミング入門 ＊ ウ ェ ブ デ ザ イ ン コンピュータグラフィックス ＊ 論 理 回 路 言 語 と コ ン パ イ ラ 数 値 解 析
コンテンツ制作入門 ＊ 情 報 通 信 工 学 経 営 情 報 論 電 子 工 学 集 積 回 路

＊情報工学基礎実験Ⅰ ビジュアル情報処理 設 計 ・ 製 図 ＊情報工学応用実験Ⅱ
情報ネットワーク入門 機 械 工 学 概 論 特別専攻ゼミナールⅢ
情報セキュリティ入門 機 械 工 作 実 習
電 気 工 学 ＊情報工学応用実験Ⅰ
＊情報工学基礎実験Ⅱ 情 報 工 学 特 別 講 義
特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅡ

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊情報基礎ゼミナール ＊ 情 報 工 学 概 論 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 グ ラ フ 理 論 入 門 パ タ ー ン 情 報 処 理 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊情報科学アラカルト 離 散 数 学 ＊ 情 報 数 理 ＊ シ ス テ ム 数 理 マルチメディア工学 情報ネットワーク構築
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊プログラミング言語 ＊オペレーティングシステム 計 測 情 報 工 学 人 間 情 報 科 学 情 報 セ キ ュ リ テ ィ
＊プログラミング入門 ＊ ウ ェ ブ デ ザ イ ン ＊データ構造とアルゴリズム ＊ デ ー タ ベ ー ス 情 報 シ ス テ ム 論 ロ ボ ッ ト 工 学
コンテンツ制作入門 ＊コンピュータシステム ＊ プ ロ グ ラ ム 設 計 制 御 工 学 シミュレーション工学

産 業 情 報 論 ＊ 論 理 回 路 ディジタル信号処理 知 識 工 学
コンピュータグラフィックス 経 営 情 報 論 言 語 と コ ン パ イ ラ 数 値 解 析
＊ 情 報 通 信 工 学 ビジュアル情報処理 電 子 工 学 集 積 回 路
＊情報工学基礎実験Ⅰ 情報ネットワーク入門 設 計 ・ 製 図 ＊情報工学応用実験Ⅱ

情報セキュリティ入門 機 械 工 学 概 論 特別専攻ゼミナールⅢ
電 気 工 学 機 械 工 作 実 習
＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ
特別専攻ゼミナールⅠ 情 報 工 学 特 別 講 義

特別専攻ゼミナールⅡ

「＊」印は必修科目を表わす。
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑫数量的スキル

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 設 計 ・ 製 図 ＊ 卒 業 研 究

⑫数量的スキル

＊ 微 分 ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 機 械 工 学 概 論
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ 機 械 工 作 実 習
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ
物 理 学 実 験 化 学 実 験
＊ 基 礎 情 報 科 学 解 析 Ⅰ

⑬情報リテラシー力

＊情報基礎ゼミナール ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 設 計 ・ 製 図
＊ 基 礎 情 報 科 学 機 械 工 学 概 論

機 械 工 作 実 習

⑭論理的思考力

＊情報基礎ゼミナール 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

＊情報科学アラカルト ＊ 積 分 日 本 文 学 主題別ゼミナールⅢ ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報専門ゼミナール
歴 史 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 確 率 ・ 統 計 学 外 研 修 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 微 分 基 礎 化 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 物 理 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊ 線 形 代 数 ＊ シ ス テ ム 数 理
基 礎 化 学 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅠ 現 代 物 理 学 概 論 ＊情報工学基礎実験Ⅱ
物 理 学 実 験 ＊情報工学基礎実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ

⑮問題解決力

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

＊ 微 分 ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 ＊ シ ス テ ム 数 理 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊情報工学基礎実験Ⅰ ＊情報工学基礎実験Ⅱ 特別専攻プロジェクトⅢ

化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅡ
特別専攻プロジェクトⅠ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊情報基礎ゼミナール ＊ 情 報 工 学 概 論 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 グ ラ フ 理 論 入 門 パ タ ー ン 情 報 処 理 ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

＊情報科学アラカルト 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 情 報 数 理 生 命 科 学 マ ル チ メ デ ィ ア 工 学 情報ネットワーク構築
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊オペレーティングシステム ＊ シ ス テ ム 数 理 人 間 情 報 科 学 情 報 セ キ ュ リ テ ィ
基 礎 化 学 Ⅰ 化 学 実 験 ＊データ構造とアルゴリズム 計 測 情 報 工 学 情 報 シ ス テ ム 論 ロ ボ ッ ト 工 学
物 理 学 実 験 離 散 数 学 ＊コンピュータシステム ＊ デ ー タ ベ ー ス 制 御 工 学 シミュレーション工学
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊プログラミング言語 産 業 情 報 論 ＊ プ ロ グ ラ ム 設 計 ディジタル信号処理 知 識 工 学
＊プログラミング入門 ＊ ウ ェ ブ デ ザ イ ン コンピュータグラフィックス ＊ 論 理 回 路 言 語 と コ ン パ イ ラ 数 値 解 析
コンテンツ制作入門 ＊ 情 報 通 信 工 学 経 営 情 報 論 電 子 工 学 集 積 回 路

＊情報工学基礎実験Ⅰ ビジュアル情報処理 設 計 ・ 製 図 ＊情報工学応用実験Ⅱ
情報ネットワーク入門 機 械 工 学 概 論 特別専攻ゼミナールⅢ
情報セキュリティ入門 機 械 工 作 実 習
電 気 工 学 ＊情報工学応用実験Ⅰ
＊情報工学基礎実験Ⅱ 情 報 工 学 特 別 講 義
特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅡ

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊情報基礎ゼミナール ＊ 情 報 工 学 概 論 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 グ ラ フ 理 論 入 門 パ タ ー ン 情 報 処 理 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊情報科学アラカルト 離 散 数 学 ＊ 情 報 数 理 ＊ シ ス テ ム 数 理 マルチメディア工学 情報ネットワーク構築
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊プログラミング言語 ＊オペレーティングシステム 計 測 情 報 工 学 人 間 情 報 科 学 情 報 セ キ ュ リ テ ィ
＊プログラミング入門 ＊ ウ ェ ブ デ ザ イ ン ＊データ構造とアルゴリズム ＊ デ ー タ ベ ー ス 情 報 シ ス テ ム 論 ロ ボ ッ ト 工 学
コンテンツ制作入門 ＊コンピュータシステム ＊ プ ロ グ ラ ム 設 計 制 御 工 学 シミュレーション工学

産 業 情 報 論 ＊ 論 理 回 路 ディジタル信号処理 知 識 工 学
コンピュータグラフィックス 経 営 情 報 論 言 語 と コ ン パ イ ラ 数 値 解 析
＊ 情 報 通 信 工 学 ビジュアル情報処理 電 子 工 学 集 積 回 路
＊情報工学基礎実験Ⅰ 情報ネットワーク入門 設 計 ・ 製 図 ＊情報工学応用実験Ⅱ

情報セキュリティ入門 機 械 工 学 概 論 特別専攻ゼミナールⅢ
電 気 工 学 機 械 工 作 実 習
＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ
特別専攻ゼミナールⅠ 情 報 工 学 特 別 講 義

特別専攻ゼミナールⅡ
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑱継続的学習経験

＊情報基礎ゼミナール 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 情報専門ゼミナール
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 ＊情報工学応用実験Ⅰ
＊ 微 分 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学 学 外 研 修
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ ＊ シ ス テ ム 数 理
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 ＊情報工学基礎実験Ⅱ
物 理 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ ＊情報工学基礎実験Ⅰ

化 学 実 験

⑲市民としての社会的
責任感

＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究
⑲市民としての社会的
責任感

＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ 学 外 研 修 情 報 文 化 論
歴 史 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論 情報専門ゼミナール 原子燃料サイクル・安全工学
体 育 学 放 射 線 の 利 用 原 子 力 体 感 研 修

⑳異文化理解力

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑳異文化理解力

＊情報科学アラカルト 地 域 学 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 原 子 力 体 感 研 修 異文化コミュニケーション 原子燃料サイクル・安全工学
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学

主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ
海 外 研 修 産 業 情 報 論
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用

「＊」印は必修科目を表わす。
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑱継続的学習経験

＊情報基礎ゼミナール 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 情 報 シ ス テ ム 論 情報専門ゼミナール
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 ＊情報工学応用実験Ⅰ
＊ 微 分 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学 学 外 研 修
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ ＊ シ ス テ ム 数 理
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 ＊情報工学基礎実験Ⅱ
物 理 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ ＊情報工学基礎実験Ⅰ

化 学 実 験

⑲市民としての社会的
責任感

＊情報基礎ゼミナール ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究
⑲市民としての社会的
責任感

＊情報科学アラカルト 主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ 学 外 研 修 情 報 文 化 論
歴 史 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 産 業 情 報 論 情報専門ゼミナール 原子燃料サイクル・安全工学
体 育 学 放 射 線 の 利 用 原 子 力 体 感 研 修

⑳異文化理解力

＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 情 報 文 化 論 ＊ 卒 業 研 究

⑳異文化理解力

＊情報科学アラカルト 地 域 学 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 原 子 力 体 感 研 修 異文化コミュニケーション 原子燃料サイクル・安全工学
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学

主題別ゼミナールⅠ 主題別ゼミナールⅡ
海 外 研 修 産 業 情 報 論
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 放 射 線 の 利 用
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１
主題別ゼミナールⅠ 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

Ａ－１

目　

標　

Ａ

産 業 情 報 論 情 報 文 化 論

Ａ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－２
＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 日 本 文 学 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
歴 史 地 域 学 ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習

特別専攻プロジェクトⅠ

Ａ－３
＊情報科学アラカルト 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修 ＊ 卒 業 研 究

Ａ－３特別専攻プロジェクトⅠ 主題別ゼミナールⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
放 射 線 の 利 用 原子燃料サイクル・安全工学

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 生 命 科 学
物 理 学 実 験 化 学 実 験 解 析 Ⅲ

解 析 Ⅰ

Ｂ－２
＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 設 計 ・ 製 図

Ｂ－２機 械 工 学 概 論
機 械 工 作 実 習

Ｂ－３
＊情報基礎ゼミナール ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－３
＊ 基 礎 情 報 科 学

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１
＊情報科学アラカルト 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１

目　

標　

Ｃ

学 外 研 修

Ｃ－２ ＊情報基礎ゼミナール 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール ＊ 卒 業 研 究 Ｃ－２

Ｃ－３
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

Ｃ－３中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 主題別ゼミナールⅢ
海 外 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１ 離 散 数 学 ＊ 情 報 数 理 グ ラ フ 理 論 入 門 数 値 解 析 Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

Ｄ－２

＊情報科学アラカルト ＊ 情 報 工 学 概 論 ＊オペレーティングシステム ＊ デ ー タ ベ ー ス マルチメディア工学 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

Ｄ－２
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊ ウ ェ ブ デ ザ イ ン ＊コンピュータシステム ＊ 論 理 回 路 人 間 情 報 科 学 知 識 工 学
コンテンツ制作入門 コンピュータグラフィックス ビジュアル情報処理 言 語 と コ ン パ イ ラ 集 積 回 路

情報セキュリティ入門 電 子 工 学
電 気 工 学 情 報 工 学 特 別 講 義

Ｄ－３
＊プログラミング入門 ＊プログラミング言語 ＊データ構造とアルゴリズム ＊ プ ロ グ ラ ム 設 計 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－３
＊情報工学基礎実験Ⅱ

Ｄ－４

産 業 情 報 論 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 パ タ ー ン 情 報 処 理 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－４
＊情報工学基礎実験Ⅰ 計 測 情 報 工 学 制 御 工 学 ロ ボ ッ ト 工 学

経 営 情 報 論 ディジタル信号処理 シミュレーション工学
＊情報工学応用実験Ⅰ

Ｄ－５ ＊ 情 報 通 信 工 学 情報ネットワーク入門 ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報ネットワーク構築 ＊ 卒 業 研 究 Ｄ－５

「＊」印は必修科目を表わす。
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１
主題別ゼミナールⅠ 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

Ａ－１

目　

標　

Ａ

産 業 情 報 論 情 報 文 化 論

Ａ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－２
＊情報基礎ゼミナール 経 済 学 日 本 文 学 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
歴 史 地 域 学 ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習

特別専攻プロジェクトⅠ

Ａ－３
＊情報科学アラカルト 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ 原 子 力 体 感 研 修 ＊ 卒 業 研 究

Ａ－３特別専攻プロジェクトⅠ 主題別ゼミナールⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
放 射 線 の 利 用 原子燃料サイクル・安全工学

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 生 命 科 学
物 理 学 実 験 化 学 実 験 解 析 Ⅲ

解 析 Ⅰ

Ｂ－２
＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 設 計 ・ 製 図

Ｂ－２機 械 工 学 概 論
機 械 工 作 実 習

Ｂ－３
＊情報基礎ゼミナール ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－３
＊ 基 礎 情 報 科 学

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１
＊情報科学アラカルト 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１

目　

標　

Ｃ

学 外 研 修

Ｃ－２ ＊情報基礎ゼミナール 主題別ゼミナールⅢ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール ＊ 卒 業 研 究 Ｃ－２

Ｃ－３
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

Ｃ－３中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 主題別ゼミナールⅢ
海 外 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１ 離 散 数 学 ＊ 情 報 数 理 グ ラ フ 理 論 入 門 数 値 解 析 Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

Ｄ－２

＊情報科学アラカルト ＊ 情 報 工 学 概 論 ＊オペレーティングシステム ＊ デ ー タ ベ ー ス マルチメディア工学 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

Ｄ－２
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊ ウ ェ ブ デ ザ イ ン ＊コンピュータシステム ＊ 論 理 回 路 人 間 情 報 科 学 知 識 工 学
コンテンツ制作入門 コンピュータグラフィックス ビジュアル情報処理 言 語 と コ ン パ イ ラ 集 積 回 路

情報セキュリティ入門 電 子 工 学
電 気 工 学 情 報 工 学 特 別 講 義

Ｄ－３
＊プログラミング入門 ＊プログラミング言語 ＊データ構造とアルゴリズム ＊ プ ロ グ ラ ム 設 計 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－３
＊情報工学基礎実験Ⅱ

Ｄ－４

産 業 情 報 論 ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 パ タ ー ン 情 報 処 理 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－４
＊情報工学基礎実験Ⅰ 計 測 情 報 工 学 制 御 工 学 ロ ボ ッ ト 工 学

経 営 情 報 論 ディジタル信号処理 シミュレーション工学
＊情報工学応用実験Ⅰ

Ｄ－５ ＊ 情 報 通 信 工 学 情報ネットワーク入門 ＊情報工学応用実験Ⅰ 情報ネットワーク構築 ＊ 卒 業 研 究 Ｄ－５
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｅ

Ｅ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

特別専攻プロジェクトⅠ ＊情報工学基礎実験Ⅰ ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ

特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－２
＊情報基礎ゼミナール 特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ 情報専門ゼミナール ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２
特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－３
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－３
特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ

「＊」印は必修科目を表わす。
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システム情報工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｅ

Ｅ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

特別専攻プロジェクトⅠ ＊情報工学基礎実験Ⅰ ＊情報工学基礎実験Ⅱ ＊情報工学応用実験Ⅰ ＊情報工学応用実験Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅡ 学 外 研 修 情報専門ゼミナール
特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ

特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－２
＊情報基礎ゼミナール 特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ 情報専門ゼミナール ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２
特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－３
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ シ ス テ ム 数 理 情 報 シ ス テ ム 論 ＊情報工学応用実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－３
特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
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システム情報工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
キャリアデザインⅠ 第 1学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎
キャリアデザインⅡ 第 2学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎
キャリアデザインⅢ 第 3学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
情報基礎ゼミナール 第 1学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○
情報科学アラカルト 第 1学年前期 必修 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
情報工学概論 第 1学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
心理学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
哲学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○
職業倫理 第 3学年前期 必修 ◎ ◎ ○
日本文学 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○
海外文学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
日本国憲法 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○
歴史 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
経済学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○
地域学 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ○
日本語表現法 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎
実践日本語表現 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎
現代英語Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
現代英語Ⅱ 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅠ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅡ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語特別演習 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
中国語Ⅰ 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ◎
中国語Ⅱ 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ◎
中国語Ⅲ 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ◎
異文化コミュニケーション 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○
体育学 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ健康学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ特別演習 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅠ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅡ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅢ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
海外研修 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
微分 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
積分 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
線形代数 第 2学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
確率・統計 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
基礎物理学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎物理学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
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システム情報工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識と倫
理観を備え、地域社会へ
の関心をもつとともに、
地球的視野を身に付けた
人材

専門分野の基盤となる基
礎知識をもつとともに、
これらを活用して社会の
発展に貢献できる人材

コミュニケーション能力
と国際人としての素養を
身に付けた人材

情報技術の専門知識と応用展開能力を身
につけ、社会の課題に対して実践的に対
応できる技術者

自ら積極的に学ぶ意欲お
よび時代変化に継続的に
対処する能力をもち、情
報技術の融合によって課
題解決できる技術者

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 E-1 E-2 E-3
倫
理
観
：
情
報
技
術
が
社
会
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
情
報
技
術
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

地
域
社
会
へ
の
関
心
：
地
域
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
捉
え
て
、
意
見
を
表
現
で
き
る
こ
と

地
球
的
視
野
：
情
報
技
術
の
社
会
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ

多
面
的
な
視
点
か
ら
そ
の
効
用
と
課
題
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

自
然
科
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
物
理
あ
る
い
は
化
学
の
基
本
的
な
性
質

や
現
象
を
理
解
し
、
実
験
に
よ
り
確
認
で
き
る
こ
と

工
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
技
術
に
関
連
す
る
数
学
の
基
礎
知
識

（
微
分
、
積
分
、
線
形
代
数
な
ど
）
や
工
学
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
と
と

も
に
、
課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

情
報
技
術
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
技
術
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得

し
、
課
題
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

文
章
表
現
力
：
習
得
し
た
知
識
な
ら
び
に
自
分
の
意
見
を
文
章
に
よ
っ
て
論

理
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

口
頭
発
表
力
：
習
得
し
た
知
識
な
ら
び
に
自
分
の
意
見
を
聴
衆
に
対
し
て
明

確
に
提
示
し
、
質
問
の
内
容
や
意
図
を
理
解
し
て
適
切
に
応
答
で
き
る
こ
と

国
際
交
流
の
素
養
：
情
報
技
術
を
含
む
工
業
英
語
に
つ
い
て
、
文
章
を
読
ん

で
内
容
を
理
解
し
、
文
章
を
作
成
で
き
る
と
と
も
に
、
対
話
で
き
る
素
養
を

も
っ
て
い
る
こ
と

情
報
数
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
工
学
の
習
得
に
必
要
な
数
理
的
知

識
（
離
散
数
学
、
確
率
・
統
計
、
情
報
数
理
）
を
理
解
し
て
い
る
と
と
も
に
、

数
理
的
な
課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

情
報
技
術
の
専
門
知
識
：
情
報
分
野
の
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、

課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
力
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
設
計
の
概
念
な
ら
び
に
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
の
理
論
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
仕
様
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
制

作
で
き
る
こ
と

シ
ス
テ
ム
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
シ
ス
テ
ム
の
数
理
的
な
概
念
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
構
築
に
応
用
で
き
る
こ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
力
：
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
の
概
念
を
理
解
し
、
仕

様
に
基
づ
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
こ
と

自
発
的
・
継
続
的
学
習
意
欲
：
未
解
決
の
課
題
に
対
し
て
、
自
ら
情
報
を
収

集
し
内
容
を
理
解
し
て
、
解
決
に
当
た
れ
る
こ
と
。
必
要
に
応
じ
て
新
た
な

知
識
を
獲
得
し
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
課
題
を
解
決
で
き
る
こ
と

デ
ザ
イ
ン
能
力
：
複
合
的
で
解
が
複
数
存
在
す
る
課
題
に
対
し
て
、
創
造
力

（
既
存
の
原
理
や
知
識
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
概
念
を
創
り
出
す
能
力
）

を
も
っ
て
、
問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
方
針
を
立
案
で
き
る
こ
と

計
画
的
推
進
能
力
：
期
間
や
費
用
な
ど
、
与
え
ら
れ
た
制
約
の
も
と
で
計
画

的
に
仕
事
を
進
め
、
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

○ ◎
○ ◎
○ ○ ◎
◎ ○ ◎ ○

◎ ◎ ○
◎

◎
○
○

○
○

○
○
○
○

◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
○

○
○
○

○
○

○ ○ ○ ○
◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
現代物理学概論 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
応用物理学概論 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
生命科学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○
物理学実験 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
化学実験 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎情報科学 第 1学年前期 必修 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
離散数学 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
情報数理 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
システム数理 第 2学年後期 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
グラフ理論入門 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
計測情報工学 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
オペレーティングシステム 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
データベース 第 2学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
プログラミング入門 第 1学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
プログラミング言語 第 1学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
データ構造とアルゴリズム 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
プログラム設計 第 2学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
コンピュータシステム 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
論理回路 第 2学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
コンテンツ制作入門 第 1学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
ウェブデザイン 第 1学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
産業情報論 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
経営情報論 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
コンピュータグラフィックス 第 2学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
ビジュアル情報処理 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
マルチメディア工学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
人間情報科学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
パターン情報処理 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
情報文化論 第 3学年後期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
情報通信工学 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
情報ネットワーク入門 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
情報セキュリティ入門 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
情報ネットワーク構築 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
情報セキュリティ 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
情報システム論 第 3学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
制御工学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
ディジタル信号処理 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎



―  　　―115

第
1
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

システム情報工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識と倫
理観を備え、地域社会へ
の関心をもつとともに、
地球的視野を身に付けた
人材

専門分野の基盤となる基
礎知識をもつとともに、
これらを活用して社会の
発展に貢献できる人材

コミュニケーション能力
と国際人としての素養を
身に付けた人材

情報技術の専門知識と応用展開能力を身
につけ、社会の課題に対して実践的に対
応できる技術者

自ら積極的に学ぶ意欲お
よび時代変化に継続的に
対処する能力をもち、情
報技術の融合によって課
題解決できる技術者

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 E-1 E-2 E-3
倫
理
観
：
情
報
技
術
が
社
会
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
情
報
技
術
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

地
域
社
会
へ
の
関
心
：
地
域
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
捉
え
て
、
意
見
を
表
現
で
き
る
こ
と

地
球
的
視
野
：
情
報
技
術
の
社
会
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ

多
面
的
な
視
点
か
ら
そ
の
効
用
と
課
題
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

自
然
科
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
物
理
あ
る
い
は
化
学
の
基
本
的
な
性
質

や
現
象
を
理
解
し
、
実
験
に
よ
り
確
認
で
き
る
こ
と

工
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
技
術
に
関
連
す
る
数
学
の
基
礎
知
識

（
微
分
、
積
分
、
線
形
代
数
な
ど
）
や
工
学
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
と
と

も
に
、
課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

情
報
技
術
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
技
術
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得

し
、
課
題
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

文
章
表
現
力
：
習
得
し
た
知
識
な
ら
び
に
自
分
の
意
見
を
文
章
に
よ
っ
て
論

理
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

口
頭
発
表
力
：
習
得
し
た
知
識
な
ら
び
に
自
分
の
意
見
を
聴
衆
に
対
し
て
明

確
に
提
示
し
、
質
問
の
内
容
や
意
図
を
理
解
し
て
適
切
に
応
答
で
き
る
こ
と

国
際
交
流
の
素
養
：
情
報
技
術
を
含
む
工
業
英
語
に
つ
い
て
、
文
章
を
読
ん

で
内
容
を
理
解
し
、
文
章
を
作
成
で
き
る
と
と
も
に
、
対
話
で
き
る
素
養
を

も
っ
て
い
る
こ
と

情
報
数
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
工
学
の
習
得
に
必
要
な
数
理
的
知

識
（
離
散
数
学
、
確
率
・
統
計
、
情
報
数
理
）
を
理
解
し
て
い
る
と
と
も
に
、

数
理
的
な
課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

情
報
技
術
の
専
門
知
識
：
情
報
分
野
の
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、

課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
力
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
設
計
の
概
念
な
ら
び
に
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
の
理
論
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
仕
様
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
制

作
で
き
る
こ
と

シ
ス
テ
ム
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
シ
ス
テ
ム
の
数
理
的
な
概
念
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
構
築
に
応
用
で
き
る
こ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
力
：
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
の
概
念
を
理
解
し
、
仕

様
に
基
づ
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
こ
と

自
発
的
・
継
続
的
学
習
意
欲
：
未
解
決
の
課
題
に
対
し
て
、
自
ら
情
報
を
収

集
し
内
容
を
理
解
し
て
、
解
決
に
当
た
れ
る
こ
と
。
必
要
に
応
じ
て
新
た
な

知
識
を
獲
得
し
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
課
題
を
解
決
で
き
る
こ
と

デ
ザ
イ
ン
能
力
：
複
合
的
で
解
が
複
数
存
在
す
る
課
題
に
対
し
て
、
創
造
力

（
既
存
の
原
理
や
知
識
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
概
念
を
創
り
出
す
能
力
）

を
も
っ
て
、
問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
方
針
を
立
案
で
き
る
こ
と

計
画
的
推
進
能
力
：
期
間
や
費
用
な
ど
、
与
え
ら
れ
た
制
約
の
も
と
で
計
画

的
に
仕
事
を
進
め
、
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

◎
◎
◎
◎
○
◎
◎

◎ ○
◎
◎

◎ ○
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎

◎ ◎
◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎ ○
◎
◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
言語とコンパイラ 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
ロボット工学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
シミュレーション工学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
知識工学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
数値解析 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
集積回路 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
電気工学 第 2学年後期 選択 ◎ ○ ◎
電子工学 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎
設計・製図 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ◎
機械工学概論 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎
機械工作実習 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎
情報工学基礎実験Ⅰ 第 2学年前期 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
情報工学基礎実験Ⅱ 第 2学年後期 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
情報工学応用実験Ⅰ 第 3学年前期 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
情報工学応用実験Ⅱ 第 3学年後期 必修 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
情報専門ゼミナール 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
情報工学特別講義 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
卒業研究 第 4学年通年 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
学外研修 第 3学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
原子力エネルギー 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
放射線の利用 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
原子力体感研修 第 3学年後期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
原子燃料サイクル・安全工学 第 4学年後期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
解析Ⅰ 第1学年後期 選択 ◎ ◎
解析Ⅱ 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
解析Ⅲ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅠ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅡ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅢ 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅠ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅡ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅢ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎

システム情報工学科カリキュラム・マップ
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第
1
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良識と倫
理観を備え、地域社会へ
の関心をもつとともに、
地球的視野を身に付けた
人材

専門分野の基盤となる基
礎知識をもつとともに、
これらを活用して社会の
発展に貢献できる人材

コミュニケーション能力
と国際人としての素養を
身に付けた人材

情報技術の専門知識と応用展開能力を身
につけ、社会の課題に対して実践的に対
応できる技術者

自ら積極的に学ぶ意欲お
よび時代変化に継続的に
対処する能力をもち、情
報技術の融合によって課
題解決できる技術者

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 E-1 E-2 E-3
倫
理
観
：
情
報
技
術
が
社
会
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
情
報
技
術
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

地
域
社
会
へ
の
関
心
：
地
域
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
捉
え
て
、
意
見
を
表
現
で
き
る
こ
と

地
球
的
視
野
：
情
報
技
術
の
社
会
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ

多
面
的
な
視
点
か
ら
そ
の
効
用
と
課
題
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

自
然
科
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
物
理
あ
る
い
は
化
学
の
基
本
的
な
性
質

や
現
象
を
理
解
し
、
実
験
に
よ
り
確
認
で
き
る
こ
と

工
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
技
術
に
関
連
す
る
数
学
の
基
礎
知
識

（
微
分
、
積
分
、
線
形
代
数
な
ど
）
や
工
学
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
と
と

も
に
、
課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

情
報
技
術
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
技
術
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得

し
、
課
題
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

文
章
表
現
力
：
習
得
し
た
知
識
な
ら
び
に
自
分
の
意
見
を
文
章
に
よ
っ
て
論

理
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

口
頭
発
表
力
：
習
得
し
た
知
識
な
ら
び
に
自
分
の
意
見
を
聴
衆
に
対
し
て
明

確
に
提
示
し
、
質
問
の
内
容
や
意
図
を
理
解
し
て
適
切
に
応
答
で
き
る
こ
と

国
際
交
流
の
素
養
：
情
報
技
術
を
含
む
工
業
英
語
に
つ
い
て
、
文
章
を
読
ん

で
内
容
を
理
解
し
、
文
章
を
作
成
で
き
る
と
と
も
に
、
対
話
で
き
る
素
養
を

も
っ
て
い
る
こ
と

情
報
数
学
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
情
報
工
学
の
習
得
に
必
要
な
数
理
的
知

識
（
離
散
数
学
、
確
率
・
統
計
、
情
報
数
理
）
を
理
解
し
て
い
る
と
と
も
に
、

数
理
的
な
課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

情
報
技
術
の
専
門
知
識
：
情
報
分
野
の
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、

課
題
の
解
決
に
応
用
で
き
る
こ
と

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
力
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
設
計
の
概
念
な
ら
び
に
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
の
理
論
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
仕
様
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
制

作
で
き
る
こ
と

シ
ス
テ
ム
の
基
礎
知
識
と
応
用
力
：
シ
ス
テ
ム
の
数
理
的
な
概
念
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
構
築
に
応
用
で
き
る
こ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
力
：
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
の
概
念
を
理
解
し
、
仕

様
に
基
づ
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
こ
と

自
発
的
・
継
続
的
学
習
意
欲
：
未
解
決
の
課
題
に
対
し
て
、
自
ら
情
報
を
収

集
し
内
容
を
理
解
し
て
、
解
決
に
当
た
れ
る
こ
と
。
必
要
に
応
じ
て
新
た
な

知
識
を
獲
得
し
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
課
題
を
解
決
で
き
る
こ
と

デ
ザ
イ
ン
能
力
：
複
合
的
で
解
が
複
数
存
在
す
る
課
題
に
対
し
て
、
創
造
力

（
既
存
の
原
理
や
知
識
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
概
念
を
創
り
出
す
能
力
）

を
も
っ
て
、
問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
方
針
を
立
案
で
き
る
こ
と

計
画
的
推
進
能
力
：
期
間
や
費
用
な
ど
、
与
え
ら
れ
た
制
約
の
も
と
で
計
画

的
に
仕
事
を
進
め
、
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎

◎ ○
◎ ○

◎ ◎ ○
◎ ○ ◎

○ ○ ◎ ◎
◎

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
◎ ○ ○ ○

○
○
○
○

解析Ⅰ 第1学年後期 選択 ◎ ◎
◎
◎

○ ○ ◎ ◎ ◎
○ ○ ◎ ◎ ◎
○ ○ ◎ ◎ ◎

◎
◎
◎
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■生命環境科学科の教育目的

今日、環境保全や食品衛生管理に従事する人

材には、生物資源に関する高い知識が求められ

ています。

生命環境科学科では、地域・社会の要求に応

えるため、農林・水産・畜産等の生産現場から

食品・化学製造業及び品質管理・分析技術者な

ど、生命・食品及び環境分野で活躍する環境調

和プロセス技術者の育成を教育目的としていま

す。

この目標を達成するために、「生命・食品コー

ス」と「環境化学コース」の ２ つのコースを設置

し、生命科学を基礎として食品科学および環境

科学へ発展的に展開し、環境負荷を抑えた化学

工学プロセス技術に至る教育を実践します。学

生諸君は、いずれかのコースを選択し、履修モ

デルを基本とした学習をすることになります。

また、どちらのコース履修学生も「海洋学副

コース（海洋生態）」を選択可能であり、陸上の

みならず海洋を含めた生命科学を学ぶことがで

きます。

1 ．生命・食品コースの教育目的

生命科学、食品科学を中心に学び、それを基

礎として生物・食品・環境について科学的に理

解し、バイオテクノロジー、自然環境保護、食

品製造に必要な専門知識と応用展開能力を身に

つけます。バイオテクノロジーを利用した医薬品

や食品の創製、自然環境調査などで活躍できる

理科系人材の養成を目指します。

2 ．環境化学コースの教育目的

環境化学、環境工学、化学工学を中心に学び、

環境保全に関わる化学プロセスを科学的に理解

し、環境分析や環境にやさしいものづくりに必

要な専門知識と応用展開能力を身につけます。

2 ．12．4 生命環境科学科の学習・教育到達目標と教育課程 水域・大気・土壌の化学分析、環境浄化システ

ムの開発などで活躍できる技術者の養成を目指

します。

■�生命環境科学科の学習・教育到達目標（ディ

プロマ・ポリシー）

生命環境科学科では、所定の教育課程を修

め、以下の資質・能力を身につけたと認められ

る学生に対し、「学士（工学）」の学位を授与し

ます。

１ �　複数の視点から物事を観察し、人間活動

と自然環境の関わりを理解できる能力を有す

る。

２ �　自然科学および工学の基礎知識を習得し、

それらを応用できる能力を有する。

３ �　論理的な表現力・読解力・理解力を持ち、

それを外国語でも実践できる能力を有する。

４ �　生命科学・食品科学・環境化学に関する基

礎知識およびその高度応用展開能力を有する。

５ �　多分野の知識を活用し、能動的に環境調和

型社会に応用できる能力を有する。

６ �　計画的に仕事を進め、自主的に学習する能

力を有する。

生命環境科学科では次のような人材の育成を

教育到達目標とします。

（A�）社会人としての良識と倫理観を備え、地域

社会への関心を持つとともに、地球的視野を

身につけた人材

（A�-1）社会、地球環境、生命科学など、複数

の視点から多面的に物事を考える能力を身に

つける。

（A�-2）職業倫理を通して、社会人としての立場・

役割を認識し、技術者として強い倫理観を

もって行動できる能力を身につける。

（B�）専門分野の基礎となる基礎知識をもつとと

もに、これらを活用して社会の発展に貢献で
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きる人材

（B�-1）生物学・化学・物理学など自然科学の基

礎となる知識とそれらを応用できる能力を身

につける。

（B�-2）数学・情報技術など工学の基礎となる知

識とそれらを応用できる能力を身につける。

（C�）コミュニケーション能力と国際人としての

素養を身につけた人材

（C�-1）日本語で論理的な記述や口頭による表現

および討論ができる能力を身につける。

（C�-2）外国語による読解と表現の基礎的能力

を習得し、社会人として必要なコミュニケー

ション能力を身につける。

（D�）専門知識の着実な理解とその応用・展開能

力を持ち、実務に対処し得る人材

（D�-1）環境調和型社会に必要とされる生命科

学分野の基礎知識を身につける。

（D�-2）生命科学の専門知識を習得し、環境の

保全や評価などに応用展開できる能力を身に

つける。

（D�-3）環境調和型社会に必要とされる食品科

学分野の基礎知識を身につける。

（D�-4）食品科学の専門知識を習得し、一次産

業や食品生産などに応用展開できる能力を

身につける。

（D�-5）環境調和型社会に必要とされる環境化

学分野の基礎知識を身につける。

（D�-6）環境化学の専門知識を習得し、物質生

産や環境修復などに応用展開できる能力を身

につける。

（E�）生命科学、環境化学の知識を融合して、環

境調和型社会をデザインできる素養と能力を

身につけた人材

（F�）自ら考え、積極的に行動し、生涯自己学習

能力を持つ人材

（F�-1）生涯にわたり、常に新しい知識の獲得を

目指して自主的に学び、それを活用した課題

解決能力および資格取得のための能力を身に

つける。

（F�-2）実験、実習および卒業研究などを通して、

与えられた制約の下で計画的に仕事を進める

ことができる能力を身につける。

■�生命環境科学科のカリキュラム編成方針・教

育方法（カリキュラム・ポリシー）

生命環境科学科では、ディプロマ・ポリシー

に掲げる資質・能力を備えた人材を育成するた

めに、次のような教育課程編成・実施の方針を

定めています。

教育課程の骨格

カリキュラムを、「導入転換科目」、「総合教養

科目」、「工学基礎科目」、「専門科目」で編成し

ます。

総合的な人間力を養成する教育を実施します

総合教養科目においては、学科を問わないリ

ベラルアーツを展開し多面的に物事を考える素

養を養います。また導入転換科目においては、

社会と接点のある教育を実施し、キャリアデザ

イン科目を充実させます。これにより、豊かな

人間性を涵養し、柔軟な思考力や幅広い視野に

立った理解力を養成します。専門科目において

も、演習、実習、アクティブ・ラーニングなどの

授業を展開し、豊かな人間性と総合的な判断力、

並びに社会の変化に対応できる柔軟な思考力を

養成します。

専門分野の基礎原理を理解・修得するための教

育を実施します

学科の学問に必要な「工学基礎科目」を配置

し、専門科目を理解するための自然科学の基礎

を養います。さらに、専門科目の基礎と演習を

組み合わせた授業、専門基礎原理の実践的学

習を取り入れた授業などを展開し、これにより、

専門分野の基礎原理を理解・修得させる教育を

実施します。
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専門分野の基礎原理を実践的に応用展開できる

力をもたせる教育を実施します

応用展開力を養うために、生命科学・食品科

学・環境化学の基礎科目および各専門科目を配

置します。各分野の知識は演習および実験を通

して理解力を深め、多分野の知識を応用展開す

る能力を養います。修得した複数分野の知識や

スキルを統合し、決められた制約の下で応用展

開すると共に論理的な思考力と表現力を育成す

るため、「生命環境科学セミナー」および「卒業

研究」を必修とします。

人間社会と地球環境の関連を理解し発展させる

力を養成する教育を実施します

環境調和型社会の実現に向け、人間活動に

よる環境への影響を理解できる教育を展開しま

す。これにより、様々な知識・技術を活用し問

題を解決する素養を養成します。

生命環境科学科のカリキュラム編成方針

１ �）４年間一貫教育：導入転換科目、総合教

養科目、工学基礎科目、専門科目の４区分

の科目により、総合的に調和のとれた４年

間一貫教育を実施する。

　　→�教育到達目標（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）、

（Ｅ）、（Ｆ）の実現

２ �）導入転換科目：将来の自己の確立を促す

科目および高校教育から大学教育への円滑

な誘導を促す科目。キャリアデザイン、工

学への関心。

　　→�教育到達目標（Ａ）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、

（Ｆ）の実現

３ �）総合教養科目：人間科学、国際コミュニ

ケーション、体育科学、総合学際分野の科

目群。

　　→�教育到達目標（Ａ）、（C）、（Ｆ）の実現

４ �）工学基礎科目：専門科目の学習に必要な

数学、物理の科目群。

　　→�教育到達目標（Ａ）、（Ｂ）、（Ｆ）の実現

5� ）専門科目：専門基礎、生命科学、食品工

学、環境工学、実験・実習・演習、研修、

海洋学、の科目群

　　→�教育到達目標（Ａ）、（Ｂ）、（Ｄ）、（E）、

（Ｆ）の実現

生命環境科学科の学習・教育方法

１ �）個別指導により、大学生活への円滑な移

行を支援し、きめ細かい履修指導を行う。

　　→�教育到達目標（F）の実現

２ �）実験、実習、演習、研修など実践体験

型学習を重視し、学問の理解、課題の発見、

適切な対応を通して創造的な人間性を育成

する教育。

　　→�教育到達目標（B）、（D）の実現

３ �）IT社会において、実践的な人材として活

躍できる、情報機器を活用した学習・教育。

　　→�教育到達目標（B）の実現

４ �）総合的な学習・教育の場としてセミナー、

卒業研究を重視し、プレゼンテーション能

力の育成を図る。

　　→�教育到達目標（C）、（D）の実現

５ �）経済性、安全性、信頼性、社会および環

境への影響を考慮しながら問題解決に対応

できる応用能力、デザイン能力、マネジメ

ント能力の充実を目指す学習・教育。

　　→�教育到達目標（A）、（E）の実現

６ �）少人数教育の実施やオフィスアワーを設

け学生諸君と教職員との絆を築くことによ

り、学生諸君が、自主的、継続的に学習す

る能力を身につける指導を行う。

　　→�教育到達目標（F）の実現

７ �）学生による「授業評価制度」を設け、授

業内容など学習・教育に関する要望につい

ての「授業評価アンケート」結果に基づき

継続的な教育改善を実施していきます。な

お、教育環境についても整備していきます。
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生命環境科学科カリキュラム

区　分 分 野
第　 1　学　年 第　 2　学　年

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導入転換
科 目

キャリアデザイン 　キ　ャ　リ　ア　デ　ザ　イ　ン　Ⅰ 1 　キ　ャ　リ　ア　デ　ザ　イ　ン　Ⅱ 1 　キ　ャ　リ　ア　デ　ザ　イ　ン　Ⅲ 1 キャリアデザイン 導入転換
科 目工 学 へ の 関 心 　生命環境科学概論 ② 　生命環境科学導入デザイン ② 工 学 へ の 関 心

総合教養
科 目

人 間 科 学
　歴　　　　　史 ② 　経　　済　　学 2 　心　　理　　学 2 　哲　　　　　学 2 　職　業　倫　理 ② 　日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

　地　　域　　学 2 　日　本　文　学 2
　海　外　文　学 2

国 際
コミュニケーション

　日本語表現法 2 　実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション　現 代 英 語 Ⅰ ② 　現 代 英 語 Ⅱ ② 　英語コミュニケーションⅠ 2 　英語コミュニケーションⅡ 2 　英語特別演習 2 　異文化コミュニケーション 2

　中　国　語　Ⅰ 2 　中　国　語　Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2
体 育 科 学 　体　　育　　学 1 　スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
　主題別ゼミナールⅠ 2 　主題別ゼミナールⅡ 2 　主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
　海　外　研　修 1

工学基礎
科 目 工 学 基 礎

　微　　　　　分 ② 　積　　　　　分 ② ●線　形　代　数 2 ●確 率 ・ 統 計 2

工 学 基 礎 工学基礎
科 目◎基礎物理学Ⅰ 2 　基礎物理学Ⅱ 2 　現代物理学概論 2 　応用物理学概論 2

　物 理 学 概 論 2
◎環境とエネルギー 2

専門科目

専 門 基 礎

　基礎情報科学 ②

専 門 基 礎

専門科目

　バイオテクノロジー ② 　生　　化　　学 ②
　生　命　科　学 ②
　基 礎 化 学 Ⅰ ② ◎基 礎 化 学 Ⅱ 2 　分　析　化　学 ②
　化　学　実　験 ② ●無　機　化　学 2 ◎有　機　化　学 2

　環境化学量論 ②
●環 境 材 料 学 2

　物 理 学 実 験 2 　物　理　化　学 ② 　化　学　工　学 ②

生 命 科 学
　微　生　物　学 ② ○微 生 物 工 学 2

　分 子 遺 伝 学 ②

食 品 科 学

○食　品　化　学 2

環 境 工 学
　グリーンケミストリー ② ●リサイクル工学 2 ●計測制御工学 2

環 境 工 学◎機　器　分　析 2 ●環境汚染物質分析学 2 ◎環境影響評価論 2
　地球環境システム科学 2

実 験 ・ 実
習 ・ 演 習

　生命環境科学基礎演習Ⅰ ② 　生命環境科学基礎演習Ⅱ ② 　生命環境科学演習Ⅰ ② 　生命環境科学演習Ⅱ ②
実 験 ・ 実
習 ・ 演 習　生命環境科学基礎実験 ① 　生命環境科学実験Ⅰ ① 　生命環境科学実験Ⅱ ①

　生命環境プロセス実習Ⅰ ① 　生命環境プロセス実習Ⅱ ①

研 修
　インターンシップ 1

研 修　生命環境科学セミナー ①
卒 業 研 究 ⑥

海 洋 学
　海洋学の基礎と未来 2 　海 洋 生 物 学 2 　臨　海　実　習 2 　海 洋 生 態 学 2

海 洋 学
　リモートセンシング概論 1

進級要件　総計25単位以上（必修12単位以上） 進級要件　総計60単位以上（必修30単位以上）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 1．科目名称の後の数字は単位数を示す。○は必修科目、その他は選択科目を意味する。
注 2．�総合教養科目から必修を含め20単位以上修得すること。ただし、人間科学分野から必修を含めて ８単位以上、国際コミュニケーショ

ン分野から必修を含めて ８単位以上を修得すること。
注 3．専門科目から必修を含み70単位以上修得すること。
注 4．�3 年生から 4 年生への進級要件の47単位には、生命環境科学基礎実験、生命環境科学実験Ⅰおよび生命環境科学実験Ⅱの単位を

含むこと。
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生命環境科学科カリキュラム

（令和 3年度入学生用）

第　 3　学　年 第　 4　学　年
分 野 区　分

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導入転換
科 目

キャリアデザイン 　キ　ャ　リ　ア　デ　ザ　イ　ン　Ⅰ 1 　キ　ャ　リ　ア　デ　ザ　イ　ン　Ⅱ 1 　キ　ャ　リ　ア　デ　ザ　イ　ン　Ⅲ 1 キャリアデザイン 導入転換
科 目工 学 へ の 関 心 　生命環境科学概論 ② 　生命環境科学導入デザイン ② 工 学 へ の 関 心

総合教養
科 目

人 間 科 学
　歴　　　　　史 ② 　経　　済　　学 2 　心　　理　　学 2 　哲　　　　　学 2 　職　業　倫　理 ② 　日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

　地　　域　　学 2 　日　本　文　学 2
　海　外　文　学 2

国 際
コミュニケーション

　日本語表現法 2 　実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション　現 代 英 語 Ⅰ ② 　現 代 英 語 Ⅱ ② 　英語コミュニケーションⅠ 2 　英語コミュニケーションⅡ 2 　英語特別演習 2 　異文化コミュニケーション 2

　中　国　語　Ⅰ 2 　中　国　語　Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2
体 育 科 学 　体　　育　　学 1 　スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
　主題別ゼミナールⅠ 2 　主題別ゼミナールⅡ 2 　主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
　海　外　研　修 1

工学基礎
科 目 工 学 基 礎

　微　　　　　分 ② 　積　　　　　分 ② ●線　形　代　数 2 ●確 率 ・ 統 計 2

工 学 基 礎 工学基礎
科 目◎基礎物理学Ⅰ 2 　基礎物理学Ⅱ 2 　現代物理学概論 2 　応用物理学概論 2

　物 理 学 概 論 2
◎環境とエネルギー 2

専門科目

専 門 基 礎

　基礎情報科学 ②

専 門 基 礎

専門科目

　化　学　工　学 ②

生 命 科 学
　微　生　物　学 ② ○微 生 物 工 学 2 ○酵　素　工　学 2

生 命 科 学　分 子 遺 伝 学 ② ○遺 伝 子 工 学 2 ○生　　理　　学 2
◎環 境 生 物 学 2
○生物有機化学 2

食 品 科 学
○食 品 分 析 学 2

○食　品　工　学 2 ○食 品 製 造 学 2
●品　質　管　理 2 ○食 品 衛 生 学 2 ○公 衆 衛 生 学 2

環 境 工 学
　グリーンケミストリー ② ●リサイクル工学 2 ●計測制御工学 2

環 境 工 学◎機　器　分　析 2 ●環境汚染物質分析学 2 ◎環境影響評価論 2
　地球環境システム科学 2

実 験 ・ 実
習 ・ 演 習

　生命環境科学基礎演習Ⅰ ② 　生命環境科学基礎演習Ⅱ ② 　生命環境科学演習Ⅰ ② 　生命環境科学演習Ⅱ ②
実 験 ・ 実
習 ・ 演 習　生命環境科学基礎実験 ① 　生命環境科学実験Ⅰ ① 　生命環境科学実験Ⅱ ①

　生命環境プロセス実習Ⅱ ①

研 修
　インターンシップ 1

研 修　生命環境科学セミナー ①
卒 業 研 究 ⑥

海 洋 学
　海洋学の基礎と未来 2 　海 洋 生 物 学 2 　臨　海　実　習 2 　海 洋 生 態 学 2

海 洋 学
　リモートセンシング概論 1

進級要件　総計100単位以上（必修47単位以上） 卒業要件　総計124単位以上（必修60単位を含む）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

◎は「生命・食品」および「環境化学」両コースの履修推奨科目
○は「生命・食品コース」の履修推奨科目
●は「環境化学」コースの履修推奨科目
　　　　 は必修科目。
　　　　 は食品衛生管理者資格の取得に必要な科目。
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生命環境科学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心

地 域 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

①寛容な心
海 外 研 修 イ ン タ ー ン シ ッ プ

＊生命環境科学セミナー

②感動する心
海 外 研 修 日 本 文 学 ＊生命環境科学基礎実験

②感動する心
海洋学の基礎と未来 海 外 文 学 臨 海 実 習

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性
歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 ＊生命環境科学基礎実験 イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊生命環境科学セミナー
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 臨 海 実 習 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ ＊生命環境プロセス実習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ
＊ 基 礎 情 報 科 学 海 洋 生 物 学

④人間環境理解力
＊ 生 命 科 学 経 済 学 心 理 学 哲 学 環 境 生 物 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力地 域 学 海 外 文 学 微 生 物 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ 食 品 衛 生 学
＊ 微 生 物 学 リ サ イ ク ル 工 学

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 心 理 学 ＊生命環境科学セミナー

海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学
＊生命環境プロセス実習Ⅰ

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

環 境 と エ ネ ル ギ ー

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ
異文化コミュニケーション
＊生命環境科学セミナー

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅱ
海 外 研 修 異文化コミュニケーション

＊生命環境科学セミナー

⑨チームワーク力
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊生命環境科学基礎実験 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力海 外 研 修 ＊生命環境プロセス実習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅠ

⑩リーダーシップ力
特別専攻プロジェクトⅠ ＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力
特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 心 理 学 確 率 ・ 統 計 環 境 影 響 評 価 論 ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 経 済 学 日 本 文 学 環 境 材 料 学 ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境プロセス実習Ⅱ
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 生 命 科 学 ＊ 積 分 線 形 代 数

無 機 化 学 ＊ 分 析 化 学
海洋学の基礎と未来 ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ
特別専攻プロジェクトⅠ

「＊」印は必修科目を表わす。
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生命環境科学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心

地 域 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

①寛容な心
海 外 研 修 イ ン タ ー ン シ ッ プ

＊生命環境科学セミナー

②感動する心
海 外 研 修 日 本 文 学 ＊生命環境科学基礎実験

②感動する心
海洋学の基礎と未来 海 外 文 学 臨 海 実 習

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性
歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 ＊生命環境科学基礎実験 イ ン タ ー ン シ ッ プ ＊生命環境科学セミナー
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 臨 海 実 習 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ ＊生命環境プロセス実習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ
＊ 基 礎 情 報 科 学 海 洋 生 物 学

④人間環境理解力
＊ 生 命 科 学 経 済 学 心 理 学 哲 学 環 境 生 物 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力地 域 学 海 外 文 学 微 生 物 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ 食 品 衛 生 学
＊ 微 生 物 学 リ サ イ ク ル 工 学

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 心 理 学 ＊生命環境科学セミナー

海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学
＊生命環境プロセス実習Ⅰ

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

環 境 と エ ネ ル ギ ー

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ
異文化コミュニケーション
＊生命環境科学セミナー

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅱ
海 外 研 修 異文化コミュニケーション

＊生命環境科学セミナー

⑨チームワーク力
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊生命環境科学基礎実験 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑨チームワーク力海 外 研 修 ＊生命環境プロセス実習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅠ

⑩リーダーシップ力
特別専攻プロジェクトⅠ ＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑩リーダーシップ力
特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 心 理 学 確 率 ・ 統 計 環 境 影 響 評 価 論 ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 経 済 学 日 本 文 学 環 境 材 料 学 ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境プロセス実習Ⅱ
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
＊ 生 命 科 学 ＊ 積 分 線 形 代 数

無 機 化 学 ＊ 分 析 化 学
海洋学の基礎と未来 ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ
特別専攻プロジェクトⅠ
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修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 ＊ 化 学 工 学 計 測 制 御 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑫数量的スキル

基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 食 品 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ
物 理 学 概 論 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 物 理 化 学 リ サ イ ク ル 工 学 リモートセンシング概論 公 衆 衛 生 学
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 分 析 化 学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
＊ 化 学 実 験 物 理 学 実 験 ＊ 環 境 化 学 量 論 解 析 Ⅲ

解 析 Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ
解 析 Ⅱ

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力＊ 基 礎 情 報 科 学 機 器 分 析 ＊生命環境科学演習Ⅰ
＊生命環境科学セミナー

⑭論理的思考力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 心 理 学 哲 学 ＊ 化 学 工 学 食 品 衛 生 学 ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

歴 史 日 本 語 表 現 法 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 環 境 生 物 学 計 測 制 御 工 学
＊ 微 分 ＊ 積 分 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 食 品 工 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 微 生 物 工 学 品 質 管 理 特別専攻プロジェクトⅢ
物 理 学 概 論 基 礎 化 学 Ⅱ 線 形 代 数 リ サ イ ク ル 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 物 理 学 実 験 現 代 物 理 学 概 論 機 器 分 析 ＊生命環境科学実験Ⅰ
＊ 化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ 環 境 と エ ネ ル ギ ー 特別専攻プロジェクトⅡ 海 洋 生 態 学

＊ 物 理 化 学
＊ 環 境 化 学 量 論
＊ 微 生 物 学

⑮問題解決力

＊ 微 分 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 化 学 工 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 環 境 影 響 評 価 論 リモートセンシング概論
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ ＊生命環境科学実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ ＊生命環境科学セミナー
＊ 化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ 環 境 と エ ネ ル ギ ー 海 洋 生 態 学

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 環 境 化 学 量 論

⑯専門基礎原理の理解
力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 遺 伝 子 工 学 酵 素 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 環 境 と エ ネ ル ギ ー ＊ 生 化 学 環 境 生 物 学 生 理 学
物 理 学 概 論 無 機 化 学 ＊ 物 理 化 学 環 境 材 料 学 生 物 有 機 化 学 食 品 分 析 学 公 衆 衛 生 学
＊バイオテクノロジー 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 分 析 化 学 微 生 物 工 学 品 質 管 理 食 品 製 造 学
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 物 理 学 実 験 有 機 化 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 特別専攻ゼミナールⅡ 食 品 衛 生 学
＊ 化 学 実 験 海洋学の基礎と未来 ＊ 微 生 物 学 機 器 分 析 ＊生命環境科学演習Ⅱ
＊ 生 命 科 学 地球環境システム科学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学実験Ⅱ
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 リモートセンシング概論

海 洋 生 物 学 特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅢ

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 化 学 工 学 酵 素 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊グリーンケミストリー 有 機 化 学 環 境 材 料 学 遺 伝 子 工 学 生 理 学
＊ 環 境 化 学 量 論 微 生 物 工 学 生 物 有 機 化 学 食 品 分 析 学 ＊生命環境科学セミナー
＊ 微 生 物 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 食 品 工 学 食 品 製 造 学
地球環境システム科学 食 品 化 学 環境汚染物質分析学 食 品 衛 生 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ リ サ イ ク ル 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ 計 測 制 御 工 学
＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境科学演習Ⅱ
海 洋 生 物 学 臨 海 実 習 海 洋 生 態 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ

特別専攻ゼミナール 特別専攻ゼミナールⅡ ＊生命環境プロセス実習Ⅱ
リモートセンシング概論
特別専攻ゼミナールⅢ

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計
基 礎 物 理 学 Ⅰ 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ
物 理 学 概 論 ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 線 形 代 数
＊ 化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ
＊ 生 命 科 学 物 理 学 実 験

生命環境科学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 ＊ 化 学 工 学 計 測 制 御 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑫数量的スキル

基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 食 品 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ
物 理 学 概 論 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 物 理 化 学 リ サ イ ク ル 工 学 リモートセンシング概論 公 衆 衛 生 学
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 分 析 化 学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
＊ 化 学 実 験 物 理 学 実 験 ＊ 環 境 化 学 量 論 解 析 Ⅲ

解 析 Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ
解 析 Ⅱ

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑬情報リテラシー力＊ 基 礎 情 報 科 学 機 器 分 析 ＊生命環境科学演習Ⅰ
＊生命環境科学セミナー

⑭論理的思考力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 心 理 学 哲 学 ＊ 化 学 工 学 食 品 衛 生 学 ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

歴 史 日 本 語 表 現 法 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 環 境 生 物 学 計 測 制 御 工 学
＊ 微 分 ＊ 積 分 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 食 品 工 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 微 生 物 工 学 品 質 管 理 特別専攻プロジェクトⅢ
物 理 学 概 論 基 礎 化 学 Ⅱ 線 形 代 数 リ サ イ ク ル 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 物 理 学 実 験 現 代 物 理 学 概 論 機 器 分 析 ＊生命環境科学実験Ⅰ
＊ 化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ 環 境 と エ ネ ル ギ ー 特別専攻プロジェクトⅡ 海 洋 生 態 学

＊ 物 理 化 学
＊ 環 境 化 学 量 論
＊ 微 生 物 学

⑮問題解決力

＊ 微 分 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ ＊ 化 学 工 学 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力
基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 環 境 影 響 評 価 論 リモートセンシング概論
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 線 形 代 数 特別専攻プロジェクトⅡ ＊生命環境科学実験Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ ＊生命環境科学セミナー
＊ 化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ 環 境 と エ ネ ル ギ ー 海 洋 生 態 学

特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 環 境 化 学 量 論

⑯専門基礎原理の理解
力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 遺 伝 子 工 学 酵 素 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑯専門基礎原理の理解
力

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 環 境 と エ ネ ル ギ ー ＊ 生 化 学 環 境 生 物 学 生 理 学
物 理 学 概 論 無 機 化 学 ＊ 物 理 化 学 環 境 材 料 学 生 物 有 機 化 学 食 品 分 析 学 公 衆 衛 生 学
＊バイオテクノロジー 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 分 析 化 学 微 生 物 工 学 品 質 管 理 食 品 製 造 学
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 物 理 学 実 験 有 機 化 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 特別専攻ゼミナールⅡ 食 品 衛 生 学
＊ 化 学 実 験 海洋学の基礎と未来 ＊ 微 生 物 学 機 器 分 析 ＊生命環境科学演習Ⅱ
＊ 生 命 科 学 地球環境システム科学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学実験Ⅱ
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 リモートセンシング概論

海 洋 生 物 学 特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅢ

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 化 学 工 学 酵 素 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊グリーンケミストリー 有 機 化 学 環 境 材 料 学 遺 伝 子 工 学 生 理 学
＊ 環 境 化 学 量 論 微 生 物 工 学 生 物 有 機 化 学 食 品 分 析 学 ＊生命環境科学セミナー
＊ 微 生 物 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 食 品 工 学 食 品 製 造 学
地球環境システム科学 食 品 化 学 環境汚染物質分析学 食 品 衛 生 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ リ サ イ ク ル 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ 計 測 制 御 工 学
＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境科学演習Ⅱ
海 洋 生 物 学 臨 海 実 習 海 洋 生 態 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ

特別専攻ゼミナール 特別専攻ゼミナールⅡ ＊生命環境プロセス実習Ⅱ
リモートセンシング概論
特別専攻ゼミナールⅢ

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計
基 礎 物 理 学 Ⅰ 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ
物 理 学 概 論 ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 線 形 代 数
＊ 化 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ
＊ 生 命 科 学 物 理 学 実 験

生命環境科学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）



―  　　―130

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 無 機 化 学 環 境 材 料 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 公 衆 衛 生 学

⑲市民としての社会的
責任感

＊グリーンケミストリー 環 境 生 物 学 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ
品 質 管 理 イ ン タ ー ン シ ッ プ
環 境 影 響 評 価 論
環境汚染物質分析学

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

⑳異文化理解力
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学
物 理 学 概 論 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ

中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修

生命環境科学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 無 機 化 学 環 境 材 料 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 公 衆 衛 生 学

⑲市民としての社会的
責任感

＊グリーンケミストリー 環 境 生 物 学 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ
品 質 管 理 イ ン タ ー ン シ ッ プ
環 境 影 響 評 価 論
環境汚染物質分析学

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

⑳異文化理解力
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学
物 理 学 概 論 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ

中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修

生命環境科学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
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生命環境科学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－１
目　

標　

Ａ

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 日 本 国 憲 法 異文化コミュニケーション
歴 史 経 済 学 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ 環 境 影 響 評 価 論 イ ン タ ー ン シ ッ プ 公 衆 衛 生 学
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 英語コミュニケーションⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊生命環境科学演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
体 育 学 中 国 語 Ⅱ ス ポ ー ツ 健 康 学
＊ 化 学 実 験 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 主題別ゼミナールⅡ

主題別ゼミナールⅠ 環 境 と エ ネ ル ギ ー
海 外 研 修 ＊ 分 析 化 学
＊グリーンケミストリー 地球環境システム科学
特別専攻プロジェクトⅠ

Ａ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－２
心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

環 境 材 料 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ イ ン タ ー ン シ ッ プ

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 心 理 学 英語コミュニケーションⅡ ＊ 職 業 倫 理 ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

＊ 現 代 敬 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 応 用 物 理 学 概 論 英 語 特 別 演 習
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 ＊ 分 子 遺 伝 学 遺 伝 子 工 学 公 衆 衛 生 学
物 理 学 概 論 無 機 化 学 環 境 と エ ネ ル ギ ー ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境科学セミナー
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 物 理 化 学
＊ 化 学 実 験 Ⅰ 物 理 学 実 験 地球環境システム科学
＊ 生 命 科 学 海洋学の基礎と未来 海 洋 生 物 学

Ｂ－２

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 心 理 学 英語コミュニケーションⅡ ＊ 職 業 倫 理 計 測 制 御 工 学

Ｂ－２

＊ 微 分 ＊ 積 分 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 英 語 特 別 演 習 ＊生命環境科学演習Ⅱ
＊ 基 礎 情 報 科 学 解 析 Ⅰ 線 形 代 数 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ リモートセンシング概論

環 境 と エ ネ ル ギ ー 解 析 Ⅲ
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ
解 析 Ⅱ

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１
目　

標　

Ｃ

歴 史 日 本 語 表 現 法 ス ポ ー ツ 健 康 学
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 主題別ゼミナールⅡ 異文化コミュニケーション

主題別ゼミナールⅠ ＊生命環境科学セミナー

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－２中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修 ＊生命環境科学セミナー

「＊」印は必修科目を表わす。



―  　　―133

第
1
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

生命環境科学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－１
目　

標　

Ａ

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 日 本 国 憲 法 異文化コミュニケーション
歴 史 経 済 学 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ 環 境 影 響 評 価 論 イ ン タ ー ン シ ッ プ 公 衆 衛 生 学
＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 英語コミュニケーションⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊生命環境科学演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
体 育 学 中 国 語 Ⅱ ス ポ ー ツ 健 康 学
＊ 化 学 実 験 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 主題別ゼミナールⅡ

主題別ゼミナールⅠ 環 境 と エ ネ ル ギ ー
海 外 研 修 ＊ 分 析 化 学
＊グリーンケミストリー 地球環境システム科学
特別専攻プロジェクトⅠ

Ａ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

Ａ－２
心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

環 境 材 料 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ イ ン タ ー ン シ ッ プ

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 心 理 学 英語コミュニケーションⅡ ＊ 職 業 倫 理 ＊ 卒 業 研 究

Ｂ－１

目　
標　
Ｂ

＊ 現 代 敬 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 応 用 物 理 学 概 論 英 語 特 別 演 習
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 ＊ 分 子 遺 伝 学 遺 伝 子 工 学 公 衆 衛 生 学
物 理 学 概 論 無 機 化 学 環 境 と エ ネ ル ギ ー ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境科学セミナー
＊ 基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 物 理 化 学
＊ 化 学 実 験 Ⅰ 物 理 学 実 験 地球環境システム科学
＊ 生 命 科 学 海洋学の基礎と未来 海 洋 生 物 学

Ｂ－２

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 心 理 学 英語コミュニケーションⅡ ＊ 職 業 倫 理 計 測 制 御 工 学

Ｂ－２

＊ 微 分 ＊ 積 分 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 英 語 特 別 演 習 ＊生命環境科学演習Ⅱ
＊ 基 礎 情 報 科 学 解 析 Ⅰ 線 形 代 数 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ リモートセンシング概論

環 境 と エ ネ ル ギ ー 解 析 Ⅲ
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ
解 析 Ⅱ

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１
目　

標　

Ｃ

歴 史 日 本 語 表 現 法 ス ポ ー ツ 健 康 学
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 主題別ゼミナールⅡ 異文化コミュニケーション

主題別ゼミナールⅠ ＊生命環境科学セミナー

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－２中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修 ＊生命環境科学セミナー
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生命環境科学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 有 機 化 学 ＊ 生 化 学 遺 伝 子 工 学 酵 素 工 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊バイオテクノロジー ＊ 微 生 物 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 環 境 生 物 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 生 物 有 機 化 学 ＊生命環境科学セミナー
海 洋 生 物 学 ＊生命環境科学基礎実験 海 洋 生 態 学

Ｄ－２

無 機 化 学 ＊ 分 析 化 学 環 境 材 料 学 遺 伝 子 工 学 生 理 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－２
＊グリーンケミストリー 有 機 化 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 環 境 生 物 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ

海 洋 生 物 学 機 器 分 析 生 物 有 機 化 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
臨 海 実 習 ＊生命環境科学実験Ⅰ

海 洋 生 態 学

Ｄ－３

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 有 機 化 学 微 生 物 工 学 生 物 有 機 化 学 生 理 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－３
＊ 微 生 物 学 食 品 化 学 食 品 分 析 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 食 品 製 造 学 ＊生命環境科学セミナー

＊生命環境科学基礎実験 食 品 衛 生 学

Ｄ－４

＊生命環境プロセス実習Ⅰ 微 生 物 工 学 食 品 工 学 食 品 分 析 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－４
＊生命環境科学実験Ⅰ 食 品 製 造 学

食 品 衛 生 学 ＊生命環境科学セミナー
＊生命環境科学実験Ⅱ
＊生命環境プロセス実習Ⅱ

Ｄ－５

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 有 機 化 学 環 境 材 料 学 ＊ 化 学 工 学 計 測 制 御 工 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－５

海洋学の基礎と未来 ＊ 環 境 化 学 量 論 リ サ イ ク ル 工 学 生 物 有 機 化 学
＊ 微 生 物 学 機 器 分 析 食 品 工 学 ＊生命環境科学セミナー
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 品 質 管 理
＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 環 境 影 響 評 価 論

環境汚染物質分析学
＊生命環境科学演習Ⅰ

Ｄ－６

＊ 分 析 化 学 リ サ イ ク ル 工 学 ＊ 化 学 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－６
有 機 化 学 生 物 有 機 化 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ
＊ 環 境 化 学 量 論 品 質 管 理 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
＊生命環境プロセス実習Ⅰ 環 境 影 響 評 価 論

＊生命環境科学実験Ⅰ

目  

標  

Ｅ
Ｅ－１

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン ＊ 分 析 化 学 環 境 材 料 学 ＊ 化 学 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

無 機 化 学 ＊ 環 境 化 学 量 論 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 環 境 生 物 学
＊ 微 生 物 学 ＊生命環境科学基礎実験 品 質 管 理 公 衆 衛 生 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ 臨 海 実 習 海 洋 生 態 学 ＊生命環境科学セミナー

目　

標　

Ｆ

Ｆ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｆ－１
目　

標　

Ｆ

＊生命環境科学概論 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 分 析 化 学 環 境 材 料 学 環 境 影 響 評 価 論 食 品 衛 生 学 ＊生命環境科学セミナー
＊ 微 生 物 学 微 生 物 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ ＊生命環境科学演習Ⅱ

特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅡ ＊生命環境科学実験Ⅱ
特別専攻ゼミナールⅠ イ ン タ ー ン シ ッ プ

特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻ゼミナールⅢ

Ｆ－２

＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊生命環境科学導入デザイン ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｆ－２
特別専攻プロジェクトⅠ ＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ

臨 海 実 習 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅡ

「＊」印は必修科目を表わす。
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生命環境科学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 有 機 化 学 ＊ 生 化 学 遺 伝 子 工 学 酵 素 工 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊バイオテクノロジー ＊ 微 生 物 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 環 境 生 物 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 生 物 有 機 化 学 ＊生命環境科学セミナー
海 洋 生 物 学 ＊生命環境科学基礎実験 海 洋 生 態 学

Ｄ－２

無 機 化 学 ＊ 分 析 化 学 環 境 材 料 学 遺 伝 子 工 学 生 理 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－２
＊グリーンケミストリー 有 機 化 学 ＊ 分 子 遺 伝 学 環 境 生 物 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ

海 洋 生 物 学 機 器 分 析 生 物 有 機 化 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
臨 海 実 習 ＊生命環境科学実験Ⅰ

海 洋 生 態 学

Ｄ－３

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 有 機 化 学 微 生 物 工 学 生 物 有 機 化 学 生 理 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－３
＊ 微 生 物 学 食 品 化 学 食 品 分 析 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 食 品 製 造 学 ＊生命環境科学セミナー

＊生命環境科学基礎実験 食 品 衛 生 学

Ｄ－４

＊生命環境プロセス実習Ⅰ 微 生 物 工 学 食 品 工 学 食 品 分 析 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－４
＊生命環境科学実験Ⅰ 食 品 製 造 学

食 品 衛 生 学 ＊生命環境科学セミナー
＊生命環境科学実験Ⅱ
＊生命環境プロセス実習Ⅱ

Ｄ－５

＊生命環境科学概論 ＊生命環境科学導入デザイン 有 機 化 学 環 境 材 料 学 ＊ 化 学 工 学 計 測 制 御 工 学 ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－５

海洋学の基礎と未来 ＊ 環 境 化 学 量 論 リ サ イ ク ル 工 学 生 物 有 機 化 学
＊ 微 生 物 学 機 器 分 析 食 品 工 学 ＊生命環境科学セミナー
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 品 質 管 理
＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 環 境 影 響 評 価 論

環境汚染物質分析学
＊生命環境科学演習Ⅰ

Ｄ－６

＊ 分 析 化 学 リ サ イ ク ル 工 学 ＊ 化 学 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｄ－６
有 機 化 学 生 物 有 機 化 学 ＊生命環境科学実験Ⅱ
＊ 環 境 化 学 量 論 品 質 管 理 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ ＊生命環境科学セミナー
＊生命環境プロセス実習Ⅰ 環 境 影 響 評 価 論

＊生命環境科学実験Ⅰ

＊ 化 学 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

無 機 化 学 ＊ 環 境 化 学 量 論 ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ 環 境 生 物 学
＊ 微 生 物 学 ＊生命環境科学基礎実験 品 質 管 理 公 衆 衛 生 学
＊生命環境科学基礎演習Ⅰ 臨 海 実 習 海 洋 生 態 学 ＊生命環境科学セミナー

目　

標　

Ｆ

Ｆ－１

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｆ－１
目　

標　

Ｆ

＊生命環境科学概論 特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 分 析 化 学 環 境 材 料 学 環 境 影 響 評 価 論 食 品 衛 生 学 ＊生命環境科学セミナー
＊ 微 生 物 学 微 生 物 工 学 ＊生命環境科学演習Ⅰ ＊生命環境科学演習Ⅱ

特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻ゼミナールⅡ ＊生命環境科学実験Ⅱ
特別専攻ゼミナールⅠ イ ン タ ー ン シ ッ プ

特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻ゼミナールⅢ

Ｆ－２

＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊生命環境科学導入デザイン ＊生命環境科学基礎演習Ⅰ ＊生命環境科学基礎演習Ⅱ ＊生命環境科学実験Ⅰ ＊生命環境科学実験Ⅱ ＊ 卒 業 研 究

Ｆ－２
特別専攻プロジェクトⅠ ＊生命環境プロセス実習Ⅰ ＊生命環境科学基礎実験 ＊生命環境プロセス実習Ⅱ

臨 海 実 習 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻プロジェクトⅡ
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生命環境科学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
キャリアデザインⅠ 第 1学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
キャリアデザインⅡ 第 2学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
キャリアデザインⅢ 第 3学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
生命環境科学概論 第 1学年前期 必修 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生命環境科学導入デザイン 第 1学年後期 必修 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心理学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
哲学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○
職業倫理 第 3学年前期 必修 ◎ ◎ ◎ ○ ○
日本文学 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○
海外文学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
日本国憲法 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
歴史 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
経済学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
地域学 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎
日本語表現法 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎
実践日本語表現 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎
現代英語Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
現代英語Ⅱ 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅠ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅡ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語特別演習 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
中国語Ⅰ 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
中国語Ⅱ 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
中国語Ⅲ 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
異文化コミュニケーション 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○
体育学 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ健康学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ特別演習 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅠ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅡ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅢ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○ ○
海外研修 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
微分 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
積分 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
線形代数 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
確率・統計 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
基礎物理学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎物理学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良
識と倫理観を備
え、地域社会への
関心を持つととも
に、地球的視野を
身につけた人材

専門分野の基礎と
なる基礎知識をも
つとともに、これ
らを活用して社会
の発展に貢献でき
る人材

コミュニケーショ
ン能力と国際人と
しての素養を身に
つけた人材

専門知識の着実な理解とその応用・展開能力を持ち、
実務に対処し得る人材

生命、環境、
化学の知識を
融合して、環
境調和型社会
をデザインで
きる素養と能
力を身につけ
た人材

自ら考え、積極
的に行動し、生
涯 自 己 学 習 能
力 を 持 つ 人 材

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 E F-1 F-2
社
会
、
地
球
環
境
、
生
命
科
学
な
ど
、
複
数
の
視
点
か
ら
多
面
的
に
物

事
を
考
え
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

職
業
倫
理
を
通
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
立
場
・
役
割
を
認
識
し
、
技

術
者
と
し
て
強
い
倫
理
観
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

生
物
学
・
化
学
・
物
理
学
な
ど
自
然
科
学
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
そ
れ

ら
を
応
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

数
学
・
情
報
技
術
な
ど
工
学
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
そ
れ
ら
を
応
用
で

き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

日
本
語
で
論
理
的
な
記
述
や
口
頭
に
よ
る
表
現
お
よ
び
討
論
が
で
き
る

能
力
を
身
に
つ
け
る

外
国
語
に
よ
る
読
解
と
表
現
の
基
礎
的
能
力
を
習
得
し
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
生
命
科
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

生
命
科
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
環
境
の
保
全
や
評
価
な
ど
に
応
用

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
食
品
科
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

食
品
科
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
一
次
産
業
や
食
品
生
産
な
ど
に
応

用
展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
環
境
化
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

環
境
化
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
物
質
生
産
や
環
境
修
復
な
ど
に
応

用
展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

自
ら
考
え
、
積
極
的
に
行
動
し
、
生
涯
自
己
学
習
能
力
を
持
つ
人
材

生
涯
に
わ
た
り
、
常
に
新
し
い
知
識
の
獲
得
を
目
指
し
て
自
主
的
に
学

び
、
そ
れ
を
活
用
し
た
課
題
解
決
能
力
お
よ
び
資
格
取
得
の
た
め
の
能

力
を
身
に
つ
け
る

実
験
、
実
習
お
よ
び
卒
業
研
究
な
ど
を
通
し
て
、
与
え
ら
れ
た
制
約
の

下
で
計
画
的
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

○ ◎ ○
○ ◎ ○
○ ◎ ○
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○
○
◎ ○ ○

○
○
○ ○
◎ ◎
◎
◎

◎
◎

○ ○ ○ ◎
○ ○ ○ ◎
○ ○ ○ ◎
○ ○ ○ ◎
○ ○ ○ ◎
○ ◎
○ ◎
○ ◎
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
現代物理学概論 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
応用物理学概論 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
物理学概論 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
環境とエネルギー 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
バイオテクノロジー 第 1学年前期 必修 ◎ ◎
無機化学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
生化学 第 2学年後期 必修 ◎ ◎
物理化学 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎ ◎
分析化学 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
有機化学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
環境材料学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
環境化学量論 第 2学年前期 必修 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
化学工学 第 3学年前期 必修 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
基礎化学Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
物理学実験 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
化学実験 第 1学年前期 必修 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
生命科学 第 1学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎情報科学 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ◎ ○
微生物学 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
微生物工学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
分子遺伝学 第 2学年後期 必修 ◎ ○ ○ ◎ ○
遺伝子工学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ◎
環境生物学 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
酵素工学 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
生理学 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ○
生物有機化学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
食品分析学 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ○ ◎
食品製造学 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ○ ◎
食品工学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎ ◎ ○
食品化学 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
食品衛生学 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
公衆衛生学 第 4学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
品質管理 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
計測制御工学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎ ○ ◎
リサイクル工学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
グリーンケミストリー 第 1学年後期 必修 ◎ ○ ○ ◎
環境影響評価論 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良
識と倫理観を備
え、地域社会への
関心を持つととも
に、地球的視野を
身につけた人材

専門分野の基礎と
なる基礎知識をも
つとともに、これ
らを活用して社会
の発展に貢献でき
る人材

コミュニケーショ
ン能力と国際人と
しての素養を身に
つけた人材

専門知識の着実な理解とその応用・展開能力を持ち、
実務に対処し得る人材

生命、環境、
化学の知識を
融合して、環
境調和型社会
をデザインで
きる素養と能
力を身につけ
た人材

自ら考え、積極
的に行動し、生
涯 自 己 学 習 能
力 を 持 つ 人 材

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 E F-1 F-2
社
会
、
地
球
環
境
、
生
命
科
学
な
ど
、
複
数
の
視
点
か
ら
多
面
的
に
物

事
を
考
え
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

職
業
倫
理
を
通
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
立
場
・
役
割
を
認
識
し
、
技

術
者
と
し
て
強
い
倫
理
観
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

生
物
学
・
化
学
・
物
理
学
な
ど
自
然
科
学
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
そ
れ

ら
を
応
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

数
学
・
情
報
技
術
な
ど
工
学
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
そ
れ
ら
を
応
用
で

き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

日
本
語
で
論
理
的
な
記
述
や
口
頭
に
よ
る
表
現
お
よ
び
討
論
が
で
き
る

能
力
を
身
に
つ
け
る

外
国
語
に
よ
る
読
解
と
表
現
の
基
礎
的
能
力
を
習
得
し
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
生
命
科
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

生
命
科
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
環
境
の
保
全
や
評
価
な
ど
に
応
用

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
食
品
科
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

食
品
科
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
一
次
産
業
や
食
品
生
産
な
ど
に
応

用
展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
環
境
化
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

環
境
化
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
物
質
生
産
や
環
境
修
復
な
ど
に
応

用
展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

自
ら
考
え
、
積
極
的
に
行
動
し
、
生
涯
自
己
学
習
能
力
を
持
つ
人
材

生
涯
に
わ
た
り
、
常
に
新
し
い
知
識
の
獲
得
を
目
指
し
て
自
主
的
に
学

び
、
そ
れ
を
活
用
し
た
課
題
解
決
能
力
お
よ
び
資
格
取
得
の
た
め
の
能

力
を
身
に
つ
け
る

実
験
、
実
習
お
よ
び
卒
業
研
究
な
ど
を
通
し
て
、
与
え
ら
れ
た
制
約
の

下
で
計
画
的
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

◎
◎
◎

○ ◎ ◎
◎

○ ◎ ○
◎

◎
○ ◎ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○
○ ○ ◎ ○ ○

○ ◎ ○
○ ◎ ○

◎
◎
◎

○ ◎
◎

◎ ○
◎ ◎ ◎ ○ ◎

◎ ◎ ○
○ ◎ ○
○ ○ ◎

◎ ◎ ○
◎

◎ ○
○ ◎ ○ ○ ○

○ ◎
○ ◎

◎ ○
◎
◎ ◎ ○

○ ○ ◎
◎ ○ ○

○ ◎
◎ ◎

○ ◎
◎ ○ ○ ○
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
機器分析 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
環境汚染物質分析学 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎
地球環境システム科学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎
生命環境科学基礎演習Ⅰ 第 2学年前期 必修 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○
生命環境科学基礎演習Ⅱ 第 2学年後期 必修 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○
生命環境科学演習Ⅰ 第 3学年前期 必修 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎
生命環境科学演習Ⅱ 第 3学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎
生命環境科学基礎実験 第 2学年後期 必修 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
生命環境科学実験Ⅰ 第 3学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎
生命環境科学実験Ⅱ 第 3学年後期 必修 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
生命環境プロセス実習Ⅰ 第 2学年前期 必修 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
生命環境プロセス実習Ⅱ 第 3学年後期 必修 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
インターンシップ 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
生命環境科学セミナー 第 4学年前期 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
卒業研究 第 4学年通年 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
海洋学の基礎と未来 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
海洋生物学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
臨海実習 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
海洋生態学 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
リモートセンシング概論 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎
解析Ⅰ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎
解析Ⅱ 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
解析Ⅲ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅠ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅡ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅢ 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅠ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅡ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅢ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての良
識と倫理観を備
え、地域社会への
関心を持つととも
に、地球的視野を
身につけた人材

専門分野の基礎と
なる基礎知識をも
つとともに、これ
らを活用して社会
の発展に貢献でき
る人材

コミュニケーショ
ン能力と国際人と
しての素養を身に
つけた人材

専門知識の着実な理解とその応用・展開能力を持ち、
実務に対処し得る人材

生命、環境、
化学の知識を
融合して、環
境調和型社会
をデザインで
きる素養と能
力を身につけ
た人材

自ら考え、積極
的に行動し、生
涯 自 己 学 習 能
力 を 持 つ 人 材

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 E F-1 F-2
社
会
、
地
球
環
境
、
生
命
科
学
な
ど
、
複
数
の
視
点
か
ら
多
面
的
に
物

事
を
考
え
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

職
業
倫
理
を
通
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
立
場
・
役
割
を
認
識
し
、
技

術
者
と
し
て
強
い
倫
理
観
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

生
物
学
・
化
学
・
物
理
学
な
ど
自
然
科
学
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
そ
れ

ら
を
応
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

数
学
・
情
報
技
術
な
ど
工
学
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
そ
れ
ら
を
応
用
で

き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

日
本
語
で
論
理
的
な
記
述
や
口
頭
に
よ
る
表
現
お
よ
び
討
論
が
で
き
る

能
力
を
身
に
つ
け
る

外
国
語
に
よ
る
読
解
と
表
現
の
基
礎
的
能
力
を
習
得
し
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
生
命
科
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

生
命
科
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
環
境
の
保
全
や
評
価
な
ど
に
応
用

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
食
品
科
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

食
品
科
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
一
次
産
業
や
食
品
生
産
な
ど
に
応

用
展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
調
和
型
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
環
境
化
学
分
野
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
る

環
境
化
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、
物
質
生
産
や
環
境
修
復
な
ど
に
応

用
展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

自
ら
考
え
、
積
極
的
に
行
動
し
、
生
涯
自
己
学
習
能
力
を
持
つ
人
材

生
涯
に
わ
た
り
、
常
に
新
し
い
知
識
の
獲
得
を
目
指
し
て
自
主
的
に
学

び
、
そ
れ
を
活
用
し
た
課
題
解
決
能
力
お
よ
び
資
格
取
得
の
た
め
の
能

力
を
身
に
つ
け
る

実
験
、
実
習
お
よ
び
卒
業
研
究
な
ど
を
通
し
て
、
与
え
ら
れ
た
制
約
の

下
で
計
画
的
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

○ ◎
◎

○ ◎
○ ◎ ◎ ◎ ○ ○
○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

○ ○ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ○ ◎

○ ○ ○ ○ ◎
◎ ○ ○ ○ ◎

○ ○ ○ ○ ◎
◎ ○ ○ ◎
◎ ○ ○

○ ◎ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
○ ◎
○ ○ ◎

○ ○ ◎
○ ○ ◎

◎
◎
◎
◎

○ ◎ ◎
○ ◎ ◎
○ ◎ ◎

◎
◎
◎
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■土木建築工学科の教育目的

近年、社会基盤と居住空間の整備、自然環

境と調和した地域社会の発展、地域・文化・時

代により変化する建設分野への要請および諸課

題へ対応するため、土木・建築の双方の基礎領

域を理解しうる技術者が必要となってきていま

す。さらに、土木と建築の両分野がこれまでに

専門分化し培ってきた概念や技術を融合し、都

市・地域社会マネジメントの観点に基づく「安全

で快適なまちづくり」を計画・実施していくため、

分野間を超えて協調・協力していくことの重要

性が指摘されています。

この社会的な要請にこたえるため、土

木 建 築 工 学 科（Civil Engineering and 

Architecture）では、必要な科学と土木・建

築工学に係る技術と知識、幅広い教養と倫理

観、コミュニケーション能力を有し、人間性豊

かな総合判断力と応用展開能力、および生涯自

己学習能力を身につけた技術者の養成を目的と

しています。

■�土木建築工学科の学習・教育到達目標（ディ

プロマ・ポリシー）

土木建築工学科では、所定の年限在学し、学

科の教育理念や目的を達成するために開設した

授業科目を履修して、卒業に必要な単位数を修

得し、以下の学科の教育到達目標に示された資

質・能力を身につけたと認められるものに学士

（工学）の学位を授与します。

（A�）社会人としての良識と倫理観を備え、地域

社会への関心をもつとともに、地球的視野を

身に付けた技術者

（B�）専門分野の基盤となる基礎知識を持つとと

もに、これらを活用して社会の発展に貢献で

きる技術者

（C�）コミュニケーション能力と国際人としての

2 ．12．5 土木建築工学科の学習・教育到達目標と教育課程 素養を身に付けた技術者

（D�）基本的な専門知識と応用･展開･指導能力

の素養を身につけ、実務に対処しうる技術者

（E�）自ら積極的に学んで行動するとともに、将

来の資格取得の能力を持った技術者

（F�）北東北地域の土木・建築技術に関心を持

つとともに、国際的視野も合わせ持った技術

者

これらの教育到達目標を実現するため、次

のような目標（A）ー（F）をもって教育を実施し

ます。これらの目標は、土木建築工学科で育成

しようとする技術者像を表しています。また、

学習・教育到達目標に併記されている小項目

（A-1）ー（F-2）は、技術者としての細分化された

能力や素養を示すものです。

（A�）社会人としての良識と倫理観を備え、地域

社会への関心をもつとともに、地球的視野を

身に付けた技術者

（A�-1）総合教養的な知識や学力を修得し，技

術者として歴史や風土・文化的な 視点から多

面的に物事を考える素養を身につける【総合

教養と多面的考察力】

（A�-2）技術者としての倫理観を備え，科学技

術と自然環境・社会との関わりや 社会への

貢献を意識して行動できる素養を身につける

【技術者倫理】

（B�）専門分野の基盤となる基礎知識を持つとと

もに、これらを活用して社会の発展に貢献で

きる技術者

（B�-1）科学と工学基礎に関する知識や学力を修

得し，実社会で活用できる能力を 身につける

【科学技術の知識と応用能力】

（B�-2）情報技術に関する基本的な知識とスキル

を修得し，実社会で活用できる能 力を身に

つける【情報技術のスキルと応用能力】

（C�）コミュニケーション能力と国際人としての
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素養を身に付けた技術者

（C�-1）技術的・社会的に十分に通用する日本語

コミュニケーション能力を身につける【日本

語表現能力】

（C�-2）外国語によるコミュニケーション基礎能

力を修得し，国際交流・協調に関 する素養

を身につける【国際コミュニケーション基礎

力】

（D�）基本的な専門知識と応用･展開の素養を身

につけた技術者

（D�-1）構造工学，測量学，計画学，材料，製

図などの土木・建築工学共通の基本 的な知

識と学力を修得する【土木・建築専門基礎科

目の基礎学力】

（D�-2）水工学，地盤工学，コンクリート工学な

どの土木工学に関する基礎的な知 識と学力

を修得し，中堅技術者として応用・展開でき

る能力を身につける【土木専門基幹科目の基

礎学力と応用展開能力】

（D�-3）環境工学または土木計画・道路工学の

基礎的な知識と学力を修得し，それ を応用・

展開できる素養を身につける【土木専門関連

科目の基礎学力と応用展開能力】

（D�-4）建築の設計・製図・計画，建築環境と

建築設備，建築構造，施工など建築 に関す

る基礎的な知識と学力を修得し，応用・展開

できる能力を身につける【建築専門科目の基

礎学力】

（D�-5）建築に関する特定領域の高度な専門知

識を修得し，応用・展開できる能力 を身に

つける【建築専門科目の応用展開力】

（E�）デザイン能力・チームワーク力を備え，自

ら積極的に学んで行動し，実社 会において

実務に対処しうる技術者

（E�-1）課題に対する計画，遂行，分析・評価，

解決などの総合的なデザイン能力 を身につけ

る【デザイン能力】

（E�-2）常に新しい技術に関心を持ち，実験・実

習・演習などを通じて，自ら積極 的に学び・

行動する能力を身につける【自主的・継続的

学習能力と行動力】

（E�-3）専門知識や工学ツールを用いて与えられ

た条件の下で課題を解決しまと める能力を

身につける【プロジェクトマネジメント力】

 （E�-4）チームで仕事をする際に自分の役割や責

任・仕事の目的を理解し，目的を 達成する

ために適切な行動ができる能力を身につける

【チームワーク力】

（F�）北東北地域の土木・建築技術に関心を持

つとともに，国際的視野も合わせ持 った技

術者

（F�-1）北東北地域の自然・社会特性とこれに係

わる土木・建築技術に関する知識 や素養を

身につける【地域の土木・建築技術への関心】

（F�-2）国内外の土木・建築技術に関心をもち，

技術的な課題を国際的な視点から も考える

素養を身につける【国内外の土木・建築技術

事情への関心】

■�土木建築工学科のカリキュラム編成方針・教

育方法（カリキュラム・ポリシー）

土木建築工学科では、学科のディプロマ・ポ

リシーに掲げる学科の学習・教育目標に適う人

材を育成するために、次のような教育課程編成・

実施の方針を定めています。

＜教育課程編成の方針＞

１ �） 4 年間一貫教育：調和と連携のとれた教育

を目指し、導入転換科目、総合教養科目、工

学基礎科目、リメディアル科目、そして専門

基礎科目、土木専門科目、建築専門科目、専

門応用科目の 8 区分の科目群で構成されてい

ます。

2� ）導入転換科目：高校教育から大学教育への

円滑な移行と将来のキャリアプランニング、さ

らに土木建築工学への興味を喚起するための
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科目を配置します。

3� ）総合教養科目：人間科学、国際コミュニケー

ション、体育科学、総合学際の 4分野にわた

る教養科目を配置します。

4� ）工学基礎科目：専門科目の学習に必要な数

学、自然科学、情報、実験に係わる科目群を

配置します。

5� ）専門基礎科目：土木工学および建築工学を

学ぶ上で必要となる、構造力学、測量学、計

画学、製図、地盤工学などの共通の基礎科目

を配置します。

6� ）土木専門科目：土木工学に関する基礎的な

知識と学力を修得し、それらを応用・展開で

きる能力を修得することを目的として、土木

基礎、土木応用の各分野から構成される科目

を配置します。

7� ）建築専門科目：建築工学に関する基礎的な

知識と学力を修得し、それらを応用・展開で

きる能力を修得することを目的として、建築

設計、建築計画・環境・設備、建築構造・生

産、建築応用、建築法規の各分野から構成さ

れる科目を配置します。

8� ）専門応用科目：土木建築工学における応

用・実用的な能力を深めることを目的として、

インターンシップ、学外研修、総合デザイン

などや卒業研究を配置した専門応用分野の科

目群、さらに、海洋学の基礎、海洋土木など

を配置した海洋学分野の科目群も配置します。

9� ）特別専攻科目：少人数教育を通して土木建

築工学における高度な応用・展開能力を修得

することを目的として、解析、特別専攻プロ

ジェクト、特別専攻ゼミナールの科目群も配

置します。

＜教育実施の方針＞

１ �）履修コースと指導：将来の進路や取得可能

な資格の希望に応じて土木工学コースと建築

工学コースの 2 つの履修コースを設けており、

2 年進級時に履修コースを選択します。土木

工学コースは、土木専門科目を中心に学び、

技術士を目指すコースであり、JABEE（日本

技術者認定機構）対応コースです。建築工学

コースは、建築士を目指し、建築士受験要件

関連科目を履修します。科目履修状況により、

在学中あるいは卒業後に建築士受験要件を満

たすことになります。 3 年進級前までは、コー

スの変更ができます。原則として 3 年進級以

降はコース変更はできません。また、学年担

任が学生ひとり一人に対して適切な履修計画

の立案および学修の指導を行います。

2� ）実験・実習などの実践的教育：講義で学ん

だ知識を実践して理解をさらに深め、かつ応

用力を養うこと、また新たな学習課題を自ら

発見することを目的としています。

3� ）設計・演習教育：設計および演習教育を特

に重視します。構造（建築）物を実際に設計

し、かつ表現、建設できることは、土木・建

築に対する理解を深めるとともに、デザイン

能力や多様な実務を処理する能力の養成に役

立ちます。

4� ）視聴覚・情報機器の活用：本学科では、IT

ルームや自習室を整備し、大学での授業・教

育に加えて、自宅での自律的な学習・利用を

促進します。また、通常の授業においても視

聴覚機器を積極的に活用し、理解度の向上に

努めます。

5� ）卒業研究：4 年間の学習・教育の総仕上げ

として位置づけられています。本科目では、よ

り総合的な学習や特定領域における研究活動

を通じて、土木建築工学に関する応用展開能

力を育成し、さらには学術・技術の発展に貢

献することが求められます。
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土木建築工学科カリキュラム（土木工学コース）

区　分 分 野
第　 1　学　年 第　 2　学　年

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位
導入転換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導入転換
科 目工 学 へ の 関 心 土 木 工 学 概 論 ② 建 築 概 論 ② 工 学 へ の 関 心

総合教養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2
海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2 異文化コミュニケーション 2 国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2
体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際 主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2 総 合 学 際海 外 研 修 1

工学基礎
科 目

数 学 微 分 ② 積 分 ② 線 形 代 数 ② 確 率・ 統 計 2 応 用 数 学 2 数 学

工学基礎
科 目

自 然 科 学
基 礎 物 理 学 Ⅰ 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

自 然 科 学基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2
物 理 学 概 論 2 生 命 科 学 2

情 報 基 礎 情 報 科 学 ② 情 報
実 験 物 理 学 実 験 2 化 学 実 験 2 実 験

専門科目 専 門 基 礎

基 礎 製 図 ② CAD基 礎 演 習 ② 測 量 学 ② 都 市 計 画 ②

専 門 基 礎 専門科目
デ ッ サ ン 2 地 球 環 境 論 ② 測 量 実 習 ①

構 造 力 学 Ⅰ ② 構 造 力 学 Ⅱ ②
構造力学演習Ⅰ 1 構造力学演習Ⅱ 1
地 盤 構 造 工 学 ②

土木専門
科 目

土 木 基 礎

材 料 の 力 学 ② 地 盤 の 科 学 ② 地 盤 の 力 学 ②

土 木 基 礎

土木専門
科 目

基 礎 水 理 学 ② 流 れ の 力 学 ② 河 川 工 学 2 海岸・港湾工学 2
コンクリート工学 ② コンクリート構造学 ② 維 持 管 理 工 学 2
計 画 数 理 2 道路・交通工学 2
廃棄物と工事排水 ② 上 下 水 道 工 学 ② 水 処 理 工 学 2

情 報 処 理 ② 施 工 技 術 2

土 木 応 用

土木工学実験Ⅰ ② 土木工学実験Ⅱ ②

土 木 応 用

キャリアプランニング ②
水工学設計・演習 ② 橋工学設計・演習 2

地盤工学設計・演習 ②
コンクリート工学設計・演習 ②
応用測量学及び実習 ②
火 薬 学 2

建築専門
科 目

建 築 設 計 建 築 設 計 Ⅰ 3 建 築 設 計 Ⅱ 3 建 築 設 計 Ⅲ 3 建 築 設 計 Ⅳ 3 建 築 設 計

建築専門
科 目

建 築 計 画・
環 境・ 設 備

住 居 計 画 2 建 築 計 画 2 建 築 計 画・
環 境・ 設 備建 築 史 2 熱・ 空 気 環 境 2 音・ 光 環 境 2 建 築 設 備 2

インテリアデザイン 2 熱・空気環境演習 1 音・光環境演習 1

建築構造・生産

建 築 材 料 学 2 建 築 施 工 2 建 築 材 料 実 験 2

建築構造・生産鉄筋コンクリート構造 2 構 造 設 計 2
鋼 構 造 2
木 質 構 造 2

建 築 法 規 建 築 法 規 2 建 築 法 規
建 築 応 用 応用電子計算機 2 色 彩 学 2 雪 国 建 築 2 建 築 応 用

専門応用
科 目

専 門 応 用

総合デザインⅠ ② 総合デザインⅡ ② 卒 業 研 究 ⑥

専 門 応 用 専門応用
科 目

原子力エネルギー 2 学 外 研 修 2 インターンシップ 1 機 械 工 学 概 論 2 原子燃料サイクル・安全工学 2
情 報 処 理 応 用 2 応 用 構 造 力 学 2 電気電子工学概論 2

機 械 工 作 実 習 1

海 洋 学 海洋学の基礎と未来 2 海 洋 土 木 Ⅰ 2 海 洋 土 木 Ⅱ 2 海 洋 土 木 実 習 1 海 洋 学リモートセンシング概論 1

特別専攻
科 目 特 別 専 攻

解 析 Ⅰ 2 解 析 Ⅱ 2 解 析 Ⅲ 2
特 別 専 攻 特別専攻

科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2
特別専攻ゼミナールⅠ 2 特別専攻ゼミナールⅡ 2 特別専攻ゼミナールⅢ 2

進級要件　総計25単位以上（必修10単位以上） 進級要件　総計60単位以上（必修20単位以上）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 1� ．科目名称の後の数字は単位数を示す。　　　　 は土木建築工学科およびコースの必修科目、その他は選択科目を示す。
注 2．導入転換科目から 4単位取得すること。
注 3� ．総合教養を含み26単位以上修得すること。ただし、人間科学分野から必修を含め10単位以上、国際コミュニケーション分野

から必修を含めて12単位以上を修得すること。
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土木建築工学科カリキュラム（土木工学コース）

（令和 3年度入学生用）
第　 3　学　年 第　 4　学　年

分 野 区　分
前　期 単

位 後　期 単
位 前　期 単

位 後　期 単
位 前　期 単

位 後　期 単
位 前　期 単

位 後　期 単
位

導入転換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導入転換
科 目工 学 へ の 関 心 土 木 工 学 概 論 ② 建 築 概 論 ② 工 学 へ の 関 心

総合教養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2
海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2 異文化コミュニケーション 2 国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2
体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際 主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2 総 合 学 際海 外 研 修 1

工学基礎
科 目

数 学 微 分 ② 積 分 ② 線 形 代 数 ② 確 率・ 統 計 2 応 用 数 学 2 数 学

工学基礎
科 目

自 然 科 学
基 礎 物 理 学 Ⅰ 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

自 然 科 学基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2
物 理 学 概 論 2 生 命 科 学 2

情 報 基 礎 情 報 科 学 ② 情 報
実 験 物 理 学 実 験 2 化 学 実 験 2 実 験

専門科目 専 門 基 礎

基 礎 製 図 ② CAD基 礎 演 習 ② 測 量 学 ② 都 市 計 画 ②

専 門 基 礎 専門科目
デ ッ サ ン 2 地 球 環 境 論 ② 測 量 実 習 ①

構 造 力 学 Ⅰ ② 構 造 力 学 Ⅱ ②
構造力学演習Ⅰ 1 構造力学演習Ⅱ 1
地 盤 構 造 工 学 ②

土木専門
科 目

土 木 基 礎

材 料 の 力 学 ② 地 盤 の 科 学 ② 地 盤 の 力 学 ②

土 木 基 礎

土木専門
科 目

基 礎 水 理 学 ② 流 れ の 力 学 ② 河 川 工 学 2 海岸・港湾工学 2
コンクリート工学 ② コンクリート構造学 ② 維 持 管 理 工 学 2
計 画 数 理 2 道路・交通工学 2
廃棄物と工事排水 ② 上 下 水 道 工 学 ② 水 処 理 工 学 2

情 報 処 理 ② 施 工 技 術 2

土 木 応 用

土木工学実験Ⅰ ② 土木工学実験Ⅱ ②

土 木 応 用

キャリアプランニング ②
水工学設計・演習 ② 橋工学設計・演習 2

地盤工学設計・演習 ②
コンクリート工学設計・演習 ②
応用測量学及び実習 ②
火 薬 学 2

建築専門
科 目

建 築 設 計 建 築 設 計 Ⅰ 3 建 築 設 計 Ⅱ 3 建 築 設 計 Ⅲ 3 建 築 設 計 Ⅳ 3 建 築 設 計

建築専門
科 目

建 築 計 画・
環 境・ 設 備

住 居 計 画 2 建 築 計 画 2 建 築 計 画・
環 境・ 設 備建 築 史 2 熱・ 空 気 環 境 2 音・ 光 環 境 2 建 築 設 備 2

インテリアデザイン 2 熱・空気環境演習 1 音・光環境演習 1

建築構造・生産

建 築 材 料 学 2 建 築 施 工 2 建 築 材 料 実 験 2

建築構造・生産鉄筋コンクリート構造 2 構 造 設 計 2
鋼 構 造 2
木 質 構 造 2

建 築 法 規 建 築 法 規 2 建 築 法 規
建 築 応 用 応用電子計算機 2 色 彩 学 2 雪 国 建 築 2 建 築 応 用

専門応用
科 目

専 門 応 用

総合デザインⅠ ② 総合デザインⅡ ② 卒 業 研 究 ⑥

専 門 応 用 専門応用
科 目

原子力エネルギー 2 学 外 研 修 2 インターンシップ 1 機 械 工 学 概 論 2 原子燃料サイクル・安全工学 2
情 報 処 理 応 用 2 応 用 構 造 力 学 2 電気電子工学概論 2

機 械 工 作 実 習 1

海 洋 学 海洋学の基礎と未来 2 海 洋 土 木 Ⅰ 2 海 洋 土 木 Ⅱ 2 海 洋 土 木 実 習 1 海 洋 学リモートセンシング概論 1

特別専攻
科 目 特 別 専 攻

解 析 Ⅰ 2 解 析 Ⅱ 2 解 析 Ⅲ 2
特 別 専 攻 特別専攻

科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2
特別専攻ゼミナールⅠ 2 特別専攻ゼミナールⅡ 2 特別専攻ゼミナールⅢ 2

進級要件　総計100単位以上（必修30単位以上） 卒業要件　総計124単位以上（必修77単位を含む）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注4．工学基礎科目から必修を含み22単位以上を修得すること。ただし、実験分野から２単位以上を修得すること。
注5．専門科目から必修を含み７２単位以上を修得すること。
注6．　　　　 は原則としてコースによって修得できない科目である。
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土木建築工学科カリキュラム（建築工学コース）

区　分 分 野
第　 1　学　年 第　 2　学　年

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位
導入転換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導入転換
科 目工 学 へ の 関 心 土 木 工 学 概 論 ② 建 築 概 論 ② 工 学 へ の 関 心

総合教養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2
海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2 異文化コミュニケーション 2 国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2
体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際 主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2 総 合 学 際海 外 研 修 1

工学基礎
科 目

数 学 微 分 ② 積 分 ② 線 形 代 数 ② 確 率・ 統 計 2 応 用 数 学 2 数 学

工学基礎
科 目

自 然 科 学
基 礎 物 理 学 Ⅰ 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

自 然 科 学基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2
物 理 学 概 論 2 生 命 科 学 2

情 報 基 礎 情 報 科 学 ② 情 報
実 験 物 理 学 実 験 2 化 学 実 験 2 実 験

専門科目 専 門 基 礎

基 礎 製 図 ② CAD基 礎 演 習 ② 測 量 学 ② 都 市 計 画 ②

専 門 基 礎 専門科目
デ ッ サ ン 2 地 球 環 境 論 ② 測 量 実 習 ①

構 造 力 学 Ⅰ ② 構 造 力 学 Ⅱ ②
構造力学演習Ⅰ 1 構造力学演習Ⅱ 1
地 盤 構 造 工 学 ②

土木専門
科 目

土 木 基 礎

材 料 の 力 学 ② 地 盤 の 科 学 ② 地 盤 の 力 学 2

土 木 基 礎

土木専門
科 目

基 礎 水 理 学 ② 流 れ の 力 学 ② 河 川 工 学 2 海岸・港湾工学 2
コンクリート工学 ② コンクリート構造学 2 維 持 管 理 工 学 2
計 画 数 理 2 道路・交通工学 2
廃棄物と工事排水 ② 上 下 水 道 工 学 2 水 処 理 工 学 2

情 報 処 理 ② 施 工 技 術 2

土 木 応 用

土木工学実験Ⅰ ② 土木工学実験Ⅱ 2

土 木 応 用

キャリアプランニング 2
水工学設計・演習 2 橋工学設計・演習 2

地盤工学設計・演習 2
コンクリート工学設計・演習 2
応用測量学及び実習 2
火 薬 学 2

建築専門
科 目

建 築 設 計 建 築 設 計 Ⅰ 3 建 築 設 計 Ⅱ 3 建 築 設 計 Ⅲ 3 建 築 設 計 Ⅳ 3 建 築 設 計

建築専門
科 目

建 築 計 画・
環 境・ 設 備

住 居 計 画 2 建 築 計 画 2 建 築 計 画・
環 境・ 設 備建 築 史 2 熱・ 空 気 環 境 2 音・ 光 環 境 2 建 築 設 備 2

インテリアデザイン 2 熱・空気環境演習 1 音・光環境演習 1

建築構造・生産

建 築 材 料 学 2 建 築 施 工 2 鉄筋コンクリート構造 ② 構 造 設 計 2

建築構造・生産鋼 構 造 2
木 質 構 造 2
建 築 材 料 実 験 2

建 築 法 規 建 築 法 規 2 建 築 法 規
建 築 応 用 応用電子計算機 2 色 彩 学 2 雪 国 建 築 2 建 築 応 用

専門応用
科 目

専 門 応 用

総合デザインⅠ ② 総合デザインⅡ ② 卒 業 研 究 ⑥

専 門 応 用 専門応用
科 目

原子力エネルギー 2 学 外 研 修 2 インターンシップ 1 機 械 工 学 概 論 2 原子燃料サイクル・安全工学 2
情 報 処 理 応 用 2 応 用 構 造 力 学 2 電気電子工学概論 2

機 械 工 作 実 習 1

海 洋 学 海洋学の基礎と未来 2 海 洋 土 木 Ⅰ 2 海 洋 土 木 Ⅱ 2 海 洋 土 木 実 習 1 海 洋 学リモートセンシング概論 1

特別専攻
科 目 特 別 専 攻

解 析 Ⅰ 2 解 析 Ⅱ 2 解 析 Ⅲ 2
特 別 専 攻 特別専攻

科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2
特別専攻ゼミナールⅠ 2 特別専攻ゼミナールⅡ 2 特別専攻ゼミナールⅢ 2

進級要件　総計25単位以上（必修10単位以上） 進級要件　総計60単位以上（必修20単位以上）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注 1� ．科目名称の後の数字は単位数を示す。　　　　 は土木建築工学科およびコースの必修科目、その他は選択科目を示す。
注 2．導入転換科目から 4単位取得すること。
注 3� ．総合教養を含み26単位以上修得すること。ただし、人間科学分野から必修を含め10単位以上、国際コミュニケーション分野

から必修を含めて12単位以上を修得すること。
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土木建築工学科カリキュラム（建築工学コース）

（令和 3年度入学生用）
第　 3　学　年 第　 4　学　年

分 野 区　分
前　期 単

位 後　期 単
位 前　期 単

位 後　期 単
位 前　期 単

位 後　期 単
位 前　期 単

位 後　期 単
位

導入転換
科 目

キャリアデザイン キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 キャリアデザイン 導入転換
科 目工 学 へ の 関 心 土 木 工 学 概 論 ② 建 築 概 論 ② 工 学 へ の 関 心

総合教養
科 目

人 間 科 学
歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

地 域 学 2 日 本 文 学 2
海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2 異文化コミュニケーション 2 国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2
体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ特別演習 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際 主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2 総 合 学 際海 外 研 修 1

工学基礎
科 目

数 学 微 分 ② 積 分 ② 線 形 代 数 ② 確 率・ 統 計 2 応 用 数 学 2 数 学

工学基礎
科 目

自 然 科 学
基 礎 物 理 学 Ⅰ 2 基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 現代物理学概論 2 応用物理学概論 2

自 然 科 学基 礎 化 学 Ⅰ 2 基 礎 化 学 Ⅱ 2
物 理 学 概 論 2 生 命 科 学 2

情 報 基 礎 情 報 科 学 ② 情 報
実 験 物 理 学 実 験 2 化 学 実 験 2 実 験

専門科目 専 門 基 礎

基 礎 製 図 ② CAD基 礎 演 習 ② 測 量 学 ② 都 市 計 画 ②

専 門 基 礎 専門科目
デ ッ サ ン 2 地 球 環 境 論 ② 測 量 実 習 ①

構 造 力 学 Ⅰ ② 構 造 力 学 Ⅱ ②
構造力学演習Ⅰ 1 構造力学演習Ⅱ 1
地 盤 構 造 工 学 ②

土木専門
科 目

土 木 基 礎

材 料 の 力 学 ② 地 盤 の 科 学 ② 地 盤 の 力 学 2

土 木 基 礎

土木専門
科 目

基 礎 水 理 学 ② 流 れ の 力 学 ② 河 川 工 学 2 海岸・港湾工学 2
コンクリート工学 ② コンクリート構造学 2 維 持 管 理 工 学 2
計 画 数 理 2 道路・交通工学 2
廃棄物と工事排水 ② 上 下 水 道 工 学 2 水 処 理 工 学 2

情 報 処 理 ② 施 工 技 術 2

土 木 応 用

土木工学実験Ⅰ ② 土木工学実験Ⅱ 2

土 木 応 用

キャリアプランニング 2
水工学設計・演習 2 橋工学設計・演習 2

地盤工学設計・演習 2
コンクリート工学設計・演習 2
応用測量学及び実習 2
火 薬 学 2

建築専門
科 目

建 築 設 計 建 築 設 計 Ⅰ 3 建 築 設 計 Ⅱ 3 建 築 設 計 Ⅲ 3 建 築 設 計 Ⅳ 3 建 築 設 計

建築専門
科 目

建 築 計 画・
環 境・ 設 備

住 居 計 画 2 建 築 計 画 2 建 築 計 画・
環 境・ 設 備建 築 史 2 熱・ 空 気 環 境 2 音・ 光 環 境 2 建 築 設 備 2

インテリアデザイン 2 熱・空気環境演習 1 音・光環境演習 1

建築構造・生産

建 築 材 料 学 2 建 築 施 工 2 鉄筋コンクリート構造 ② 構 造 設 計 2

建築構造・生産鋼 構 造 2
木 質 構 造 2
建 築 材 料 実 験 2

建 築 法 規 建 築 法 規 2 建 築 法 規
建 築 応 用 応用電子計算機 2 色 彩 学 2 雪 国 建 築 2 建 築 応 用

専門応用
科 目

専 門 応 用

総合デザインⅠ ② 総合デザインⅡ ② 卒 業 研 究 ⑥

専 門 応 用 専門応用
科 目

原子力エネルギー 2 学 外 研 修 2 インターンシップ 1 機 械 工 学 概 論 2 原子燃料サイクル・安全工学 2
情 報 処 理 応 用 2 応 用 構 造 力 学 2 電気電子工学概論 2

機 械 工 作 実 習 1

海 洋 学 海洋学の基礎と未来 2 海 洋 土 木 Ⅰ 2 海 洋 土 木 Ⅱ 2 海 洋 土 木 実 習 1 海 洋 学リモートセンシング概論 1

特別専攻
科 目 特 別 専 攻

解 析 Ⅰ 2 解 析 Ⅱ 2 解 析 Ⅲ 2
特 別 専 攻 特別専攻

科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2
特別専攻ゼミナールⅠ 2 特別専攻ゼミナールⅡ 2 特別専攻ゼミナールⅢ 2

進級要件　総計100単位以上（必修30単位以上） 卒業要件　総計124単位以上（必修77単位を含む）
修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

注4．工学基礎科目から必修を含み22単位以上を修得すること。ただし、実験分野から２単位以上を修得すること。
注5．専門科目から必修を含み７２単位以上を修得すること。
注6．　　　　 は原則としてコースによって修得できない科目である。
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土木建築工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 測 量 実 習 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 日 本 国 憲 法 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

①寛容な心
地 域 学 建 築 材 料 実 験 応用測量学及び実習 電 気 電 子 工 学 概 論
海 外 研 修 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 機 械 工 作 実 習

②感動する心

海 外 研 修 日 本 文 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心
海 外 文 学 建 築 設 計 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
建 築 設 計 Ⅰ 建 築 材 料 実 験

＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性

歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 基 礎 製 図 化 学 実 験 ＊ 測 量 実 習 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 構 造 力 学 演 習 Ⅰ 熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習
特別専攻プロジェクトⅠ 建 築 設 計 Ⅰ 学 外 研 修 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習

特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 火 薬 学
イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ

海 洋 土 木 実 習
特別専攻プロジェクトⅢ

④人間環境理解力
デ ッ サ ン 経 済 学 心 理 学 哲 学 応 用 数 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力地 域 学 海 外 文 学 生 命 科 学
海洋学の基礎と未来

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 検 知 器 概 論 心 理 学 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習 電 気 電 子 工 学 概 論
＊ 基 礎 製 図 海 外 研 修 ＊ 測 量 実 習 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 構 造 力 学 演 習 Ⅰ 熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 建 築 設 計 Ⅰ 学 外 研 修 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習

建 築 材 料 実 験 火 薬 学
イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
機 械 工 作 実 習 海 洋 土 木 実 習

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

＊ 地 球 環 境 論

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 橋 工 学 設 計・ 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 地盤工学設計・ 演習

＊ 測 量 実 習 コンクリート工学設計・演習 異文化コミュニケーション

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

⑨チームワーク力

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ス ポ ー ツ 健 康 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 応用測量学及び実習 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

⑨チームワーク力
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ＊ 測 量 実 習 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ 電 気 電 子 工 学 概 論

海 外 研 修 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 機 械 工 作 実 習
特別専攻プロジェクトⅠ

「＊」印は必修科目を表わす。
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土木建築工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 測 量 実 習 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 日 本 国 憲 法 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

①寛容な心
地 域 学 建 築 材 料 実 験 応用測量学及び実習 電 気 電 子 工 学 概 論
海 外 研 修 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 機 械 工 作 実 習

②感動する心

海 外 研 修 日 本 文 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

②感動する心
海 外 文 学 建 築 設 計 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
建 築 設 計 Ⅰ 建 築 材 料 実 験

＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

③主体性

歴 史 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 基 礎 製 図 化 学 実 験 ＊ 測 量 実 習 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 構 造 力 学 演 習 Ⅰ 熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習
特別専攻プロジェクトⅠ 建 築 設 計 Ⅰ 学 外 研 修 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習

特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 火 薬 学
イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ

海 洋 土 木 実 習
特別専攻プロジェクトⅢ

④人間環境理解力
デ ッ サ ン 経 済 学 心 理 学 哲 学 応 用 数 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力地 域 学 海 外 文 学 生 命 科 学
海洋学の基礎と未来

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 検 知 器 概 論 心 理 学 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習 電 気 電 子 工 学 概 論
＊ 基 礎 製 図 海 外 研 修 ＊ 測 量 実 習 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 構 造 力 学 演 習 Ⅰ 熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 建 築 設 計 Ⅰ 学 外 研 修 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習

建 築 材 料 実 験 火 薬 学
イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
機 械 工 作 実 習 海 洋 土 木 実 習

⑥倫理観・規律性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

＊ 地 球 環 境 論

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 橋 工 学 設 計・ 演 習 ＊ 卒 業 研 究
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 地盤工学設計・ 演習

＊ 測 量 実 習 コンクリート工学設計・演習 異文化コミュニケーション

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

⑨チームワーク力

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ス ポ ー ツ 健 康 学 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 応用測量学及び実習 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

⑨チームワーク力
体 育 学 ス ポ ー ツ 特 別 演 習 ＊ 測 量 実 習 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ 電 気 電 子 工 学 概 論

海 外 研 修 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 機 械 工 作 実 習
特別専攻プロジェクトⅠ
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修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑩リーダーシップ力

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 測 量 実 習 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 応用測量学及び実習 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

⑩リーダーシップ力
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ 電 気 電 子 工 学 概 論
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ

機 械 工 作 実 習

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 経 済 学 心 理 学 確 率 ・ 統 計 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術 ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

中 国 語 Ⅰ 地 域 学 日 本 文 学 生 命 科 学 キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習
＊ 基 礎 製 図 ＊ 積 分 中 国 語 Ⅲ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 線 形 代 数 建 築 設 計 Ⅱ 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 測 量 実 習 熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 材 料 実 験 火 薬 学

構 造 力 学 演 習 Ⅰ 学 外 研 修 イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
建 築 設 計 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ

海 洋 土 木 実 習
特別専攻プロジェクトⅢ

⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 応 用 数 学

⑫数量的スキル

基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ
物 理 学 概 論 基 礎 化 学 Ⅱ
物 理 学 実 験 化 学 実 験

海洋学の基礎と未来
解 析 Ⅰ

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習

⑬情報リテラシー力＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 情 報 処 理 情 報 処 理 応 用
応 用 電 子 計 算 機

⑭論理的思考力

歴 史 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

＊ 微 分 ＊ 積 分 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 建 築 材 料 実 験 特別専攻プロジェクトⅢ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 土 木 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ
物 理 学 概 論 化 学 実 験 ＊ 線 形 代 数 建 築 設 計 Ⅱ
物 理 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ 現 代 物 理 学 概 論 特別専攻プロジェクトⅡ

建 築 設 計 Ⅰ

⑮問題解決力

＊ 微 分 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 建 築 設 計 Ⅲ 建 築 設 計 Ⅳ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ

基 礎 化 学 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅰ 建 築 設 計 Ⅱ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅡ
特別専攻プロジェクトⅠ

⑯専門基礎原理の理解
力

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 都 市 計 画 水 処 理 工 学

⑯専門基礎原理の理解
力

基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 測 量 学 生 命 科 学 上 下 水 道 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学
物 理 学 概 論 化 学 実 験 ＊ 測 量 実 習 ＊ 構 造 力 学 Ⅱ 河 川 工 学 維 持 管 理 工 学
物 理 学 実 験 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 構 造 力 学 Ⅰ 廃 棄 物 と 工 事 排 水 道 路・ 交 通 工 学 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 基 礎 製 図 ＊ 地 盤 構 造 工 学 流 れ の 力 学 地 盤 の 力 学 地盤工学設計・ 演習

材 料 の 力 学 計 画 数 理 コンクリート構造学 コンクリート工学設計・演習
基 礎 水 理 学 地 盤 の 科 学 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 備
建 築 設 計 Ⅰ コ ン ク リ ー ト 工 学 キャリアプランニング 建 築 法 規
住 居 計 画 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 水 工 学 設 計・ 演 習 リモートセンシング概論
インテリアデザイン 建 築 計 画 音 ・ 光 環 境 特別専攻ゼミナールⅢ
建 築 材 料 学 熱 ・ 空 気 環 境 木 質 構 造
海 洋 土 木 Ⅰ 建 築 施 工 応 用 構 造 力 学

色 彩 学 特別専攻ゼミナールⅡ
海 洋 土 木 Ⅱ
特別専攻ゼミナールⅠ

土木建築工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑩リーダーシップ力

＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 測 量 実 習 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 応用測量学及び実習 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

⑩リーダーシップ力
原 子 力 エ ネ ル ギ ー 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ 電 気 電 子 工 学 概 論
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ

機 械 工 作 実 習

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 経 済 学 心 理 学 確 率 ・ 統 計 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術 ＊ 卒 業 研 究

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

中 国 語 Ⅰ 地 域 学 日 本 文 学 生 命 科 学 キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習
＊ 基 礎 製 図 ＊ 積 分 中 国 語 Ⅲ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 線 形 代 数 建 築 設 計 Ⅱ 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 測 量 実 習 熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 材 料 実 験 火 薬 学

構 造 力 学 演 習 Ⅰ 学 外 研 修 イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
建 築 設 計 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅡ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ

海 洋 土 木 実 習
特別専攻プロジェクトⅢ

⑫数量的スキル

＊ 微 分 経 済 学 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 応 用 数 学

⑫数量的スキル

基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 解 析 Ⅲ
物 理 学 概 論 基 礎 化 学 Ⅱ
物 理 学 実 験 化 学 実 験

海洋学の基礎と未来
解 析 Ⅰ

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習

⑬情報リテラシー力＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 情 報 処 理 情 報 処 理 応 用
応 用 電 子 計 算 機

⑭論理的思考力

歴 史 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

⑭論理的思考力

＊ 微 分 ＊ 積 分 日 本 文 学 確 率 ・ 統 計 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 海 外 文 学 応 用 物 理 学 概 論 建 築 材 料 実 験 特別専攻プロジェクトⅢ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 土 木 工 学 実 験 Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ
物 理 学 概 論 化 学 実 験 ＊ 線 形 代 数 建 築 設 計 Ⅱ
物 理 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅠ 現 代 物 理 学 概 論 特別専攻プロジェクトⅡ

建 築 設 計 Ⅰ

⑮問題解決力

＊ 微 分 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 研 究

⑮問題解決力

基 礎 物 理 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 確 率 ・ 統 計 建 築 設 計 Ⅲ 建 築 設 計 Ⅳ
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ

基 礎 化 学 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅰ 建 築 設 計 Ⅱ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
化 学 実 験 特別専攻プロジェクトⅡ
特別専攻プロジェクトⅠ

⑯専門基礎原理の理解
力

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 都 市 計 画 水 処 理 工 学

⑯専門基礎原理の理解
力

基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 測 量 学 生 命 科 学 上 下 水 道 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学
物 理 学 概 論 化 学 実 験 ＊ 測 量 実 習 ＊ 構 造 力 学 Ⅱ 河 川 工 学 維 持 管 理 工 学
物 理 学 実 験 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 構 造 力 学 Ⅰ 廃 棄 物 と 工 事 排 水 道 路・ 交 通 工 学 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 基 礎 製 図 ＊ 地 盤 構 造 工 学 流 れ の 力 学 地 盤 の 力 学 地盤工学設計・ 演習

材 料 の 力 学 計 画 数 理 コンクリート構造学 コンクリート工学設計・演習
基 礎 水 理 学 地 盤 の 科 学 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 備
建 築 設 計 Ⅰ コ ン ク リ ー ト 工 学 キャリアプランニング 建 築 法 規
住 居 計 画 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 水 工 学 設 計・ 演 習 リモートセンシング概論
インテリアデザイン 建 築 計 画 音 ・ 光 環 境 特別専攻ゼミナールⅢ
建 築 材 料 学 熱 ・ 空 気 環 境 木 質 構 造
海 洋 土 木 Ⅰ 建 築 施 工 応 用 構 造 力 学

色 彩 学 特別専攻ゼミナールⅡ
海 洋 土 木 Ⅱ
特別専攻ゼミナールⅠ

土木建築工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
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修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 基 礎 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 都 市 計 画 水 処 理 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 測 量 学 ＊ 構 造 力 学 Ⅱ 上 下 水 道 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学
＊ 測 量 実 習 廃 棄 物 と 工 事 排 水 河 川 工 学 維 持 管 理 工 学
＊ 構 造 力 学 Ⅰ 流 れ の 力 学 道 路・ 交 通 工 学 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 地 盤 構 造 工 学 計 画 数 理 地 盤 の 力 学 地盤工学設計・ 演習
材 料 の 力 学 地 盤 の 科 学 コンクリート構造学 コンクリート工学設計・演習
基 礎 水 理 学 コ ン ク リ ー ト 工 学 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ
建 築 設 計 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 構 造 設 計
建 築 史 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 雪 国 建 築
建 築 材 料 学 海 洋 土 木 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
海 洋 土 木 Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅠ 鉄筋コンクリート構造 リモートセンシング概論

鋼 構 造 特別専攻ゼミナールⅢ
建 築 材 料 実 験
＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ
応 用 構 造 力 学
特別専攻ゼミナールⅡ

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 施 工 技 術 ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 キャリアプランニング 地盤工学設計・ 演習
基 礎 物 理 学 Ⅰ 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学 水 工 学 設 計・ 演 習 コンクリート工学設計・演習
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ 応用測量学及び実習
物 理 学 概 論 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 音・ 光 環 境 演 習 火 薬 学
物 理 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 測 量 実 習 建 築 設 計 Ⅱ 建 築 材 料 実 験 建 築 設 計 Ⅳ
＊ 基 礎 製 図 化 学 実 験 構 造 力 学 演 習 Ⅰ 熱・ 空 気 環 境 演 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ 海 洋 土 木 実 習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 建 築 設 計 Ⅰ 学 外 研 修

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 ＊ 地 球 環 境 論 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ⑲市民としての社会的
責任感

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

⑳異文化理解力
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学
物 理 学 概 論 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ
デ ッ サ ン 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

土木建築工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 基 礎 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論 ＊ 都 市 計 画 水 処 理 工 学 ＊ 卒 業 研 究

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

＊ 測 量 学 ＊ 構 造 力 学 Ⅱ 上 下 水 道 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学
＊ 測 量 実 習 廃 棄 物 と 工 事 排 水 河 川 工 学 維 持 管 理 工 学
＊ 構 造 力 学 Ⅰ 流 れ の 力 学 道 路・ 交 通 工 学 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 地 盤 構 造 工 学 計 画 数 理 地 盤 の 力 学 地盤工学設計・ 演習
材 料 の 力 学 地 盤 の 科 学 コンクリート構造学 コンクリート工学設計・演習
基 礎 水 理 学 コ ン ク リ ー ト 工 学 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ
建 築 設 計 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 構 造 設 計
建 築 史 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 雪 国 建 築
建 築 材 料 学 海 洋 土 木 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
海 洋 土 木 Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅠ 鉄筋コンクリート構造 リモートセンシング概論

鋼 構 造 特別専攻ゼミナールⅢ
建 築 材 料 実 験
＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ
応 用 構 造 力 学
特別専攻ゼミナールⅡ

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 施 工 技 術 ＊ 卒 業 研 究

⑱継続的学習経験

中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 橋 工 学 設 計・ 演 習
＊ 微 分 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 確 率 ・ 統 計 キャリアプランニング 地盤工学設計・ 演習
基 礎 物 理 学 Ⅰ 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 生 命 科 学 水 工 学 設 計・ 演 習 コンクリート工学設計・演習
基 礎 化 学 Ⅰ ＊ 積 分 主題別ゼミナールⅡ 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ 応用測量学及び実習
物 理 学 概 論 基 礎 物 理 学 Ⅱ ＊ 線 形 代 数 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 音・ 光 環 境 演 習 火 薬 学
物 理 学 実 験 基 礎 化 学 Ⅱ ＊ 測 量 実 習 建 築 設 計 Ⅱ 建 築 材 料 実 験 建 築 設 計 Ⅳ
＊ 基 礎 製 図 化 学 実 験 構 造 力 学 演 習 Ⅰ 熱・ 空 気 環 境 演 習 イ ン タ ー ン シ ッ プ 海 洋 土 木 実 習

＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 建 築 設 計 Ⅰ 学 外 研 修

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 ＊ 地 球 環 境 論 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 ⑲市民としての社会的
責任感

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

⑳異文化理解力
中 国 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学
物 理 学 概 論 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ
デ ッ サ ン 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修

土木建築工学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
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土木建築工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 特別専攻プロジェクトⅢ

Ａ－１ 目　

標　

Ａ

体 育 学 地 域 学 日 本 文 学 主題別ゼミナールⅢ
デ ッ サ ン ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ

主題別ゼミナールⅠ ス ポ ー ツ 健 康 学
特別専攻プロジェクトⅠ 主題別ゼミナールⅡ

Ａ－２ ＊ 地 球 環 境 論 Ａ－２

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１

＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 応 用 数 学

Ｂ－１
目　
標　
Ｂ

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 生 命 科 学
物 理 学 概 論 化 学 実 験 解 析 Ⅲ
物 理 学 実 験 海洋学の基礎と未来

解 析 Ⅰ

Ｂ－２
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 情 報 処 理 情 報 処 理 応 用

Ｂ－２
応 用 電 子 計 算 機

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１
日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 橋 工 学 設 計・ 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１
目　

標　

Ｃ

＊ 測 量 実 習 地盤工学設計・ 演習
コンクリート工学設計・演習

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

Ｃ－２中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１

＊ 基 礎 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 測 量 学 ＊ 構 造 力 学 Ⅱ ＊ 都 市 計 画 リモートセンシング概論

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊ 測 量 実 習
＊ 構 造 力 学 Ⅰ
建 築 材 料 学

Ｄ－２

＊ 地 盤 構 造 工 学 流 れ の 力 学 河 川 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学

Ｄ－２

材 料 の 力 学 地 盤 の 科 学 地 盤 の 力 学 維 持 管 理 工 学
基 礎 水 理 学 コ ン ク リ ー ト 工 学 コンクリート構造学 橋 工 学 設 計・ 演 習
海 洋 土 木 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 地盤工学設計・ 演習

海 洋 土 木 Ⅱ キャリアプランニング コンクリート工学設計・演習
水 工 学 設 計・ 演 習
応 用 構 造 力 学

Ｄ－３

廃 棄 物 と 工 事 排 水 上 下 水 道 工 学 水 処 理 工 学

Ｄ－３
計 画 数 理 河 川 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学

道 路・ 交 通 工 学
土 木 工 学 実 験 Ⅱ

Ｄ－４

建 築 設 計 Ⅰ 建 築 計 画 音 ・ 光 環 境 建 築 設 備

Ｄ－４
住 居 計 画 熱 ・ 空 気 環 境 木 質 構 造 建 築 法 規
インテリアデザイン 建 築 施 工

色 彩 学

Ｄ－５
建 築 史 鉄筋コンクリート構造 構 造 設 計

Ｄ－５
鋼 構 造 雪 国 建 築

「＊」印は必修科目を表わす。
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土木建築工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

Ａ－１

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 特別専攻プロジェクトⅢ

Ａ－１ 目　

標　

Ａ

体 育 学 地 域 学 日 本 文 学 主題別ゼミナールⅢ
デ ッ サ ン ス ポ ー ツ 特 別 演 習 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ

主題別ゼミナールⅠ ス ポ ー ツ 健 康 学
特別専攻プロジェクトⅠ 主題別ゼミナールⅡ

Ａ－２ ＊ 地 球 環 境 論 Ａ－２

目　

標　

Ｂ

Ｂ－１

＊ 微 分 ＊ 積 分 ＊ 線 形 代 数 確 率 ・ 統 計 応 用 数 学

Ｂ－１
目　
標　
Ｂ

基 礎 物 理 学 Ⅰ 基 礎 物 理 学 Ⅱ 現 代 物 理 学 概 論 応 用 物 理 学 概 論
基 礎 化 学 Ⅰ 基 礎 化 学 Ⅱ 解 析 Ⅱ 生 命 科 学
物 理 学 概 論 化 学 実 験 解 析 Ⅲ
物 理 学 実 験 海洋学の基礎と未来

解 析 Ⅰ

Ｂ－２
＊ 基 礎 情 報 科 学 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 情 報 処 理 情 報 処 理 応 用

Ｂ－２
応 用 電 子 計 算 機

目　

標　

Ｃ

Ｃ－１
日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 橋 工 学 設 計・ 演 習 ＊ 卒 業 研 究

Ｃ－１
目　

標　

Ｃ

＊ 測 量 実 習 地盤工学設計・ 演習
コンクリート工学設計・演習

Ｃ－２
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション

Ｃ－２中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修

目　

標　

Ｄ

Ｄ－１

＊ 基 礎 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 測 量 学 ＊ 構 造 力 学 Ⅱ ＊ 都 市 計 画 リモートセンシング概論

Ｄ－１

目　

標　

Ｄ

＊ 測 量 実 習
＊ 構 造 力 学 Ⅰ
建 築 材 料 学

Ｄ－２

＊ 地 盤 構 造 工 学 流 れ の 力 学 河 川 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学

Ｄ－２

材 料 の 力 学 地 盤 の 科 学 地 盤 の 力 学 維 持 管 理 工 学
基 礎 水 理 学 コ ン ク リ ー ト 工 学 コンクリート構造学 橋 工 学 設 計・ 演 習
海 洋 土 木 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 地盤工学設計・ 演習

海 洋 土 木 Ⅱ キャリアプランニング コンクリート工学設計・演習
水 工 学 設 計・ 演 習
応 用 構 造 力 学

Ｄ－３

廃 棄 物 と 工 事 排 水 上 下 水 道 工 学 水 処 理 工 学

Ｄ－３
計 画 数 理 河 川 工 学 海 岸・ 港 湾 工 学

道 路・ 交 通 工 学
土 木 工 学 実 験 Ⅱ

Ｄ－４

建 築 設 計 Ⅰ 建 築 計 画 音 ・ 光 環 境 建 築 設 備

Ｄ－４
住 居 計 画 熱 ・ 空 気 環 境 木 質 構 造 建 築 法 規
インテリアデザイン 建 築 施 工

色 彩 学

Ｄ－５
建 築 史 鉄筋コンクリート構造 構 造 設 計

Ｄ－５
鋼 構 造 雪 国 建 築
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土木建築工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目  

標  

Ｅ

Ｅ－１

特別専攻プロジェクトⅠ 建 築 設 計 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

建 築 設 計 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 特別専攻プロジェクトⅢ

＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ

Ｅ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２

＊ 基 礎 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 測 量 実 習 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術
構 造 力 学 演 習 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習
建 築 設 計 Ⅰ 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習

熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習
学 外 研 修 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習
特別専攻ゼミナールⅠ 建 築 材 料 実 験 火 薬 学

イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
特別専攻ゼミナールⅡ 海 洋 土 木 実 習

特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－３
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 設 計 Ⅲ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－３＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－４
＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 測 量 実 習 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 応用測量学及び実習 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

Ｅ－４原 子 力 エ ネ ル ギ ー 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ 電 気 電 子 工 学 概 論
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ

目
標
Ｆ

Ｆ－１ ＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 卒 業 研 究 Ｆ－１ 目
標
ＦＦ－２ ＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 卒 業 研 究 Ｆ－２

「＊」印は必修科目を表わす。
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土木建築工学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

土 木 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－１

目　

標　

Ｅ

建 築 設 計 Ⅱ 建 築 設 計 Ⅲ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 特別専攻プロジェクトⅢ

＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ

Ｅ－２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－２

＊ 基 礎 製 図 ＊ Ｃ Ａ Ｄ 基 礎 演 習 ＊ 測 量 実 習 構 造 力 学 演 習 Ⅱ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 施 工 技 術
構 造 力 学 演 習 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅰ キャリアプランニング 橋 工 学 設 計・ 演 習
建 築 設 計 Ⅰ 建 築 設 計 Ⅱ 水 工 学 設 計・ 演 習 地盤工学設計・ 演習

熱・ 空 気 環 境 演 習 建 築 設 計 Ⅲ コンクリート工学設計・演習
学 外 研 修 音・ 光 環 境 演 習 応用測量学及び実習
特別専攻ゼミナールⅠ 建 築 材 料 実 験 火 薬 学

イ ン タ ー ン シ ッ プ 建 築 設 計 Ⅳ
特別専攻ゼミナールⅡ 海 洋 土 木 実 習

特別専攻ゼミナールⅢ

Ｅ－３
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 設 計 Ⅲ 建 築 設 計 Ⅳ ＊ 卒 業 研 究

Ｅ－３＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅢ

Ｅ－４
＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 測 量 実 習 土 木 工 学 実 験 Ⅰ 土 木 工 学 実 験 Ⅱ 応用測量学及び実習 機 械 工 学 概 論 原子燃料サイクル・安全工学

Ｅ－４原 子 力 エ ネ ル ギ ー 特別専攻プロジェクトⅡ 建 築 材 料 実 験 ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅱ 電 気 電 子 工 学 概 論
特別専攻プロジェクトⅠ ＊ 総 合 デ ザ イ ン Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ

目
標
Ｆ

Ｆ－１ ＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 卒 業 研 究 Ｆ－１ 目
標
ＦＦ－２ ＊ 土 木 工 学 概 論 ＊ 建 築 概 論 ＊ 卒 業 研 究 Ｆ－２
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土木建築工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
キャリアデザインⅠ 第 1学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○
キャリアデザインⅡ 第 2学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○
キャリアデザインⅢ 第 3学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○
土木工学概論 第 1学年前期 必修 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
建築概論 第 1学年後期 必修 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
心理学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
哲学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○
職業倫理 第 3学年前期 必修 ◎ ◎ ○
日本文学 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○
海外文学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
日本国憲法 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
歴史 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
経済学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
地域学 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎
日本語表現法 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎
実践日本語表現 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎
現代英語Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
現代英語Ⅱ 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅠ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅡ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語特別演習 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
中国語Ⅰ 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ◎
中国語Ⅱ 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ◎
中国語Ⅲ 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ◎
異文化コミュニケーション 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○
体育学 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ健康学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ特別演習 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅠ 第 1学年後期 選択 ○ ○
主題別ゼミナールⅡ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅢ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○
海外研修 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
微分 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
積分 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
線形代数 第 2学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
確率・統計 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
応用数学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
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土木建築工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての
良識と倫理観を
備え、地域社会
への関心をもつ
とともに、地球
的視野を身に付
けた技術者

専門分野の基盤
となる基礎知識
を持つととも
に、これらを活
用して社会の発
展に貢献できる
技術者

コミュニケー
ション能力と国
際人としての素
養を身に付けた
技術者

基本的な専門知識と応用 ･展開の素養を
身につけた技術者

デザイン能力・チームワーク力
を備え、自ら積極的に学んで行
動し、実社会において実務に対
処しうる技術者

北東北地域の土
木・建築技術に
関心を持つとと
もに、国際的視
野も合わせ持っ
た技術者

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 E-1 E-2 E-3 E-4 F-1 F-2
総
合
教
養
的
な
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
技
術
者
と
し
て
歴
史
や
風

土
・
文
化
的
な
視
点
か
ら
多
面
的
に
物
事
を
考
え
る
素
養
を
身
に
つ

け
る

技
術
者
と
し
て
の
倫
理
観
を
備
え
、
科
学
技
術
と
自
然
環
境
・
社
会

と
の
関
わ
り
や
社
会
へ
の
貢
献
を
意
識
し
て
行
動
で
き
る
素
養
を
身

に
つ
け
る

科
学
と
工
学
基
礎
に
関
す
る
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
実
社
会
で
活

用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

情
報
技
術
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
実
社
会

で
活
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

技
術
的
・
社
会
的
に
十
分
に
通
用
す
る
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
能
力
を
修
得
し
、
国
際

交
流
・
協
調
に
関
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

構
造
工
学
、
測
量
学
、
計
画
学
、
材
料
、
製
図
な
ど
の
土
木
・
建
築

工
学
共
通
の
基
本
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
す
る

水
工
学
、
地
盤
工
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
な
ど
の
土
木
工
学
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
中
堅
技
術
者
と
し
て
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
工
学
ま
た
は
土
木
計
画
・
道
路
工
学
の
基
礎
的
な
知
識
と
学
力

を
修
得
し
、
そ
れ
を
応
用
・
展
開
で
き
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

建
築
の
設
計
・
製
図
・
計
画
、
建
築
環
境
と
建
築
設
備
、
建
築
構
造
、

施
工
な
ど
建
築
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

建
築
に
関
す
る
特
定
領
域
の
高
度
な
専
門
知
識
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

課
題
に
対
す
る
計
画
、
遂
行
、
分
析
・
評
価
、
解
決
な
ど
の
総
合
的

な
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

常
に
新
し
い
技
術
に
関
心
を
持
ち
、
実
験
・
実
習
・
演
習
な
ど
を
通

じ
て
、
自
ら
積
極
的
に
学
び
・
行
動
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

専
門
知
識
や
工
学
ツ
ー
ル
を
用
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
の
下
で
課
題

を
解
決
し
ま
と
め
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
際
に
自
分
の
役
割
や
責
任
・
仕
事
の
目
的
を

理
解
し
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

北
東
北
地
域
の
自
然
・
社
会
特
性
と
こ
れ
に
係
わ
る
土
木
・
建
築
技

術
に
関
す
る
知
識
や
素
養
を
身
に
つ
け
る

国
内
外
の
土
木
・
建
築
技
術
に
関
心
を
も
ち
、
技
術
的
な
課
題
を
国

際
的
な
視
点
か
ら
も
考
え
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

○
○
○

◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎

◎
○
○
○
○
◎
◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
○

○
○
○
○
○
○

◎
◎
◎
◎
◎
◎
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土木建築工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
基礎物理学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎物理学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
現代物理学概論 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
応用物理学概論 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎化学Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
生命科学 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○
物理学概論 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
基礎情報科学 第 1学年前期 必修 ◎ ◎
物理学実験 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ◎
化学実験 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎製図 第 1学年前期 必修 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
CAD基礎演習 第 1学年後期 必修 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
地球環境論 第 1学年後期 必修 ◎ ○ ◎
デッサン 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ◎
測量学 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
測量実習 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
都市計画 第 3学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
構造力学Ⅰ 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
構造力学演習Ⅰ 第 2学年前期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
構造力学Ⅱ 第 2学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
構造力学演習Ⅱ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
地盤構造工学 第 2学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
材料の力学 第 2学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
情報処理 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
廃棄物と工事排水 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
上下水道工学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
水処理工学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
基礎水理学 第 2学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
流れの力学 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
河川工学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎ ○
海岸・港湾工学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎ ○
計画数理 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
道路・交通工学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
地盤の科学 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
地盤の力学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
コンクリート工学 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
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土木建築工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての
良識と倫理観を
備え、地域社会
への関心をもつ
とともに、地球
的視野を身に付
けた技術者

専門分野の基盤
となる基礎知識
を持つととも
に、これらを活
用して社会の発
展に貢献できる
技術者

コミュニケー
ション能力と国
際人としての素
養を身に付けた
技術者

基本的な専門知識と応用 ･展開の素養を
身につけた技術者

デザイン能力・チームワーク力
を備え、自ら積極的に学んで行
動し、実社会において実務に対
処しうる技術者

北東北地域の土
木・建築技術に
関心を持つとと
もに、国際的視
野も合わせ持っ
た技術者

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 E-1 E-2 E-3 E-4 F-1 F-2
総
合
教
養
的
な
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
技
術
者
と
し
て
歴
史
や
風

土
・
文
化
的
な
視
点
か
ら
多
面
的
に
物
事
を
考
え
る
素
養
を
身
に
つ

け
る

技
術
者
と
し
て
の
倫
理
観
を
備
え
、
科
学
技
術
と
自
然
環
境
・
社
会

と
の
関
わ
り
や
社
会
へ
の
貢
献
を
意
識
し
て
行
動
で
き
る
素
養
を
身

に
つ
け
る

科
学
と
工
学
基
礎
に
関
す
る
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
実
社
会
で
活

用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

情
報
技
術
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
実
社
会

で
活
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

技
術
的
・
社
会
的
に
十
分
に
通
用
す
る
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
能
力
を
修
得
し
、
国
際

交
流
・
協
調
に
関
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

構
造
工
学
、
測
量
学
、
計
画
学
、
材
料
、
製
図
な
ど
の
土
木
・
建
築

工
学
共
通
の
基
本
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
す
る

水
工
学
、
地
盤
工
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
な
ど
の
土
木
工
学
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
中
堅
技
術
者
と
し
て
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
工
学
ま
た
は
土
木
計
画
・
道
路
工
学
の
基
礎
的
な
知
識
と
学
力

を
修
得
し
、
そ
れ
を
応
用
・
展
開
で
き
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

建
築
の
設
計
・
製
図
・
計
画
、
建
築
環
境
と
建
築
設
備
、
建
築
構
造
、

施
工
な
ど
建
築
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

建
築
に
関
す
る
特
定
領
域
の
高
度
な
専
門
知
識
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

課
題
に
対
す
る
計
画
、
遂
行
、
分
析
・
評
価
、
解
決
な
ど
の
総
合
的

な
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

常
に
新
し
い
技
術
に
関
心
を
持
ち
、
実
験
・
実
習
・
演
習
な
ど
を
通

じ
て
、
自
ら
積
極
的
に
学
び
・
行
動
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

専
門
知
識
や
工
学
ツ
ー
ル
を
用
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
の
下
で
課
題

を
解
決
し
ま
と
め
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
際
に
自
分
の
役
割
や
責
任
・
仕
事
の
目
的
を

理
解
し
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

北
東
北
地
域
の
自
然
・
社
会
特
性
と
こ
れ
に
係
わ
る
土
木
・
建
築
技

術
に
関
す
る
知
識
や
素
養
を
身
に
つ
け
る

国
内
外
の
土
木
・
建
築
技
術
に
関
心
を
も
ち
、
技
術
的
な
課
題
を
国

際
的
な
視
点
か
ら
も
考
え
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
◎

◎
◎
◎

◎ ○
○ ○ ◎

◎
◎

◎
○ ○ ◎ ○

◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎ ○
◎ ○

◎
◎

◎
◎
◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
コンクリート構造学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
維持管理工学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
施工技術 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
土木工学実験Ⅰ 第 2学年後期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
土木工学実験Ⅱ 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
キャリアプランニング 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
水工学設計・演習 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
橋工学設計・演習 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
地盤工学設計・演習 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
コンクリート工学設計・演習 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
応用測量学及び実習 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
火薬学 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
建築設計Ⅰ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
建築設計Ⅱ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
建築設計Ⅲ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
建築設計Ⅳ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
住居計画 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
建築計画 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
建築史 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
インテリアデザイン 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
熱・空気環境 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
熱・空気環境演習 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
音・光環境 第 3学年前期 選択 ◎ ◎
音・光環境演習 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
建築設備 第 3学年後期 選択 ◎ ◎
鉄筋コンクリート構造 第 3学年前期 選択 ◎ ◎
鋼構造 第 3学年前期 選択 ◎ ◎
木質構造 第 3学年前期 選択 ◎ ◎
構造設計 第 3学年後期 選択 ◎ ◎
建築材料学 第 2学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
建築施工 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
建築材料実験 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○
建築法規 第 3学年後期 選択 ◎ ◎
応用電子計算機 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
色彩学 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
雪国建築 第 3学年後期 選択 ◎ ◎
インターンシップ 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎

土木建築工学科カリキュラム・マップ
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての
良識と倫理観を
備え、地域社会
への関心をもつ
とともに、地球
的視野を身に付
けた技術者

専門分野の基盤
となる基礎知識
を持つととも
に、これらを活
用して社会の発
展に貢献できる
技術者

コミュニケー
ション能力と国
際人としての素
養を身に付けた
技術者

基本的な専門知識と応用 ･展開の素養を
身につけた技術者

デザイン能力・チームワーク力
を備え、自ら積極的に学んで行
動し、実社会において実務に対
処しうる技術者

北東北地域の土
木・建築技術に
関心を持つとと
もに、国際的視
野も合わせ持っ
た技術者

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 E-1 E-2 E-3 E-4 F-1 F-2
総
合
教
養
的
な
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
技
術
者
と
し
て
歴
史
や
風

土
・
文
化
的
な
視
点
か
ら
多
面
的
に
物
事
を
考
え
る
素
養
を
身
に
つ

け
る

技
術
者
と
し
て
の
倫
理
観
を
備
え
、
科
学
技
術
と
自
然
環
境
・
社
会

と
の
関
わ
り
や
社
会
へ
の
貢
献
を
意
識
し
て
行
動
で
き
る
素
養
を
身

に
つ
け
る

科
学
と
工
学
基
礎
に
関
す
る
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
実
社
会
で
活

用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

情
報
技
術
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
実
社
会

で
活
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

技
術
的
・
社
会
的
に
十
分
に
通
用
す
る
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
能
力
を
修
得
し
、
国
際

交
流
・
協
調
に
関
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

構
造
工
学
、
測
量
学
、
計
画
学
、
材
料
、
製
図
な
ど
の
土
木
・
建
築

工
学
共
通
の
基
本
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
す
る

水
工
学
、
地
盤
工
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
な
ど
の
土
木
工
学
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
中
堅
技
術
者
と
し
て
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
工
学
ま
た
は
土
木
計
画
・
道
路
工
学
の
基
礎
的
な
知
識
と
学
力

を
修
得
し
、
そ
れ
を
応
用
・
展
開
で
き
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

建
築
の
設
計
・
製
図
・
計
画
、
建
築
環
境
と
建
築
設
備
、
建
築
構
造
、

施
工
な
ど
建
築
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

建
築
に
関
す
る
特
定
領
域
の
高
度
な
専
門
知
識
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

課
題
に
対
す
る
計
画
、
遂
行
、
分
析
・
評
価
、
解
決
な
ど
の
総
合
的

な
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

常
に
新
し
い
技
術
に
関
心
を
持
ち
、
実
験
・
実
習
・
演
習
な
ど
を
通

じ
て
、
自
ら
積
極
的
に
学
び
・
行
動
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

専
門
知
識
や
工
学
ツ
ー
ル
を
用
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
の
下
で
課
題

を
解
決
し
ま
と
め
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
際
に
自
分
の
役
割
や
責
任
・
仕
事
の
目
的
を

理
解
し
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

北
東
北
地
域
の
自
然
・
社
会
特
性
と
こ
れ
に
係
わ
る
土
木
・
建
築
技

術
に
関
す
る
知
識
や
素
養
を
身
に
つ
け
る

国
内
外
の
土
木
・
建
築
技
術
に
関
心
を
も
ち
、
技
術
的
な
課
題
を
国

際
的
な
視
点
か
ら
も
考
え
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

◎
◎

◎
○ ○ ○ ◎ ○
○ ○ ○ ○ ◎ ○

○ ◎
○ ◎

○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎

◎ ○
◎

◎ ○ ◎
○ ◎
◎ ○ ○
◎ ○ ○

◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

○ ◎ ○
◎

◎
◎

◎
◎

土木建築工学科カリキュラム・マップ
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土木建築工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

授業科目名 開講学期 必修／選択
学外研修 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
総合デザインⅠ 第 3学年前期 必修 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
総合デザインⅡ 第 3学年後期 必修 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
情報処理応用 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
応用構造力学 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
機械工作実習 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ○
機械工学概論 第 4学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ◎
電気電子工学概論 第 4学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ◎
原子力エネルギー 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ◎
原子燃料サイクル・安全工学 第 4学年後期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ◎
卒業研究 第 4学年通年 必修 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
海洋学の基礎と未来 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ◎
海洋土木Ⅰ 第 2学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
海洋土木Ⅱ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
海洋土木実習 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ◎
リモートセンシング概論 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
解析Ⅰ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎
解析Ⅱ 第 2学年前期 選択 ◎ ◎
解析Ⅲ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅠ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅡ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅢ 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅠ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅡ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅢ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
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土木建築工学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人としての
良識と倫理観を
備え、地域社会
への関心をもつ
とともに、地球
的視野を身に付
けた技術者

専門分野の基盤
となる基礎知識
を持つととも
に、これらを活
用して社会の発
展に貢献できる
技術者

コミュニケー
ション能力と国
際人としての素
養を身に付けた
技術者

基本的な専門知識と応用 ･展開の素養を
身につけた技術者

デザイン能力・チームワーク力
を備え、自ら積極的に学んで行
動し、実社会において実務に対
処しうる技術者

北東北地域の土
木・建築技術に
関心を持つとと
もに、国際的視
野も合わせ持っ
た技術者

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 E-1 E-2 E-3 E-4 F-1 F-2
総
合
教
養
的
な
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
技
術
者
と
し
て
歴
史
や
風

土
・
文
化
的
な
視
点
か
ら
多
面
的
に
物
事
を
考
え
る
素
養
を
身
に
つ

け
る

技
術
者
と
し
て
の
倫
理
観
を
備
え
、
科
学
技
術
と
自
然
環
境
・
社
会

と
の
関
わ
り
や
社
会
へ
の
貢
献
を
意
識
し
て
行
動
で
き
る
素
養
を
身

に
つ
け
る

科
学
と
工
学
基
礎
に
関
す
る
知
識
や
学
力
を
修
得
し
、
実
社
会
で
活

用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

情
報
技
術
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
実
社
会

で
活
用
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

技
術
的
・
社
会
的
に
十
分
に
通
用
す
る
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
能
力
を
修
得
し
、
国
際

交
流
・
協
調
に
関
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

構
造
工
学
、
測
量
学
、
計
画
学
、
材
料
、
製
図
な
ど
の
土
木
・
建
築

工
学
共
通
の
基
本
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
す
る

水
工
学
、
地
盤
工
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
な
ど
の
土
木
工
学
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
中
堅
技
術
者
と
し
て
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

環
境
工
学
ま
た
は
土
木
計
画
・
道
路
工
学
の
基
礎
的
な
知
識
と
学
力

を
修
得
し
、
そ
れ
を
応
用
・
展
開
で
き
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

建
築
の
設
計
・
製
図
・
計
画
、
建
築
環
境
と
建
築
設
備
、
建
築
構
造
、

施
工
な
ど
建
築
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
学
力
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

建
築
に
関
す
る
特
定
領
域
の
高
度
な
専
門
知
識
を
修
得
し
、
応
用
・

展
開
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

課
題
に
対
す
る
計
画
、
遂
行
、
分
析
・
評
価
、
解
決
な
ど
の
総
合
的

な
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る

常
に
新
し
い
技
術
に
関
心
を
持
ち
、
実
験
・
実
習
・
演
習
な
ど
を
通

じ
て
、
自
ら
積
極
的
に
学
び
・
行
動
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

専
門
知
識
や
工
学
ツ
ー
ル
を
用
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
の
下
で
課
題

を
解
決
し
ま
と
め
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
際
に
自
分
の
役
割
や
責
任
・
仕
事
の
目
的
を

理
解
し
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

北
東
北
地
域
の
自
然
・
社
会
特
性
と
こ
れ
に
係
わ
る
土
木
・
建
築
技

術
に
関
す
る
知
識
や
素
養
を
身
に
つ
け
る

国
内
外
の
土
木
・
建
築
技
術
に
関
心
を
も
ち
、
技
術
的
な
課
題
を
国

際
的
な
視
点
か
ら
も
考
え
る
素
養
を
身
に
つ
け
る

◎
○ ○ ◎
◎ ○ ○

◎
◎

○
◎
◎
◎
◎

◎ ○ ○ ◎ ○ ○
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎

○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎

◎
◎
◎



―  　　―172

■教育目標

教育理念にそった人材を育成するため、感性

デザイン学部では以下の教育目標を掲げます。

1� ）豊かな人間性と総合的な判断力を基盤とす

るデザインの素養をもった人材を育成する

2 �）社会の変化に対応できる柔軟な思考力を

もった人材を育成する

3 �）デザインの諸原理の理解とそれらの応用・

展開力をもった人材を育成する

4 �）公共的問題や地域社会が抱える問題を自ら

発見し、デザイン手法を用いて解決する力を

もった人材を育成する

5 �）多文化、異文化を理解し、グローバルな視

点でモノを考えることができ、それを課題解

決に活かす力をもった人材を育成する

■教育課程編成方針・教育実施基本方針

感性デザイン学部では、教育目標に掲げる資

質・能力を備えた人材を育成するために、次の

ような教育課程編成・実施の方針を定めていま

す。

1）教育課程の骨格

�　カリキュラムを「導入転換科目」、「総合教

養科目」、「専門科目」、「特別専攻科目」で編

成します。

2� ）総合的な人間力を養成する教育を実施しま

す

�　総合教養科目においては、人間環境や社会

に対して多面的な視野から物事を捉え、総合

的な判断力を養うための科目と、コミュニケー

ションスキルを獲得するための科目を編成し

ます。また、導入転換科目として、大学にお

ける学修計画や達成度評価、職業指導等を

通じて将来のキャリア形成を支援するための

キャリアデザイン科目を配置します。専門科目

には、PBL、アクティブ・ラーニングなどを取

2 ．13 感性デザイン学部の教育目標・教育課程 り入れた科目を編成し、豊かな人間性と総合

的な判断力、並びに社会の変化に対応できる

柔軟な思考力を養成します。

3� ）専門分野の基礎原理を理解・修得するため

の教育を実施します

�　感性デザイン学部の専門基礎原理を学ぶ科

目を学期ごとに体系的に学べるように編成し

ます。また、専門基礎理論科目と演習・実習

科目を有機的に連動させ、専門基礎原理を演

習・実習の場で確認し繰り返し学習できるよ

うに授業を展開します。これにより、専門分

野の基礎原理を十分に理解・修得させる教育

を実施します。

4� ）専門分野の基礎原理を実践的に応用展開で

きる力をもたせる教育を実施します

�　発想力、発表力、自ら問題を解決する力な

どの実践的な力を養成するため、初年次か

ら演習・実習科目を重点的に編成します。演

習・実習科目をそれぞれの学年に配置し、段

階的に学びが深化するように配置します。ま

た、コミュニケーションスキルを養成するた

めに、授業にはグループワークや協働活動を

取り入れ、他者の考えに耳を傾け、さまざま

な情報や多様な立場を受容する力、プレゼン

テーションを通して自ら考え纏めたことを発

表、表現する力を養う授業を展開します。さ

らに修得した専門知識やスキルを統合し、問

題の解決と新たな価値の創造に繋げていく能

力や姿勢を育成するために、「卒業制作・論

文」を必修とします。

5� ）地域社会との繋がりを重視した教育を実施

します

�　公共的問題や地域社会が抱える課題を発見

し、それを解決に導く力を養成するために、

デザイン手法を学ぶ教育を実施します。また、

地域と連携したPBLやアクティブ・ラーニン

グ教育を実施します。これにより、社会の変

化に対応できる柔軟な思考力、地域社会へ
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の関心をもってデザイン活動に取り組む姿勢、

具体的なデザイン実践の知を社会に還元でき

る能力を養成します。

6� ）グローバルな視野で物事を考えることがで

きる力を養成する教育を実施します

�　グローバルな視野で物事を考えることがで

きる力を養成するために、総合教養科目、並

びに学部の専門科目における複数の科目でグ

ローバルな視点での授業を展開します。さら

に、グローバルな視野をローカルな諸問題解

決に活かす力、多様性を踏まえてデザイン活

動を進める力を養成するための授業を複数の

科目で展開します。

■創生デザイン学科の教育目的

近年、国家、地域の垣根を越え、政治、経済、

文化など様々な側面においてグローバル化が加

速しています。さらに少子高齢社会、高度情報

化社会を迎えている今日、住みよい社会システ

ムの構築、革新的なモノやサービスの提供、地

域再生・地域活性化などの地域経済に貢献する

仕組みの構築がいっそう求められています。

デザインとは、造形活動を通じた文化と文明

の創造であり、人間と人間の関わりあい、人間

と「もの」の共存、人間と自然の交流など、大

きな問題について提案していく行為です。言い

換えれば、精神・物質の両面で人間生活の秩序

や向上を図っていく行為です。従って、デザイン

は、政治・経済から人間の心理にいたるまでの

様々な社会現象を左右し、様々な課題の解決や

状況の改善を図る大きな役割を担っています。

社会においては、このような役割を果たすこ

とのできるデザイン能力を持った人材が求めら

れています。

また近年、デザイン分野においては、ビジュ

アル、プロダクト、インテリアなどのデザイン対

2 ．13．1 創生デザイン学科の学習・教育到達目標と教育課程

象の完成をゴールとするだけではなく、ユーザー

の意見を取り入れ、様々なコミュニケーションを

通じて、適切で使いやすい商品やサービス、シ

ステムの提供を目指すなどの、プロセスを重視

した、ユーザー中心デザイン、共創デザインが

主要になってきており、それを展開できるスキル

を持った人材も求められています。

さらに、環境に応じて建設的な人間関係を形

成するコミュニケーション能力を身につけ、他者

との関わりの中での共感を通して、新しい価値

を創造できる実現力や実行力を備えた人材、企

業や団体、あるいはさまざまな専門家と協働し、

地域活性化を目指してコミュニティの課題の発見

と解決に取り組み、状況に応じたデザイン手法

を展開できる人材が求められています。

創生デザイン学科では、こうした社会の要請

に応える人材を育成することを目的とし、「ビ

ジュアルデザインコース」、「リビングデザイン

コース」、「地域づくりコース」の ３コースを設置

しています。

■�創生デザイン学科の学習・教育到達目標

（ディプロマ・ポリシー）

創生デザイン学科では、地域資源にさまざま

な角度から光を当て、デザイン手法を活かして

地域ブランド創生など地域を生き生きと輝かせ

るデザイン活動に携わる人材を育成することを

教育理念としています。

本学科ではこの理念を踏まえた教育目標に基

づく所定の教育課程を修め、以下の資質・能力

が身についた学生に学士（感性デザイン）の学

位を授与します。

（A）	 社会人としての良識や倫理観、地域社会

への関心および地球的視野

（B）	 専門分野の基盤となる基礎知識とそれら

を活用する力

（C）	 コミュニケーション能力と国際人としての

素養
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（D）	 社会における課題を見出し、状況に応じ

たデザイン手法を展開できる能力

（E）	 社会における資源活用や課題解決を遂行

するためのデザイン手法

（F）	 デザイン活動に必要なデザイン基礎能力

（G）	 産業、文化、歴史、福祉健康、自然科学

などの幅広い知識

（H）	 ローカルとグローバルの二つの視点に立っ

て、多様性を尊重しながら、他者とともに

デザイン活動を遂行することができる能

力

（I）	 社会の変化に対応できる柔軟な思考力と、

時代のニーズをとらえて新しい価値を創造

できる実現力

■�創生デザイン学科のカリキュラム編成方針・

教育方法（カリキュラム・ポリシー）

創生デザイン学科では、ディプロマ・ポリシー

に掲げる資質・能力を備えた人材を育成するた

めに、次のような教育課程編成・実施の方針を

定めています。

1� ） 4 年間一貫教育：導入転換科目、総合教養

科目、専門科目からなる各科目群を適切に配

置し、調和の取れた学習内容を提供します。

2� ）導入転換科目：感性デザイン入門、キャリア

デザインの 2 分野で編成し、高校教育から大

学教育への円滑な移行を図るとともに、キャ

リア教育を通じて社会への関心を高め、将来

の生活設計を行うことを支援します。

3� ）総合教養科目：人間科学、国際コミュニケー

ション、体育科学、総合学際の 4分野で編成

し、人間と社会、健康についての理解および

コミュニケーション能力の向上を目指します。

4� ）専門科目：創生デザイン基礎、ビジュアル

デザイン、リビングデザイン、創生デザイン応

用の各科目群で編成します。それぞれの概略

は以下の通りです。

　・�創生デザイン基礎：ビジュアルデザイン、リ

ビングデザイン、地域づくりの3コースに共

通した、専門基礎となる科目群で、デザイ

ン分野の基礎原理や、現代社会に生きるデ

ザイナーに必要な基礎力を育成します。

　・�ビジュアルデザイン：ビジュアルデザイン

コース関連の専門科目群で、ビジュアルデ

ザインに関する専門基礎力、並びに実践力

を育成します。

　・�リビングデザイン：リビングデザインコース

関連の専門科目群で、インテリア、生活プ

ロダクツデザインに関する専門基礎力、並

びに実践力を育成します。

　・�地域づくりコースは、ビジュアルデザイン、

リビングデザインの ２ つの科目群に配置さ

れた専門科目を組み合わせて学習し、横断

的な実践力を育成します。

　・�創生デザイン応用：より実践的なデザイン

能力を育成し、応用展開するための科目群

です。学内外での実習などを通じて、これ

までに身につけたデザインに関する知識や

スキルを応用するとともに、「卒業制作・論

文」で総合力を高めます。
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創生デザイン学科カリキュラム

区　分 分 野
第　 1　学　年 第　 2　学　年

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導入転換
科 目

感性デザイン
入門・キャリア
デ ザ イ ン

デ ザ イ ン 思 考 ② 感性デザイン
入門・キャリア
デ ザ イ ン

導入転換
科 目キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2

総合教養
科 目

人 間 科 学

歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2 知 的 財 産 論 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

自 然 科 学 概 論 2 地 域 学 2 日 本 文 学 2

数 学 2 海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2 異文化コミュニケーション 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2

体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
海 外 研 修 1

専門科目

創生デザイン
基 礎

コミュニケーション＆アート演習 2 プレゼンテーション ② デ ザ イ ン 史 2 デザインマーケティング論 2 認 知 心 理 学 2 比 較 文 化 論 2

創生デザイン
基 礎

専門科目

コンピュータ基礎演習 ② 色 彩 学 ② ユニバーサルデザイン論 ② デザイン文化論 2 情報メディア論 2

デ ッ サ ン ② 図 学 2 表 象 文 化 論 2 ビジュアルストーリテリング論 2 キュレイティング論 2

地 域 文 化 論 2 道 具 学 2 ＣＡＤデザイン演習 2 Webデ ザ イ ン 2

表 現 技 法 ② インフォグラフィクス論 2 ビジュアルコンテンツ 2

ブランドマーケティング 2

ビ ジ ュ ア ル
デ ザ イ ン

絵 画 Ⅰ 2 絵 画 Ⅱ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅰ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅱ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅲ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅳ 2

ビ ジ ュ ア ル
デ ザ イ ン

タイポグラフィー論 2 ビジュアルデザイン論 2 広 告 論 2

映像メディア論 2

美 術 史 2 芸 術 批 評 2

イラストレーションⅠ 2 イラストレーションⅡ 2

リ ビ ン グ
デ ザ イ ン

工 芸 学 2 工 芸 実 習 2 リビングウェアデザイン演習Ⅰ 2 リビングウェアデザイン演習Ⅱ 2 リビングウェアデザイン演習Ⅲ 2 リビングウェアデザイン演習Ⅳ 2

リ ビ ン グ
デ ザ イ ン

インテリアデザインⅠ 2 インテリアデザインⅡ 2 製 品CAD演 習 2 住 環 境 学 2

プロトタイピング演習 2 彫 刻 2

立 体 造 形 演 習 2

創生デザイン
応 用

ブランディングデザイン演習Ⅰ 2 ブランディングデザイン演習Ⅱ 2 卒 業 制 作 ・ 論 文 ⑥
創生デザイン
応 用キュレイティング演習Ⅰ 2 キュレイティング演習Ⅱ 2

インターンシップ 1

特別専攻
科 目 特 別 専 攻

特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2
特 別 専 攻 特別専攻

科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2

進級要件　総計28単位以上（必修12単位以上） 進級要件　総計60単位以上（必修12単位以上）

修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数
注 1．科目名称の後の数字は単位数を示す。○は必修科目、その他は選択科目を意味する。
注 2．導入転換科目、総合教養科目から必修を含めて32単位以上修得すること。
注 3．専門科目創生デザイン基礎分野から必修を含めて36単位以上修得すること。
注 4．�専門科目ビジュアルデザイン分野、リビングデザイン分野、創生デザイン応用分野から必修を含めて44単位以上修得すること。
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創生デザイン学科カリキュラム

（令和 3年度入学生用）

第　 3　学　年 第　 4　学　年
分 野 区　分

前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位 前　期 単
位 後　期 単

位

導入転換
科 目

感性デザイン
入門・キャリア
デ ザ イ ン

デ ザ イ ン 思 考 ② 感性デザイン
入門・キャリア
デ ザ イ ン

導入転換
科 目キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2

総合教養
科 目

人 間 科 学

歴 史 2 経 済 学 2 心 理 学 2 哲 学 2 職 業 倫 理 ② 日 本 国 憲 法 2 知 的 財 産 論 2

人 間 科 学

総合教養
科 目

自 然 科 学 概 論 2 地 域 学 2 日 本 文 学 2

数 学 2 海 外 文 学 2

国 際
コミュニケーション

日 本 語 表 現 法 2 実践日本語表現 2
国 際
コミュニケーション現 代 英 語 Ⅰ ② 現 代 英 語 Ⅱ ② 英語コミュニケーションⅠ 2 英語コミュニケーションⅡ 2 英 語 特 別 演 習 2 異文化コミュニケーション 2

中 国 語 Ⅰ 2 中 国 語 Ⅱ 2 中 国 語 Ⅲ 2

体 育 科 学 体 育 学 1 スポーツ健康学 1 体 育 科 学

総 合 学 際
主題別ゼミナールⅠ 2 主題別ゼミナールⅡ 2 主題別ゼミナールⅢ 2

総 合 学 際
海 外 研 修 1

専門科目

創生デザイン
基 礎

コミュニケーション＆アート演習 2 プレゼンテーション ② デ ザ イ ン 史 2 デザインマーケティング論 2 認 知 心 理 学 2 比 較 文 化 論 2

創生デザイン
基 礎

専門科目

コンピュータ基礎演習 ② 色 彩 学 ② ユニバーサルデザイン論 ② デザイン文化論 2 情報メディア論 2

デ ッ サ ン ② 図 学 2 表 象 文 化 論 2 ビジュアルストーリテリング論 2 キュレイティング論 2

地 域 文 化 論 2 道 具 学 2 ＣＡＤデザイン演習 2 Webデ ザ イ ン 2

表 現 技 法 ② インフォグラフィクス論 2 ビジュアルコンテンツ 2

ブランドマーケティング 2

ビ ジ ュ ア ル
デ ザ イ ン

絵 画 Ⅰ 2 絵 画 Ⅱ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅰ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅱ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅲ 2 ビジュアルデザイン演習Ⅳ 2

ビ ジ ュ ア ル
デ ザ イ ン

タイポグラフィー論 2 ビジュアルデザイン論 2 広 告 論 2

映像メディア論 2

美 術 史 2 芸 術 批 評 2

イラストレーションⅠ 2 イラストレーションⅡ 2

リ ビ ン グ
デ ザ イ ン

工 芸 学 2 工 芸 実 習 2 リビングウェアデザイン演習Ⅰ 2 リビングウェアデザイン演習Ⅱ 2 リビングウェアデザイン演習Ⅲ 2 リビングウェアデザイン演習Ⅳ 2

リ ビ ン グ
デ ザ イ ン

インテリアデザインⅠ 2 インテリアデザインⅡ 2 製 品CAD演 習 2 住 環 境 学 2

プロトタイピング演習 2 彫 刻 2

立 体 造 形 演 習 2

創生デザイン
応 用

ブランディングデザイン演習Ⅰ 2 ブランディングデザイン演習Ⅱ 2 卒 業 制 作 ・ 論 文 ⑥
創生デザイン
応 用キュレイティング演習Ⅰ 2 キュレイティング演習Ⅱ 2

インターンシップ 1

特別専攻
科 目 特 別 専 攻

特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2
特 別 専 攻 特別専攻

科 目特別専攻プロジェクトⅠ 2 特別専攻プロジェクトⅡ 2 特別専攻プロジェクトⅢ 2

進級要件　総計98単位以上（必修14単位以上） 卒業要件　総計124単位以上（必修26単位を含む）

修得単位数 修得単位数 修得単位数 修得単位数

　　　　 は必修科目
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創生デザイン学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心
コミュニケーション＆アート演習 地 域 学 日 本 国 憲 法

①寛容な心
地 域 文 化 論 海 外 研 修

②感動する心

地 域 文 化 論 海 外 研 修 日 本 文 学

②感動する心
絵 画 Ⅰ 絵 画 Ⅱ 海 外 文 学
タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論 ビジュアルデザイン演習Ⅰ
工 芸 学

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

③主体性

＊ デ ザ イ ン 思 考 海 外 研 修 海 外 文 学 ビジュアルデザイン演習Ⅱ ブランディングデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅳ
歴 史 ＊プレゼンテーション ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ キュレイティング演習Ⅰ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
数 学 図 学 リビングウェアデザイン演習Ⅰ ブランディングデザイン演習Ⅱ
体 育 学 絵 画 Ⅱ キュレイティング演習Ⅱ
＊ 表 現 技 法 工 芸 演 習 特別専攻プロジェクトⅢ
絵 画 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅠ
工 芸 学

④人間環境理解力

経 済 学 心 理 学 哲 学 認 知 心 理 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力
地 域 学 海 外 文 学 デザインマーケティング論 比 較 文 化 論
図 学 ＊ユニバーサルデザイン論 リビングウェアデザイン演習Ⅱ
道 具 学

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 知 的 財 産 論

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力体 育 学 海 外 研 修 心 理 学 認 知 心 理 学

＊プレゼンテーション ス ポ ー ツ 健 康 学 情 報 メ デ ィ ア 論
リビングウェアデザイン演習Ⅰ イ ン タ ー ン シ ッ プ

⑥倫理観・規律性
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 知 的 財 産 権

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ ビジュアルストーリーテリング論 イ ン タ ー ン シ ッ プ
コミュニケーション＆アート演習 ＊プレゼンテーション
＊コンピュータ基礎演習

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅢ 英 語 特 別 演 習 比 較 文 化 論 異文化コミュニケーション
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ ビジュアルストーリーテリング論 映 像 文 化 論

コミュニケーション＆アート演習 海 外 研 修 イ ン タ ー ン シ ッ プ

⑨チームワーク力
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 ビジュアルデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅢ

⑨チームワーク力＊ 表 現 技 法 ビジュアルデザイン論 特別専攻プロジェクトⅡ リビングウェアデザイン演習Ⅲ
タイポグラフィー論 特別専攻プロジェクトⅠ

⑩リーダーシップ力
＊ 表 現 技 法 ビジュアルデザイン論 ビジュアルデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅢ

⑩リーダーシップ力
タイポグラフィー論 特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ リビングウェアデザイン演習Ⅲ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊ デ ザ イ ン 思 考 経 済 学 心 理 学 デザインマーケティング論 映 像 文 化 論 比 較 文 化 論

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 地 域 学 日 本 文 学 デ ザ イ ン 文 化 論 美 術 史 ブランディングデザイン演習Ⅱ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ
＊ デ ッ サ ン ＊ 色 彩 学 中 国 語 Ⅲ キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
地 域 文 化 論 ブランドマーケティング デ ザ イ ン 史

工 芸 実 習 ＊ユニバーサルデザイン論
特別専攻プロジェクトⅠ 表 象 文 化 論

⑫数量的スキル
自 然 科 学 概 論 経 済 学 ＣＡＤデザイン演習 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習

⑫数量的スキル
数 学

「＊」印は必修科目を表わす。
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創生デザイン学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

①寛容な心
コミュニケーション＆アート演習 地 域 学 日 本 国 憲 法

①寛容な心
地 域 文 化 論 海 外 研 修

②感動する心

地 域 文 化 論 海 外 研 修 日 本 文 学

②感動する心
絵 画 Ⅰ 絵 画 Ⅱ 海 外 文 学
タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論 ビジュアルデザイン演習Ⅰ
工 芸 学

③主体性

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ

③主体性

＊ デ ザ イ ン 思 考 海 外 研 修 海 外 文 学 ビジュアルデザイン演習Ⅱ ブランディングデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅳ
歴 史 ＊プレゼンテーション ス ポ ー ツ 健 康 学 特別専攻プロジェクトⅡ キュレイティング演習Ⅰ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
数 学 図 学 リビングウェアデザイン演習Ⅰ ブランディングデザイン演習Ⅱ
体 育 学 絵 画 Ⅱ キュレイティング演習Ⅱ
＊ 表 現 技 法 工 芸 演 習 特別専攻プロジェクトⅢ
絵 画 Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅠ
工 芸 学

④人間環境理解力

経 済 学 心 理 学 哲 学 認 知 心 理 学 日 本 国 憲 法

④人間環境理解力
地 域 学 海 外 文 学 デザインマーケティング論 比 較 文 化 論
図 学 ＊ユニバーサルデザイン論 リビングウェアデザイン演習Ⅱ
道 具 学

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 知 的 財 産 論

⑤自己管理力・ストレ
スコントロール力体 育 学 海 外 研 修 心 理 学 認 知 心 理 学

＊プレゼンテーション ス ポ ー ツ 健 康 学 情 報 メ デ ィ ア 論
リビングウェアデザイン演習Ⅰ イ ン タ ー ン シ ッ プ

⑥倫理観・規律性
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 知 的 財 産 権

⑥倫理観・規律性
体 育 学 ス ポ ー ツ 健 康 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法

⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
⑦日本語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ ビジュアルストーリーテリング論 イ ン タ ー ン シ ッ プ
コミュニケーション＆アート演習 ＊プレゼンテーション
＊コンピュータ基礎演習

⑧外国語コミュニケー
ション・スキル

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅢ 英 語 特 別 演 習 比 較 文 化 論 異文化コミュニケーション
⑧外国語コミュニケー
ション・スキル中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ ビジュアルストーリーテリング論 映 像 文 化 論

コミュニケーション＆アート演習 海 外 研 修 イ ン タ ー ン シ ッ プ

⑨チームワーク力
体 育 学 海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学 ビジュアルデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅢ

⑨チームワーク力＊ 表 現 技 法 ビジュアルデザイン論 特別専攻プロジェクトⅡ リビングウェアデザイン演習Ⅲ
タイポグラフィー論 特別専攻プロジェクトⅠ

⑩リーダーシップ力
＊ 表 現 技 法 ビジュアルデザイン論 ビジュアルデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ 特別専攻プロジェクトⅢ

⑩リーダーシップ力
タイポグラフィー論 特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ リビングウェアデザイン演習Ⅲ

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

＊ デ ザ イ ン 思 考 経 済 学 心 理 学 デザインマーケティング論 映 像 文 化 論 比 較 文 化 論

⑪総合的学習経験・創
造的思考力・創造力

歴 史 地 域 学 日 本 文 学 デ ザ イ ン 文 化 論 美 術 史 ブランディングデザイン演習Ⅱ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 海 外 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ
＊ デ ッ サ ン ＊ 色 彩 学 中 国 語 Ⅲ キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
地 域 文 化 論 ブランドマーケティング デ ザ イ ン 史

工 芸 実 習 ＊ユニバーサルデザイン論
特別専攻プロジェクトⅠ 表 象 文 化 論

⑫数量的スキル
自 然 科 学 概 論 経 済 学 ＣＡＤデザイン演習 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習

⑫数量的スキル
数 学
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修得因子 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑬情報リテラシー力

数 学 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊プレゼンテーション デ ザ イ ン 史 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン 情 報 メ デ ィ ア 論
コミュニケーション＆アート演習 インフォグラフィクス論 ＣＡＤデザイン演習 ビジュアルコンテンツ キュレイティング論
＊コンピュータ基礎演習 インテリアデザインⅠ 彫 刻 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 広 告 論

インテリアデザインⅡ 美 術 史

⑭論理的思考力

＊ デ ザ イ ン 史 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 芸 術 批 評 ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑭論理的思考力
歴 史 特別専攻プロジェクトⅠ 日 本 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
自 然 科 学 概 論 海 外 文 学

実 践 日 本 語 表 現

⑮問題解決力

タイポグラフィー論 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 広 告 論 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑮問題解決力

ビジュアルデザイン論 主題別ゼミナールⅡ デザインマーケティング論 イラストレーションⅠ イラストレーションⅡ
インテリアデザインⅠ ＊ユニバーサルデザイン論 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン ビジュアルデザイン演習Ⅲ ビジュアルデザイン演習Ⅳ 知 的 財 産 論
プロトタイピング演習 ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ 住 環 境 学 リビングウェアデザイン演習Ⅳ
特別専攻プロジェクトⅠ 彫 刻 リビングウェアデザイン演習Ⅱ リビングウェアデザイン演習Ⅲ ブランディングデザイン演習Ⅱ

インテリアデザインⅡ 特別専攻プロジェクトⅡ ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ
立 体 造 形 演 習 キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
リビングウェアデザイン演習Ⅰ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊ デ ザ イ ン 思 考 ＊ 色 彩 学 デ ザ イ ン 史 デザインマーケティング論 認 知 心 理 学 イラストレーションⅡ

⑯専門基礎原理の理解
力

自 然 科 学 概 論 図 学 ＊ユニバーサルデザイン論 デ ザ イ ン 文 化 論 情 報 メ デ ィ ア 論 芸 術 批 評
数 学 道 具 学 表 象 文 化 論 ビジュアルストーリーテリング論 キュレイティング論 特別専攻ゼミナールⅢ
＊ デ ッ サ ン インフォグラフィックス論 ＣＡＤデザイン演習 ビジュアルコンテンツ 広 告 論
＊ 表 現 技 法 ブランドマーケティング 彫 刻 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 イラストレーションⅠ
絵 画 Ⅰ 絵 画 Ⅱ インテリアデザインⅡ 特別専攻ゼミナールⅠ 美 術 史
タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論 立 体 造 形 演 習 住 環 境 学
工 芸 学 工 芸 実 習 特別専攻ゼミナールⅡ

インテリアデザインⅠ
プロトタイピング演習

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

ビジュアルデザイン演習Ⅰ Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン 広 告 論 イラストレーションⅡ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

リビングウェアデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ イラストレーションⅠ ビジュアルデザイン演習Ⅳ
リビングウェアデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
特別専攻ゼミナールⅠ リビングウェアデザイン演習Ⅲ ブランディングデザイン演習Ⅱ

イ ン タ ー ン シ ッ プ キュレイティング演習Ⅱ
ブランディングデザイン演習Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅢ
キュレイティング演習Ⅰ
特別専攻ゼミナールⅡ

⑱継続的学習経験

自 然 科 学 概 論 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 イラストレーションⅡ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ イラストレーションⅠ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン
＊ 表 現 技 法 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習

工 芸 実 習 主題別ゼミナールⅡ
ＣＡＤデザイン演習

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法
⑲市民としての社会的
責任感情 報 メ デ ィ ア 論 ビジュアルデザイン演習Ⅳ

リビングウェアデザイン演習Ⅳ

⑳異文化理解力

自 然 科 学 概 論 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 比 較 文 化 論 異文化コミュニケーション

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 リビングウェアデザイン演習Ⅱ 映 像 文 化 論 芸 術 批 評
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 美 術 史
地 域 文 化 論 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修 デ ザ イ ン 史
ビジュアルデザイン演習Ⅰ

創生デザイン学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 修得因子

⑬情報リテラシー力

数 学 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習

⑬情報リテラシー力
＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊プレゼンテーション デ ザ イ ン 史 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン 情 報 メ デ ィ ア 論
コミュニケーション＆アート演習 インフォグラフィクス論 ＣＡＤデザイン演習 ビジュアルコンテンツ キュレイティング論
＊コンピュータ基礎演習 インテリアデザインⅠ 彫 刻 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 広 告 論

インテリアデザインⅡ 美 術 史

⑭論理的思考力

＊ デ ザ イ ン 史 日 本 語 表 現 法 心 理 学 哲 学 芸 術 批 評 ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑭論理的思考力
歴 史 特別専攻プロジェクトⅠ 日 本 文 学 特別専攻プロジェクトⅡ 特別専攻プロジェクトⅢ
自 然 科 学 概 論 海 外 文 学

実 践 日 本 語 表 現

⑮問題解決力

タイポグラフィー論 経 済 学 心 理 学 主題別ゼミナールⅢ 広 告 論 日 本 国 憲 法 ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑮問題解決力

ビジュアルデザイン論 主題別ゼミナールⅡ デザインマーケティング論 イラストレーションⅠ イラストレーションⅡ
インテリアデザインⅠ ＊ユニバーサルデザイン論 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン ビジュアルデザイン演習Ⅲ ビジュアルデザイン演習Ⅳ 知 的 財 産 論
プロトタイピング演習 ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ 住 環 境 学 リビングウェアデザイン演習Ⅳ
特別専攻プロジェクトⅠ 彫 刻 リビングウェアデザイン演習Ⅱ リビングウェアデザイン演習Ⅲ ブランディングデザイン演習Ⅱ

インテリアデザインⅡ 特別専攻プロジェクトⅡ ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ
立 体 造 形 演 習 キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
リビングウェアデザイン演習Ⅰ

⑯専門基礎原理の理解
力

＊ デ ザ イ ン 思 考 ＊ 色 彩 学 デ ザ イ ン 史 デザインマーケティング論 認 知 心 理 学 イラストレーションⅡ

⑯専門基礎原理の理解
力

自 然 科 学 概 論 図 学 ＊ユニバーサルデザイン論 デ ザ イ ン 文 化 論 情 報 メ デ ィ ア 論 芸 術 批 評
数 学 道 具 学 表 象 文 化 論 ビジュアルストーリーテリング論 キュレイティング論 特別専攻ゼミナールⅢ
＊ デ ッ サ ン インフォグラフィックス論 ＣＡＤデザイン演習 ビジュアルコンテンツ 広 告 論
＊ 表 現 技 法 ブランドマーケティング 彫 刻 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 イラストレーションⅠ
絵 画 Ⅰ 絵 画 Ⅱ インテリアデザインⅡ 特別専攻ゼミナールⅠ 美 術 史
タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論 立 体 造 形 演 習 住 環 境 学
工 芸 学 工 芸 実 習 特別専攻ゼミナールⅡ

インテリアデザインⅠ
プロトタイピング演習

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

ビジュアルデザイン演習Ⅰ Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン 広 告 論 イラストレーションⅡ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑰専門基礎原理の高度
応用展開力

リビングウェアデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ イラストレーションⅠ ビジュアルデザイン演習Ⅳ
リビングウェアデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
特別専攻ゼミナールⅠ リビングウェアデザイン演習Ⅲ ブランディングデザイン演習Ⅱ

イ ン タ ー ン シ ッ プ キュレイティング演習Ⅱ
ブランディングデザイン演習Ⅰ 特別専攻ゼミナールⅢ
キュレイティング演習Ⅰ
特別専攻ゼミナールⅡ

⑱継続的学習経験

自 然 科 学 概 論 日 本 語 表 現 法 海 外 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 イラストレーションⅡ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

⑱継続的学習経験

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 実 践 日 本 語 表 現 主題別ゼミナールⅢ イラストレーションⅠ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン
＊ 表 現 技 法 主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習

工 芸 実 習 主題別ゼミナールⅡ
ＣＡＤデザイン演習

⑲市民としての社会的
責任感

歴 史 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法
⑲市民としての社会的
責任感情 報 メ デ ィ ア 論 ビジュアルデザイン演習Ⅳ

リビングウェアデザイン演習Ⅳ

⑳異文化理解力

自 然 科 学 概 論 経 済 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 比 較 文 化 論 異文化コミュニケーション

⑳異文化理解力

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 海 外 文 学 リビングウェアデザイン演習Ⅱ 映 像 文 化 論 芸 術 批 評
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 美 術 史
地 域 文 化 論 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ

海 外 研 修 デ ザ イ ン 史
ビジュアルデザイン演習Ⅰ

創生デザイン学科カリキュラム・ツリー1（修得因子と科目）
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創生デザイン学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 知 的 財 産 論

目　

標　

Ａ

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 特別専攻プロジェクトⅢ 異文化コミュニケーション
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ
体 育 学 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ

主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学
特別専攻プロジェクトⅠ 主題別ゼミナールⅡ

目
標
Ｂ

自 然 科 学 概 論 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 心 理 学 英語コミュニケーションⅡ ＊ 職 業 倫 理 目
標
Ｂ

数 学 英語コミュニケーションⅠ 英 語 特 別 演 習
＊ 現 代 英 語 Ⅰ

目　

標　

Ｃ

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
目　

標　

Ｃ

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 主題別ゼミナールⅢ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
体 育 学 主題別ゼミナールⅠ ス ポ ー ツ 健 康 学

海 外 研 修 主題別ゼミナールⅡ

目　

標　

Ｄ

ブランドマーケティング ＊ユニバーサルデザイン論 デザインマーケティング論 広 告 論 ビジュアルデザイン演習Ⅳ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目　

標　

Ｄ

特別専攻プロジェクトⅠ ＣＡＤデザイン演習 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン ビジュアルデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ 住 環 境 学 ブランディングデザイン演習Ⅱ
リビングウェアデザイン演習Ⅰ 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 リビングウェアデザイン演習Ⅲ キュレイティング演習Ⅱ

リビングウェアデザイン演習Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ 特別専攻プロジェクトⅢ
ブランディングデザイン演習Ⅰ

特別専攻プロジェクトⅡ キュレイティング演習Ⅰ

目
標
Ｅ

＊ デ ザ イ ン 思 考 インフォグラフィックス論 ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ ビジュアルデザイン演習Ⅳ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目
標
Ｅ

タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論 リビングウェアデザイン演習Ⅰ リビングウェアデザイン演習Ⅱ リビングウェアデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ ブランディングデザイン演習Ⅱ

ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ
キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ

目　

標　

Ｆ

＊ デ ザ イ ン 思 考 ＊ 色 彩 学 デ ザ イ ン 史 デザインマーケティング論 キュレイティング論 イラストレーションⅡ

目　

標　

Ｆ

コミュニケーション＆アート演習 図 学 ＊ユニバーサルデザイン論 ビジュアルストーリーテリング論 広 告 論 芸 術 批 評
＊コンピュータ基礎演習 道 具 学 ＣＡＤデザイン演習 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン イラストレーションⅠ
＊ デ ッ サ ン インフォグラフィックス論 彫 刻 ビジュアルコンテンツ 美 術 史
＊ 表 現 技 法 ブランドマーケティング インテリアデザインⅡ 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 住 環 境 学
絵 画 Ⅰ 絵 画 Ⅱ 立 体 造 形 演 習
タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論
工 芸 学 工 芸 実 習

インテリアデザインⅠ
プロトタイピング演習

目　

標　

Ｇ

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 知 的 財 産 論

目　

標　

Ｇ

数 学 道 具 学 デ ザ イ ン 史 デ ザ イ ン 文 化 論 認 知 心 理 学 比 較 文 化 論
地 域 文 化 論 ＊ユニバーサルデザイン論 情 報 メ デ ィ ア 論 芸 術 批 評

表 象 文 化 論 映 像 文 化 論
美 術 史
イ ン タ ー ン シ ッ プ

「＊」印は必修科目を表わす。
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第
7
章

創生デザイン学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）

3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ａ

歴 史 経 済 学 心 理 学 哲 学 ＊ 職 業 倫 理 日 本 国 憲 法 知 的 財 産 論

目　

標　

Ａ

＊ 現 代 英 語 Ⅰ 地 域 学 日 本 文 学 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 特別専攻プロジェクトⅢ 異文化コミュニケーション
中 国 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 海 外 文 学 主題別ゼミナールⅢ
体 育 学 中 国 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ

主題別ゼミナールⅠ 中 国 語 Ⅲ
海 外 研 修 ス ポ ー ツ 健 康 学
特別専攻プロジェクトⅠ 主題別ゼミナールⅡ

目
標
Ｂ

自 然 科 学 概 論 ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 心 理 学 英語コミュニケーションⅡ ＊ 職 業 倫 理 目
標
Ｂ

数 学 英語コミュニケーションⅠ 英 語 特 別 演 習
＊ 現 代 英 語 Ⅰ

目　

標　

Ｃ

歴 史 日 本 語 表 現 法 実 践 日 本 語 表 現 英語コミュニケーションⅡ 英 語 特 別 演 習 異文化コミュニケーション
目　

標　

Ｃ

＊ 現 代 英 語 Ⅰ ＊ 現 代 英 語 Ⅱ 英語コミュニケーションⅠ 主題別ゼミナールⅢ
中 国 語 Ⅰ 中 国 語 Ⅱ 中 国 語 Ⅲ
体 育 学 主題別ゼミナールⅠ ス ポ ー ツ 健 康 学

海 外 研 修 主題別ゼミナールⅡ

目　

標　

Ｄ

ブランドマーケティング ＊ユニバーサルデザイン論 デザインマーケティング論 広 告 論 ビジュアルデザイン演習Ⅳ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目　

標　

Ｄ

特別専攻プロジェクトⅠ ＣＡＤデザイン演習 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン ビジュアルデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ 住 環 境 学 ブランディングデザイン演習Ⅱ
リビングウェアデザイン演習Ⅰ 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 リビングウェアデザイン演習Ⅲ キュレイティング演習Ⅱ

リビングウェアデザイン演習Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ 特別専攻プロジェクトⅢ
ブランディングデザイン演習Ⅰ

特別専攻プロジェクトⅡ キュレイティング演習Ⅰ

目
標
Ｅ

＊ デ ザ イ ン 思 考 インフォグラフィックス論 ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ ビジュアルデザイン演習Ⅲ ビジュアルデザイン演習Ⅳ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目
標
Ｅ

タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論 リビングウェアデザイン演習Ⅰ リビングウェアデザイン演習Ⅱ リビングウェアデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ
特別専攻プロジェクトⅠ 特別専攻プロジェクトⅡ イ ン タ ー ン シ ッ プ ブランディングデザイン演習Ⅱ

ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ
キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ

目　

標　

Ｆ

＊ デ ザ イ ン 思 考 ＊ 色 彩 学 デ ザ イ ン 史 デザインマーケティング論 キュレイティング論 イラストレーションⅡ

目　

標　

Ｆ

コミュニケーション＆アート演習 図 学 ＊ユニバーサルデザイン論 ビジュアルストーリーテリング論 広 告 論 芸 術 批 評
＊コンピュータ基礎演習 道 具 学 ＣＡＤデザイン演習 Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン イラストレーションⅠ
＊ デ ッ サ ン インフォグラフィックス論 彫 刻 ビジュアルコンテンツ 美 術 史
＊ 表 現 技 法 ブランドマーケティング インテリアデザインⅡ 製 品 Ｃ Ａ Ｄ 演 習 住 環 境 学
絵 画 Ⅰ 絵 画 Ⅱ 立 体 造 形 演 習
タイポグラフィー論 ビジュアルデザイン論
工 芸 学 工 芸 実 習

インテリアデザインⅠ
プロトタイピング演習

目　

標　

Ｇ

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 知 的 財 産 論

目　

標　

Ｇ

数 学 道 具 学 デ ザ イ ン 史 デ ザ イ ン 文 化 論 認 知 心 理 学 比 較 文 化 論
地 域 文 化 論 ＊ユニバーサルデザイン論 情 報 メ デ ィ ア 論 芸 術 批 評

表 象 文 化 論 映 像 文 化 論
美 術 史
イ ン タ ー ン シ ッ プ
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学習・教育到達目標 1 学年前期 1 学年後期 2 学年前期 2 学年後期 3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｈ

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目　

標　

Ｈ

コミュニケーション＆アート演習 ＊プレゼンテーション ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルストーリーテリング論 認 知 心 理 学 比 較 文 化 論
地 域 文 化 論 リビングウェアデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ 情 報 メ デ ィ ア 論 ビジュアルデザイン演習Ⅳ

リビングウェアデザイン演習Ⅱ 映 像 文 化 論 リビングウェアデザイン演習Ⅳ
ビジュアルデザイン演習Ⅲ ブランディングデザイン演習Ⅱ
リビングウェアデザイン演習Ⅲ キュレイティング演習Ⅱ
ブランディングデザイン演習Ⅰ
キュレイティング演習Ⅰ

目　

標　

Ｉ

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目　

標　

Ｉ

＊プレゼンテーション ビジュアルデザイン演習Ⅰ デザインマーケティング論 ビジュアルデザイン演習Ⅲ ビジュアルデザイン演習Ⅳ
特別専攻プロジェクトⅠ リビングウェアデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ リビングウェアデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ

リビングウェアデザイン演習Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ ブランディングデザイン演習Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅡ ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ

キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅡ 特別専攻ゼミナールⅢ

創生デザイン学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）
「＊」印は必修科目を表わす。
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3 学年前期 3 学年後期 4 学年前期 4 学年後期 学習・教育到達目標

目　

標　

Ｈ

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目　

標　

Ｈ

コミュニケーション＆アート演習 ＊プレゼンテーション ビジュアルデザイン演習Ⅰ ビジュアルストーリーテリング論 認 知 心 理 学 比 較 文 化 論
地 域 文 化 論 リビングウェアデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ 情 報 メ デ ィ ア 論 ビジュアルデザイン演習Ⅳ

リビングウェアデザイン演習Ⅱ 映 像 文 化 論 リビングウェアデザイン演習Ⅳ
ビジュアルデザイン演習Ⅲ ブランディングデザイン演習Ⅱ
リビングウェアデザイン演習Ⅲ キュレイティング演習Ⅱ
ブランディングデザイン演習Ⅰ
キュレイティング演習Ⅰ

目　

標　

Ｉ

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ ＊ 卒 業 制 作 ・ 論 文

目　

標　

Ｉ

＊プレゼンテーション ビジュアルデザイン演習Ⅰ デザインマーケティング論 ビジュアルデザイン演習Ⅲ ビジュアルデザイン演習Ⅳ
特別専攻プロジェクトⅠ リビングウェアデザイン演習Ⅰ ビジュアルデザイン演習Ⅱ リビングウェアデザイン演習Ⅲ リビングウェアデザイン演習Ⅳ

リビングウェアデザイン演習Ⅱ イ ン タ ー ン シ ッ プ ブランディングデザイン演習Ⅱ
特別専攻プロジェクトⅡ ブランディングデザイン演習Ⅰ キュレイティング演習Ⅱ

キュレイティング演習Ⅰ 特別専攻プロジェクトⅢ
特別専攻ゼミナールⅠ 特別専攻ゼミナールⅡ 特別専攻ゼミナールⅢ

創生デザイン学科カリキュラム・ツリー2（学習・教育到達目標と科目）
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創生デザイン学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ 目標Ｇ 目標Ｈ 目標Ｉ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人として
の良識と倫理
観を備え、地
域社会への関
心、地球的視
野を身につけ
た人材

専門分野の基
盤となる基礎
知識をもつと
ともに、これ
らを活用して
社会の発展に
貢献できる人
材

コミュニケー
ション能力と
国際人として
の素養を身に
つけた人材

社会における
課題を見出し、
状況に応じた
デザイン手法
を展開できる
能力を身につ
けた人材

社会における
資源活用や課
題解決を遂行
するためのデ
ザイン手法を
身につけた人
材

デザイン活動
に必要なデザ
イン基礎能力
を身につけた
人材

産 業、 文 化、
歴史、福祉健
康、自然科学
などの幅広い
知識を身につ
けた人材

ローカルとグ
ローバルの二
つ の 視 点 に
立って、多様
性を尊重しな
がら、他者と
ともにデザイ
ン活動を遂行
することがで
きる能力を身
につけた人材

社会の変化に
対応できる柔
軟な思考力と、
時代のニーズ
をとらえて新
しい価値を創
造できる実現
力を身につけ
た人材

授業科目名 開講学期 必修／選択
デザイン思考 第 1学年前期 必修 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎
キャリアデザインⅠ 第 1学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
キャリアデザインⅡ 第 2学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
キャリアデザインⅢ 第 3学年通年 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
心理学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
哲学 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○
職業倫理 第 3学年前期 必修 ◎ ◎ ○ ○
日本文学 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○
海外文学 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
日本国憲法 第 3学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○
歴史 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
経済学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
地域学 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎
知的財産論 第 4学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ○
自然科学概論 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
数学 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
日本語表現法 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎
実践日本語表現 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎
現代英語Ⅰ 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
現代英語Ⅱ 第 1学年後期 必修 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅠ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語コミュニケーションⅡ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
英語特別演習 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
中国語Ⅰ 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
中国語Ⅱ 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
中国語Ⅲ 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
異文化コミュニケーション 第 4学年前期 選択 ○ ○ ◎ ○ ○
体育学 第 1学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ健康学 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅠ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅡ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ○ ○
主題別ゼミナールⅢ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○ ○
海外研修 第 1学年後期 選択 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
コミュニケーション&アート演習 第 1 学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
コンピュータ基礎演習 第 1学年前期 必修 ○ ◎ ◎
プレゼンテーション 第 1学年後期 必修 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎
デッサン 第 1学年前期 必修 ◎ ◎ ◎
色彩学 第 1学年後期 必修 ◎ ◎ ◎
デザイン史 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
ユニバーサルデザイン論 第 2学年前期 必修 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
デザインマーケティング論 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
地域文化論 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
表象文化論 第 2学年前期 選択 ◎ ◎ ◎
デザイン文化論 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
ビジュアルストーリーテリング論 第 2学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ○
認知心理学 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ◎ ○
情報メディア論 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
比較文化論 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
表現技法 第 1学年前期 必修 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
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創生デザイン学科カリキュラム・マップ

修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ 目標Ｇ 目標Ｈ 目標Ｉ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人として
の良識と倫理
観を備え、地
域社会への関
心、地球的視
野を身につけ
た人材

専門分野の基
盤となる基礎
知識をもつと
ともに、これ
らを活用して
社会の発展に
貢献できる人
材

コミュニケー
ション能力と
国際人として
の素養を身に
つけた人材

社会における
課題を見出し、
状況に応じた
デザイン手法
を展開できる
能力を身につ
けた人材

社会における
資源活用や課
題解決を遂行
するためのデ
ザイン手法を
身につけた人
材

デザイン活動
に必要なデザ
イン基礎能力
を身につけた
人材

産 業、 文 化、
歴史、福祉健
康、自然科学
などの幅広い
知識を身につ
けた人材

ローカルとグ
ローバルの二
つ の 視 点 に
立って、多様
性を尊重しな
がら、他者と
ともにデザイ
ン活動を遂行
することがで
きる能力を身
につけた人材

社会の変化に
対応できる柔
軟な思考力と、
時代のニーズ
をとらえて新
しい価値を創
造できる実現
力を身につけ
た人材

◎ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎

◎ ○
○
○ ○
○
○
○
◎ ◎
◎
◎
○ ○

◎
○ ○

◎
◎

○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ○ ◎
○ ◎
○ ◎
○ ◎
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ◎

◎ ◎
◎

◎ ◎
◎
◎
◎ ○

○ ◎ ○
○ ◎ ○

◎ ○
◎
◎

◎ ○
◎ ○
◎ ○
◎ ○

◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 目標 A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ 目標Ｇ 目標Ｈ 目標Ｉ
寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人として
の良識と倫理
観を備え、地
域社会への関
心、地球的視
野を身につけ
た人材

専門分野の基
盤となる基礎
知識をもつと
ともに、これ
らを活用して
社会の発展に
貢献できる人
材

コミュニケー
ション能力と
国際人として
の素養を身に
つけた人材

社会における
課題を見出し、
状況に応じた
デザイン手法
を展開できる
能力を身につ
けた人材

社会における
資源活用や課
題解決を遂行
するためのデ
ザイン手法を
身につけた人
材

デザイン活動
に必要なデザ
イン基礎能力
を身につけた
人材

産 業、 文 化、
歴史、福祉健
康、自然科学
などの幅広い
知識を身につ
けた人材

ローカルとグ
ローバルの二
つ の 視 点 に
立って、多様
性を尊重しな
がら、他者と
ともにデザイ
ン活動を遂行
することがで
きる能力を身
につけた人材

社会の変化に
対応できる柔
軟な思考力と、
時代のニーズ
をとらえて新
しい価値を創
造できる実現
力を身につけ
た人材

授業科目名 開講学期 必修／選択
図学 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
道具学 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ○
インフォグラフィクス論 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ◎ ◎
ブランドマーケティング 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ○ ◎
CADデザイン演習 第 2学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
Webデザイン 第 2学年後期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
ビジュアルコンテンツ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ◎
キュレイティング論 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
絵画Ⅰ 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
絵画Ⅱ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
タイポグラフィー論 第 1学年前期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
ビジュアルデザイン論 第 1学年後期 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
広告論 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎
映像文化論 第 3学年前期 選択 ◎ ◎ ○ ◎ ○
イラストレーションⅠ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎ ○ ◎
イラストレーションⅡ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ○ ◎
美術史 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
芸術批評 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ○ ◎ ○
ビジュアルデザイン演習Ⅰ 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
ビジュアルデザイン演習Ⅱ 第 2学年後期 選択 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ビジュアルデザイン演習Ⅲ 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ビジュアルデザイン演習Ⅳ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
工芸学 第 1学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
工芸実習 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ○ ◎
彫刻 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
インテリアデザインⅠ 第 1学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎
インテリアデザインⅡ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎
プロトタイピング演習 第 1学年後期 選択 ○ ◎ ◎
立体造形演習 第 2学年前期 選択 ○ ◎ ◎
製品CAD演習 第 2学年後期 選択 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
住環境学 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ○ ◎
リビングウェアデザイン演習Ⅰ 第 2学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
リビングウェアデザイン演習Ⅱ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
リビングウェアデザイン演習Ⅲ 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
リビングウェアデザイン演習Ⅳ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
インターンシップ 第 3学年前期 選択 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
ブランディングデザイン演習Ⅰ 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ブランディングデザイン演習Ⅱ 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
キュレイティング演習Ⅰ 第 3学年前期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
キュレイティング演習Ⅱ 第 3学年後期 選択 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
卒業制作・論文 第 4学年通年 必修 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅠ 第 1学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅡ 第 2学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻プロジェクトⅢ 第 3学年後期 選択 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅠ 第 2学年後期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅡ 第 3学年前期 選択 ○ ◎ ◎
特別専攻ゼミナールⅢ 第 3学年後期 選択 ○ ◎ ◎
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修得因子、学習・教育到達目標との関連基準

◎　：大きな関連がある
○　：関連がある
空白：関連がない

修得因子 学習・教育到達目標
目標A 目標B 目標C 目標D 目標 E 目標Ｆ 目標Ｇ 目標Ｈ 目標Ｉ

寛
容
な
心

感
動
す
る
心

主
体
性

人
間
環
境
理
解
力

自
己
管
理
力
・
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

倫
理
観
・
規
律
性

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

総
合
的
学
習
経
験
・
創
造
的
思
考
力
・
創
造
力

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
力

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

専
門
基
礎
原
理
の
理
解
力

専
門
基
礎
原
理
の
高
度
応
用
展
開
力

継
続
的
学
習
力

市
民
と
し
て
の
社
会
的
責
任
感

異
文
化
理
解
力

社会人として
の良識と倫理
観を備え、地
域社会への関
心、地球的視
野を身につけ
た人材

専門分野の基
盤となる基礎
知識をもつと
ともに、これ
らを活用して
社会の発展に
貢献できる人
材

コミュニケー
ション能力と
国際人として
の素養を身に
つけた人材

社会における
課題を見出し、
状況に応じた
デザイン手法
を展開できる
能力を身につ
けた人材

社会における
資源活用や課
題解決を遂行
するためのデ
ザイン手法を
身につけた人
材

デザイン活動
に必要なデザ
イン基礎能力
を身につけた
人材

産 業、 文 化、
歴史、福祉健
康、自然科学
などの幅広い
知識を身につ
けた人材

ローカルとグ
ローバルの二
つ の 視 点 に
立って、多様
性を尊重しな
がら、他者と
ともにデザイ
ン活動を遂行
することがで
きる能力を身
につけた人材

社会の変化に
対応できる柔
軟な思考力と、
時代のニーズ
をとらえて新
しい価値を創
造できる実現
力を身につけ
た人材

◎
◎ ○

◎ ◎
○ ◎
○ ◎
○ ◎

◎
◎
◎
◎

○ ◎
○ ◎

○ ◎
◎ ○

◎
◎
◎ ○
◎ ○

◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

○ ◎
○ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ○ ○ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ◎ ◎

◎
◎
◎
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